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同
コ
ン
テ
ス
ト
は
︑
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
求
め

ら
れ
る
高
度
な
運
転
技
能
と
︑

関
係
法
令
お
よ
び
車
両
構
造
等

に
係
る
専
門
的
な
知
識
を
競

い
︑他
の
模
範
と
な
る
こ
と
で
︑

社
会
的
責
務
を
担
う
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
自
覚
と

誇
り
を
も
た
せ
︑
業
界
を
挙
げ

た
安
全
意
識
の
高
揚
と
交
通
事

故
防
止
活
動
の
推
進
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
全
ト
協
が
実
施

し
て
い
る
も
の
で
︑
内
閣
府
︑

国
土
交
通
省
︑
警
察
庁
︑
自
動

車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
︑（
一
財
）

全
日
本
交
通
安
全
協
会
︑（
一

社
）
日
本
自
動
車
整
備
振
興
会

連
合
会
の
後
援
を
得
て
︑
昭
和

44
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る

（
令
和
２
年
の
第
52
回
大
会

は
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
状
況
を
鑑
み
中
止
）︒

　

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

地
区
大
会
を
勝
ち
抜
い
て
き
た

１
４
２
人
（
う
ち
女
性
28
人
）

の
精
鋭
ド
ラ
イ
バ
ー
が
今
回
の

全
国
大
会
に
出
場
︒
10
月
26
日

か
ら
27
日
に
か
け
て
は
︑
自
動

車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
安
全
運

転
中
央
研
修
所
（
茨
城
県
ひ
た

ち
な
か
市
）
に
お
い
て
︑
学
科

競
技
（
法
規
・
構
造
機
能
・
運

転
常
識
︑
４
０
０
点
満
点
）
と

実
科
競
技（
運
転
技
能
・
点
検
︑

６
０
０
点
満
点
）
を
行
っ
た
︒

　

初
日
の
10
月
26
日
に
は
開
会

式
を
行
い
︑
若
林
陽
介
大
会
運

営
委
員
長
（
全
ト
協
理
事
長
）

が
﹁
本
大
会
は
︑
全
国
各
地
か

ら
選
ば
れ
た
選
手
た
ち
が
技
能

を
競
う
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

に
と
っ
て
最
も
大
切
な
イ
ベ
ン

ト
︒
日
頃
か
ら
培
っ
て
き
た
技

術
を
︑
十
分
に
発
揮
し
て
い
た

だ
き
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
︒
女

性
部
門
・
岡
山
県
代
表
の
左
直

希
乃
さ
ん
（
岡
山
ス
イ
キ
ュ
ウ

㈱
瀬
戸
内
物
流
セ
ン
タ
ー
）が
︑

﹁
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の

信
念
を
も
ち
︑
正
々
堂
々
戦
う

こ
と
を
誓
う
﹂
と
︑
力
強
く
選

手
宣
誓
を
行
っ
た
︒

　

１
日
目
（
10
月
26
日
）
の
実

科
競
技
で
は
︑
日
常
点
検
︑
簡

易
コ
ー
ス
走
行
︑
課
題
走
行

（
隘あ

い
ろ路

走
行
︑
ス
ラ
ロ
ー
ム
走

行︹
前
進
︺）を
実
施
︒そ
の
後
︑

同
研
修
所
の
講
堂
に
て
学
科
競

技
を
行
っ
た
︒

　

２
日
目
（
同
27
日
）
に
は
︑

運
転
技
能
（
高
速
周
回
路
・
幹

線
・
模
擬
市
街
路
の
コ
ー
ス
走

行
と
後
退
ス
ラ
ロ
ー
ム
お
よ
び

Ｓ
字
後
退
︑
車
庫
入
れ
）
を
行

っ
た
︒

　

両
日
と
も
風
も
な
く
︑
穏
や

か
な
天
候
の
中
で
競
技
が
進
め

ら
れ
た
︒

表
彰
式
で
坂
本
会
長
が
選
手
を
激
励

　

３
日
目
（
同
28
日
）
に
は
︑

第
一
ホ
テ
ル
東
京
（
東
京
都
港

区
）
で
表
彰
式
を
開
催
し
た
︒

　

式
の
冒
頭
︑
坂
本
克
己
会
長

が
あ
い
さ
つ
し
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
は
国
民
の
暮
ら
し
と
我

が
国
の
経
済
の
血
流
と
も
い
え

る
も
の
︒
皆
様
に
は
︑
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
誇

り
を
も
ち
︑
交
通
安
全
の
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
﹂
と
選
手
た
ち

を
激
励
︒
そ
の
後
︑
全
ト
協
の

佐
竹
克
也
役
員
待
遇
審
議
役
が

大
会
概
要
に
つ
い
て
説
明
︒
総

合
得
点
の
平
均
点
が
８
７
９
点

だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
︒

　

続
い
て
︑
入
賞
選
手
を
表
彰

（
入
賞
者
は
別
掲
の
通
り
）︒

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
る
内
閣

総
理
大
臣
賞
の
発
表
で
は
︑
松

橋
謙
一
交
通
対
策
委
員
長
か
ら

受
賞
者
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら

れ
る
と
︑
中
根
さ
ん
は
右
腕
を

高
々
と
上
げ
て
最
高
賞
受
賞
の

喜
び
を
表
現
し
た
︒

　

な
お
︑
各
部
門
第
1
位
の
選

手
に
は
︑
警
察
庁
長
官
賞
の
ほ

か
︑
副
賞
と
し
て
海
外
派
遣
賞

が
贈
ら
れ
た
︒
ま
た
︑
各
部
門

第
1
位
~
第
５
位
の
選
手
に

は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長

賞
が
贈
ら
れ
た
︒

　

ま
た
︑
中
小
企
業
の
出
場
者

の
う
ち
︑
全
部
門
を
通
じ
て
総

合
得
点
第
1
位
を
獲
得
し
た
選

手
に
贈
ら
れ
る
国
土
交
通
大
臣

賞
は
︑
４
㌧
部
門
・
愛
知
県
代

表
の
今
福
慧
さ
ん
（
大
興
運
輸

㈱
半
田
支
店
）
が
受
賞
し
た
ほ

か
︑
シ
ニ
ア
（
50
歳
以
上
）
の

出
場
者
の
う
ち
︑
全
部
門
を
通

じ
て
総
合
得
点
第
１
位
の
選
手

に
贈
ら
れ
る
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
長
特
別
賞
は
︑
11
㌧
部
門

・
宮
崎
県
代
表
の
野
呂
卓
司
さ

ん
（
日
本
通
運
㈱
宮
崎
支
店
都

城
総
合
物
流
セ
ン
タ
ー
）
が
受

賞
し
た
︒

　

式
の
最
後
に
は
︑
鶴
田
浩
久

国
土
交
通
省
物
流
・
自
動
車
局

長
と
阿
部
竜
矢
警
察
庁
長
官
官

房
審
議
官
が
祝
辞
を
述
べ
た

（
要
旨
２
面
）︒

　

な
お
︑
表
彰
式
と
各
部
門
優

勝
者
記
者
会
見
の
模
様
は
︑
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
全
ト
協
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑
10
月
26
日
〜
28

日
の
３
日
間
に
わ
た
り
︑
第
56
回
﹁
全
国
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
を
開
催
︒

総
合
得
点
９
９
０
点
で
第
１
位
と
な
っ
た
４
㌧

部
門
・
宮
城
県
代
表
の
中
根
誉
士
さ
ん
（
日

本
通
運
㈱
仙
台
支
店
国
内
航
空
貨
物
部
仙
台

航
空
事
業
所
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
課
）
が
︑

栄
え
あ
る﹁
内
閣
総
理
大
臣
賞
﹂を
受
賞
し
た
︒

　

今
大
会
に
は
︑
都
道
府
県
の
地
区
大
会
を

勝
ち
抜
い
て
き
た
１
４
２
人（
４
㌧
部
門
42
人
︑

11
㌧
部
門
40
人
︑
ト
レ
ー
ラ
部
門
32
人
︑
女

性
部
門
28
人
）
の
精
鋭
ド
ラ
イ
バ
ー
が
出
場

し
︑
そ
れ
ぞ
れ
技
術
を
競
い
合
っ
た
（
２
・
３

面
に
関
連
記
事
）︒

各賞受賞者
内閣総理大臣賞 中根　誉士 4トン部門

警察庁長官賞

中根　誉士 4トン部門
山野邉　繁 11 トン部門
星野　　巧 トレーラ部門
左直　希乃 女性部門

全日本トラック協会長賞 各部門第 1 位〜 5 位

国土交通大臣賞（事業所表彰）
4トン部門 日本通運㈱仙台支店国内航空貨物部仙台航空事業所カスタマーサービス課
11トン部門 日通千葉貨物運送㈱茜浜事業所
トレーラ部門 日本通運㈱東京海運支店自動車事業所
女性部門 岡山スイキュウ㈱瀬戸内物流センター

全日本トラック協会長特別賞

野呂　卓司 日本通運㈱宮崎支店都城総合物流センター

国土交通大臣賞（中小企業最高得点者）

今福　慧 大興運輸㈱半田支店

各部門入賞者一覧
部門 順位 氏名 都道府県 所属事業所 総合得点

４
ト
ン

1 中根　誉士 宮城県 日本通運㈱仙台支店国内航空貨物部仙台航空事業所カスタマーサービス課 990
2 髙野澤　明良 茨城県 ロジスティード東日本㈱水戸輸送営業所 984
3 多田　裕幸 岡山県 NXキャッシュ・ロジスティクス㈱中国支店岡山センター 979
4 古川　将泰 福岡県 福岡ひまわり運送㈱本社事業所 968
5 横井　宏彰 京都府 ロジスティード西日本㈱大山崎AE営業所 968

11
ト
ン

1 山野邉　繁 千葉県 日通千葉貨物運送㈱茜浜事業所 983
2 坂本　洋平 埼玉県 西濃運輸㈱入間支店 978
3 山本　勇介 福岡県 ㈱バンテック九州輸送部輸送課 970
4 福田　正樹 岡山県 日本通運㈱水島海運支店 970
5 野呂　卓司 宮崎県 日本通運㈱宮崎支店都城総合物流センター 968

ト
レ
ー
ラ

1 星野　　巧 東京都 日本通運㈱東京海運支店自動車事業所 975
2 望月　龍之介 福岡県 ㈱バンテック港運事業本部港運事業部九州港運課 972
3 島本　真平 和歌山県 日本通運㈱和歌山支店 962
4 本多　健二 群馬県 ㈱バンテックイースト太田営業所 961
5 山下　　茂 香川県 日本通運㈱四国支店坂出物流課 957

女
性

1 左直　希乃 岡山県 岡山スイキュウ㈱瀬戸内物流センター 954
2 齋藤　　慈 神奈川県 西濃運輸㈱座間支店 945
3 川端　はるな 愛知県 ㈱バンテックセントラル豊田営業所 931
4 上島　美由紀 山口県 日本通運㈱下関支店 928
5 瀬里　彰子 佐賀県 九州センコーロジ㈱輸送事業部 901

142 人の精鋭が技と知識を競い合った２日間

内閣総理大臣杯を胸に、坂本克己会長（左から2人目）、松橋謙一交通対策委員長（左）、鶴田浩久国土交通省物流・自動
車局長（右）とともに記念撮影におさまる中根誉士さん（4トン部門・宮城県代表）

同点の場合の順位決定方法
①過去5年間免許歴を有し、かつ、過去5年間無事故、無違反の者とする。
②運転技能の得点の高い者とする。
③すべてが同点の場合には、高年齢者（同年齢者の場合は誕生日が先の者）とする。

「トップリーダー」として 交通安全を守り抜く!!
中根誉士さんに内閣総理大臣賞！
第56回　全国トラックドライバー・コンテスト

発行所公益社団法人

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（総務部広報室）
https://jta.or.jp

11月1日号
（定価・税込348円／会員の購読料は会費に含みます）

※紙面に関する問い合わせは広報室まで

毎月1日・15日発行
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第
56
回
「
全
国
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」

は
、
10
月
26
日
・
27
日
の
両

日
、
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市

の
「
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン

タ
ー
安
全
運
転
中
央
研
修

所
」
内
の
市
街
路
コ
ー
ス
や

高
速
周
回
コ
ー
ス
な
ど
を
活

用
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

26
日
午
前
、
全
国
か
ら
１

４
２
人
の
精
鋭
出
場
選
手
が

続
々
と
到
着
。
部
門
ご
と
に

個
人
受
付
を
済
ま
せ
る
と
、

宿
舎
で
あ
る
宿
泊
棟
で
各
自

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
着
替
え
、

研
修
所
内
の
交
通
公
園
の
講

堂
に
集
合
。
講
堂
で
は
、
大

会
の
開
会
式
が
開
催
さ
れ

た
。
講
堂
内
は
、
選
手
の
応

援
や
付
き
添
い
の
人
々
で
ご

っ
た
返
し
、
熱
気
に
あ
ふ
れ

ク
ー
ラ
ー
が
必
要
な
ほ
ど
だ

っ
た
。

　

開
会
式
で
は
、
若
林
陽
介

大
会
運
営
委
員
長
が
、「
日

頃
か
ら
培
っ
て
き
た
技
術
を
、

十
分
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
開
会
あ
い
さ
つ
。

こ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
、
女

性
部
門
出
場
の
岡
山
県
代
表

・
左
直
希
乃
さ
ん
が
「
正
々

堂
々
戦
う
こ
と
を
誓
う
」
と

選
手
宣
誓
。
い
よ
い
よ
大
会

の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。

　

選
手
は
講
堂
前
の
た
く
さ

ん
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
見
送
ら

れ
な
が
ら
実
科
競
技
会
場
へ

と
出
発
。
事
前
に
コ
ー
ス
と

使
用
車
両
や
課
題
走
行
の
パ

イ
ロ
ン
の
設
置
状
況
な
ど
を

下
見
し
、
本
番
に
備
え
た
。

　

１
日
目
の
実
科
競
技
は
、

「
日
常
点
検
」
と
「
簡
易
コ

ー
ス
走
行
」
お
よ
び
「
課
題

走
行
」。

　

ま
ず
、
選
手
は
、
当
日
指

定
さ
れ
た
「
前
輪
タ
イ
ヤ
」

を
中
心
と
し
た
日
常
点
検
を

競
技
時
間
２
分
で
実
施
。
点

検
が
終
了
す
る
と
車
両
に
乗

り
込
み
、
市
街
路
の
簡
易
コ

ー
ス
を
２
分
の
競
技
時
間
内

で
走
行
。
そ
の
後
、
課
題
走

行
と
し
て
、
車
両
幅
ギ
リ
ギ

リ
に
設
置
さ
れ
た
パ
イ
ロ
ン

の
間
を
走
行
す
る
「
隘あ

い
ろ路
走

行
」
か
ら
連
続
し
て
「
ス
ラ

ロ
ー
ム
走
行
」を
実
施
し
た
。

課
題
走
行
は
、
各
部
門
で
パ

イ
ロ
ン
の
設
置
間
隔
は
異
な

る
が
、
競
技
時
間
は
等
し
く

１
分
30
秒
と
設
定
さ
れ
て
お

り
、
短
時
間
の
中
で
も
正
確

な
運
転
技
能
が
求
め
ら
れ
た
。

　

１
日
目
の
最
後
は
、
学
科

競
技
。
交
通
法
規
40
問
、
構

造
機
能
20
問
、
運
転
常
識
20

問
の
計
80
問
か
ら
な
る
短
答

式
に
よ
る
筆
記
試
験
で
、
競

技
時
間
は
１
時
間
に
設
定
さ

れ
て
い
る
。
各
選
手
、
真
剣

な
ま
な
ざ
し
で
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
た
。

　

２
日
目
の
27
日
は
、
研
修

セ
ン
タ
ー
の
広
大
な
敷
地
を

活
か
し
て
、
市
街
路
コ
ー
ス

と
と
も
に
高
速
道
路
を
周
回

す
る
コ
ー
ス
走
行
（
競
技
時

間
７
分
）
で
運
転
技
能
を
競

っ
た
。
こ
こ
で
は
、
日
頃
か

ら
の
運
転
技
術
が
試
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
コ
ー
ス
走
行

か
ら
戻
る
と
、
大
勢
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
︵
写
真
︶
が
見
守
る

中
で
、
後
退
に
よ
る
ス
ラ
ロ

ー
ム
か
ら
Ｓ
字
後
退
、
車
庫

入
れ
と
連
続
す
る
難
関
の

「
課
題
走
行
」
が
待
ち
受
け

る
。
課
題
走
行
は
、
２
㌧
車

は
２
分
、
４
㌧
車
は
２
分
30

秒
、
11
㌧
車
は
３
分
、
ト
レ

ー
ラ
は
３
分
30
秒
と
競
技
時

間
が
決
ま
っ
て
お
り
、
こ
の

短
時
間
の
う
ち
に
課
題
走
行

を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ

る
。
普
段
の
仕
事
の
現
場
と

は
、雰
囲
気
も
車
両
も
違
い
、

見
守
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
数
も

多
く
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
い
か

ほ
ど
の
も
の
だ
ろ
う
。

　

朝
８
時
30
分
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
途
中
昼
の
休
憩
を
挟

ん
で
、
全
て
の
競
技
が
終
了

し
た
の
は
、
15
時
40
分
過
ぎ

で
あ
っ
た
。

　

成
績
を
見
る
と
、
平
均
点

は
、
学
科
競
技
が
３
３
８
点

（
昨
年
実
績
３
３
７
点
）、

実
科
競
技
が
５
４
１
点
（
同

５
４
３
点
）
と
い
う
結
果
だ

っ
た
。

鶴
田
　
浩
久

　
国
土
交
通
省

　
　
　
物
流
・
自
動
車
局
長

　

我
が
国
で
は
多
く
の
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
活
躍
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
全

国
で
開
催
さ
れ
た
地
区
大
会

を
勝
ち
抜
い
て
こ
こ
ま
で
残
っ

て
き
た
皆
様
は
、
実
に
見
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
、
受
賞
さ
れ
た
皆
様

に
対
し
祝
意
を
述
べ
る
と
と

も
に
、
今
回
惜
し
く
も
受
賞

を
逃
し
た
皆
様
も
、
改
め
て

高
み
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
時
で
も
職
務
に
励

ん
で
い
る
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
模
範
と
し
て
、

今
後
も
活
躍
い
た
だ
き
ま
す

こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま

す
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
様
の
暮
ら
し
を
よ
り
よ

く
す
る
た
め
に
、
様
々
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
を
は
じ

め
と
し
た
関
係
省
庁
も
、
一

丸
と
な
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
様
を
応
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
が

よ
り
よ
い
暮
ら
し
を
送
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
そ
し
て

も
っ
と
多
く
の
方
々
に
業
界

に
入
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

私
ど
も
と
し
て
も
精
一
杯
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

阿
部
　
竜
矢

　
警
察
庁
長
官
官
房
審
議
官

　

第
56
回
「
全
国
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

こ
と
を
、
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
競
技
に
お
い
て
優

秀
な
成
績
を
収
め
、
本
日
栄

え
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
方
、
ま

か
ら
の
努
力
の
積
み
重
ね
が

実
を
結
ん
だ
も
の
と
、
心
か

ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
回
出
場
さ
れ
ま
し
た
全

国
各
地
の
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
も
そ
の
高
度
な
運

転
技
能
と
専
門
知
識
を
活
か

し
な
が
ら
、
他
の
ド
ラ
イ
バ

ー
の
模
範
と
な
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

一
昨
日
と
昨
日
、
茨
城
県

ひ
た
ち
な
か
市
の
安
全
運
転

中
央
研
修
所
に
お
い
て
行
わ

れ
た
学
科
競
技
と
実
科
競
技

で
は
、
皆
様
大
変
真
剣
に
競

技
に
取
り
組
ま
れ
た
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
。

　

本
日
の
受
賞
は
、
安
全
・

安
心
を
担
う
プ
ロ
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
日
頃

燃料油価格激変緩和補助金の延長めぐり燃料油価格激変緩和補助金の延長めぐり
朝日新聞にトラック協会の働きかけなどが記事に掲載朝日新聞にトラック協会の働きかけなどが記事に掲載

　

中
小
企
業
所
属
の
総
合
得

点
第
１
位
の
選
手
に
贈
ら
れ

る「
国
土
交
通
大
臣
賞
」は
、

４
㌧
部
門
・
愛
知
県
代
表
の

今
福
慧
さ
ん
（
大
興
運
輸
㈱

半
田
支
店
）
が
、
シ
ニ
ア
選

手
（
50
歳
以
上
）
の
う
ち
、

全
部
門
を
通
じ
て
総
合
得
点

第
１
位
の
選
手
に
贈
ら
れ
る

「
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長

特
別
賞
」
は
、
11
㌧
部
門
・

宮
崎
県
代
表
の
野
呂
卓
司
さ

ん
（
日
本
通
運
㈱
宮
崎
支
店

都
城
総
合
物
流
セ
ン
タ
ー
）

が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。

国
交
大
臣
賞
・
全
ト
協
会
長
特
別
賞

国
土
交
通
大
臣
賞

今
福
慧
︵
い
ま
ふ
く
・
さ
と
し
︶
さ
ん

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
特
別
賞

野
呂
卓
司
︵
の
ろ
・
た
く
じ
︶
さ
ん

　

朝
日
新
聞
10
月
23
日
付

朝
刊
に
、
燃
料
油
価
格
激

変
緩
和
補
助
金
の
創
設
や

延
長
を
巡
る
動
き
な
ど
が

掲
載
さ
れ
た
。
同
記
事
は
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

同
制
度
実
現
へ
の
働
き
か

け
や
、
令
和
３
年
の
「
総

決
起
大
会
」
開
催
な
ど
が

同
制
度
の
実
現
に
効
果
が

あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
内
容
︵
写
真
︶。

　

同
記
事
に
よ
る
と
、

　
「
ガ
ソ
リ
ン
補
助
金
は
、

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
回

復
に
伴
い
原
油
価
格
が
高

ま
っ
た
こ
と
を
機
に
始
ま
っ

た
。

　

感
染
拡
大
が
続
い
て
い

た
２
０
２
１
年
12
月
２
日
。

自
民
党
本
部
８
階
ホ
ー
ル

は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

呼
び
か
け
で
集
ま
っ
た
タ

ク
シ
ー
や
バ
ス
の
業
界
団

体
が
、
政
府
・
与
党
に
支

援
を
求
め
る
総
決
起
大
会

を
開
い
た
の
だ
。

　
『
公
的
資
金
を
ど
っ
ぷ
り

と
、
必
要
な
ほ
ど
放
り
込

ん
で
も
ら
う
も
の
を
、
こ

さ
え
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
が
目
的
で
す
わ
』

　

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
の

坂
本
克
己
は
、
そ
う
あ
い

さ
つ
し
た
。
額
に
は
黄
色

の
は
ち
ま
き
。
太
字
で『
経

営
危
機
突
破
』と
あ
っ
た
。

　

坂
本
（
会
長
）
は
、
ト

ラ
ッ
ク
や
タ
ク
シ
ー
、
バ
ス

の
運
転
手
は
災
害
時
の
救

援
物
資
の
運
搬
な
ど
に
関

わ
る
『
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
』だ
と
強
調
し
た
。

　
『
我
々
の
中
小
の
団
体

は
、
こ
う
い
う
時
に
や
っ

ぱ
り
足
腰
が
弱
い
。
な
ん

と
か
国
の
力
で
ち
ゃ
ん
と

し
て
も
ら
わ
な
い
か
ん
』

　

首
相
だ
っ
た
岸
田
文
雄

（
総
理
）
は
当
初
、
支
援

先
を
運
送
な
ど
の
関
係
業

界
に
絞
っ
た
も
の
に
す
る

考
え
で
い
た
。

　

し
か
し
、
実
現
し
た
の

は
全
国
一
律
の
補
助
だ
っ

た
。」

と
、
全
ト
協
の
働
き
か
け

が
燃
料
油
価
格
激
変
緩
和

補
助
金
の
創
設
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
こ
と
を
示

す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

※
（　

）
内
は
、
編
集
部

が
加
筆

朝日新聞　令和６年 10月23日付朝刊

※�全日本トラック協会
および朝日新聞社に
無断で転載すること
を禁じます。

朝日新聞承諾番号
24-2812

来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

見
守
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
緊
張
の
連
続

課
題
走
行
は
超
難
関

ド
ラ
コ
ン
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
レ
ポ
ー
ト

第
56
回「
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」特
集

（
1
面
に
関
連
）

プ
ロ
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
「
日
本
一
」
を
目
指
し
て

技
能
と
知
識
を
出
し
切
り 
栄
え
あ
る
部
門
優
勝

表
彰
式

4トン部門優勝：中根誉士（なかね・たかし）さん（宮城県代表）。内閣総理大臣賞、警
察庁長官賞、全日本トラック協会長賞

11トン部門優勝：山野邉繁（やまのべ・しげる）さん（千葉県代表）。警察庁長官賞、全
日本トラック協会長賞

トレーラ部門優勝：星野巧（ほしの・たくみ）さん（東京都代表）。警察庁長官賞、全日
本トラック協会長賞

女性部門優勝：左直希乃（さじき・のの）さん（岡山県代表）。警察庁長官賞、全日本ト
ラック協会長賞
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普
段
は
︑
３
㌧
の
ウ
イ
ン

グ
車
で
︑
岡
山
県
倉
敷
市
の

水
島
地
区
か
ら
兵
庫
県
三
木

市
へ
︑
液
体
入
り
の
タ
ン
ク

を
輸
送
し
て
い
ま
す
︒

　
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
の
存
在

を
︑
私
は
入
社
前
︑
高
校
生

の
頃
か
ら
知
っ
て
い
ま
し
た
︒

私
が
こ
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
で
働
き
た
い
と
思
っ
た
の

は
︑
女
性
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
す
る
憧
れ
か
ら
で

し
た
︒
そ
の
中
で
︑
日
本
中

か
ら
一
流
の
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー

が
集
結
し
︑
運
転
技
術
や
学

科
競
技
で
競
い
合
う
大
会
が

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
︒

﹁
ド
ラ
コ
ン
に
出
場
し
た
い
﹂

と
い
う
思
い
が
︑
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
職
の
志
望
動
機

の
ひ
と
つ
で
︑
ド
ラ
コ
ン
出

場
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
は

入
社
直
後
か
ら
伝
え
て
お

り
︑
昨
年
か
ら
練
習
を
開
始

し
︑つ
い
に
今
年
は
県
大
会
︑

全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
︒

　

念
願
の
ド
ラ
コ
ン
出
場
で

し
た
が
︑
想
像
し
て
い
た
よ

り
も
反
省
点
は
多
か
っ
た
で

す
︒
練
習
で
は
ミ
ス
な
く
で

き
た
こ
と
が
︑
い
ざ
本
番
に

な
る
と
緊
張
で
そ
う
も
い
か

ず
︑
ポ
ー
ル
を
倒
し
て
し
ま

う
こ
と
な
ど
も
あ
り
ま
し
た

が
︑﹁
今
で
き
る
こ
と
を
精
い

っ
ぱ
い
頑
張
ろ
う
﹂
と
自
分

に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
し
た
︒

　

今
日
の
表
彰
式
も
︑
入
賞

は
期
待
せ
ず
に
臨
ん
だ
の
で
︑

１
位
で
名
前
を
呼
ば
れ
た
瞬

間
は
︑
素
直
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
し
︑
本
当
に
嬉
し
か

っ
た
で
す
が
︑
ま
だ
自
分
が

優
勝
し
た
と
い
う
実
感
は
湧

い
て
い
ま
せ
ん
（
笑
）︒
ド
ラ

コ
ン
挑
戦
に
あ
た
っ
て
指
導

を
し
て
く
れ
た
先
輩
方
は
︑

ず
っ
と
﹁
絶
対
に
あ
な
た
な

ら
で
き
る
﹂︑﹁
必
ず
１
位
に

な
れ
る
よ
﹂
と
応
援
し
て
く

れ
て
い
ま
し
た
︒
会
社
に
戻

っ
た
ら
︑
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
に
︑
優
勝
の
報
告
と
心

か
ら
の
感
謝
を
伝
え
た
い
と

思
い
ま
す
︒

　

学
生
の
頃
か
ら
出
場
を
夢

見
て
い
た
ド
ラ
コ
ン
は
︑
本

当
に
得
る
も
の
の
多
い
大
会

で
し
た
︒
学
科
競
技
対
策
や

実
科
競
技
の
練
習
を
通
じ

て
︑正
し
い
運
転
の
仕
方
や
︑

今
ま
で
自
分
が
あ
ま
り
意
識

を
向
け
て
い
な
か
っ
た
法
規

に
関
す
る
知
識
を
︑
た
く
さ

ん
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

今
後
は
︑
ド
ラ
コ
ン
に
出
場

す
る
た
め
に
培
っ
た
知
識
や
︑

習
得
し
た
技
術
を
︑
日
々
の

仕
事
の
中
で
運
転
に
活
か

し
︑
決
し
て
事
故
を
起
こ
さ

な
い
︑
安
全
な
運
転
を
す
る

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な

り
た
い
で
す
︒

　

普
段
の
業
務
で
は
︑
東
京

港
か
ら
関
東
近
県
に
向
け

た
︑
ト
レ
ー
ラ
に
よ
る
５
㌧

コ
ン
テ
ナ
の
集
配
を
担
当
し

て
い
ま
す
︒

　

私
は
昨
年
に
続
い
て
２
回

目
の
全
国
大
会
出
場
で
し

た
︒
大
い
に
緊
張
し
て
臨
ん

だ
昨
年
は
︑﹁
５
位
と
２
点

差
の
６
位
﹂と
い
う
結
果
で
︑

大
会
中
に
は
実
科
競
技
で
失

敗
を
し
て
し
ま
い
︑
悔
し
泣

き
を
し
た
ほ
ど
で
し
た
︒
今

年
は
︑
２
日
目
の
課
題
走
行

を
︑
大
き
な
減
点
は
な
い
だ

高
校
時
代
か
ら
憧
れ
た
念
願
の
ド
ラ
コ
ン
全
国
大
会

高
校
時
代
か
ら
憧
れ
た
念
願
の
ド
ラ
コ
ン
全
国
大
会

初
出
場
・
初
優
勝
で
つ
か
ん
だ
「
ハ
タ
チ
の
栄
冠
」

初
出
場
・
初
優
勝
で
つ
か
ん
だ
「
ハ
タ
チ
の
栄
冠
」

ろ
う
と
思
え
る
内
容
で
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
︑
入

賞
は
果
た
せ
た
の
で
は
な
い

か
と
自
己
判
断
し
ま
し
た
︒

私
が
こ
う
し
て
精
神
的
に
落

ち
着
い
た
状
態
で
今
大
会
に

臨
み
︑
結
果
も
冷
静
に
分
析

で
き
た
の
は
︑
昨
年
の
初
出

場
時
に
︑
大
会
の
雰
囲
気
や

空
気
感
な
ど
を
経
験
で
き
て

い
た
か
ら
で
す
︒
そ
の
経
験

が
あ
る
と
な
い
と
で
は
︑
大

違
い
だ
と
思
い
ま
す
︒

　

私
に
は
︑４
歳
︑６
か
月
と
︑

２
人
の
息
子
が
お
り
︑
家
族

で
過
ご
す
時
間
も
大
事
に
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
︑
大

会
に
向
け
た
学
科
競
技
対
策

の
時
間
と
︑
家
族
と
の
時
間

を
両
立
し
な
が
ら
勉
強
を
重

ね
ま
し
た
︒
家
族
の
存
在
は

大
き
な
支
え
で
︑
大
会
中
は

バ
ッ
グ
の
中
に
︑
家
族
写
真

を
入
れ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

と
︑
息
子
２
人
の
写
真
が
ラ

ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
の

ミ
ニ
カ
ー
を
お
守
り
と
し
て

し
の
ば
せ
て
い
ま
し
た
︒﹁
子

ど
も
が
友
達
に
自
慢
で
き
る

よ
う
な
父
親
に
な
り
た
い
﹂

と
い
う
自
分
の
理
想
が
︑
ド

ラ
コ
ン
優
勝
を
目
指
す
大
き

な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
︒

長
男
に
﹁
今
年
は
１
位
に
な

っ
て
ね
﹂
と
言
わ
れ
て
送
り

出
さ
れ
た
の
で
︑
今
日
の
帰

宅
後
︑
息
子
に
﹁
１
位
に
な

っ
た
よ
﹂
と
報
告
す
る
の
が

楽
し
み
で
す
︒

　

私
達
は
毎
日
ハ
ン
ド
ル
を

握
っ
て
仕
事
を
し
ま
す
が
︑

ハ
ン
ド
ル
を
握
る
手
や
︑
ク

ラ
ッ
チ
を
踏
む
足
が
震
え
る

ほ
ど
緊
張
す
る
体
験
を
し
た

の
は
︑
ド
ラ
コ
ン
が
初
め
て

で
し
た
︒
年
齢
を
重
ね
て
い

く
と
︑
何
か
に
対
し
て
全
力

を
傾
け
る
︑
青
春
時
代
の
よ

う
な
感
覚
を
味
わ
う
こ
と
は

滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
︒
今
後

は
︑
私
が
ド
ラ
コ
ン
に
出
場

す
る
た
め
の
時
間
を
作
っ
て

く
れ
た
同
じ
会
社
の
仲
間
た

ち
の
た
め
︑
会
社
の
た
め
︑

そ
し
て
︑
少
し
大
袈
裟
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
︑
物
流
業
界

全
体
の
利
と
な
る
よ
う
に
︑

こ
の
培
っ
た
技
術
と
知
識
を

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
︒

　

全
国
大
会
出
場
は
︑
昨
年

に
続
き
２
年
目
で
︑
初
出
場

時
は
入
賞
で
き
ず
︑
表
彰
式

で
表
彰
台
に
上
が
っ
て
い
る

選
手
の
姿
を
見
て
︑﹁
か
っ
こ

い
い
な
︒
自
分
も
絶
対
に
来

年
は
表
彰
台
に
上
が
る
ぞ
﹂

と
決
意
し
︑
こ
の
１
年
間
は

苦
手
と
し
て
い
る
学
科
競
技

対
策
の
勉
強
に
費
や
し
ま
し

た
︒
１
年
間
こ
つ
こ
つ
と
頑
張

っ
て
き
た
こ
と
を
︑
今
回
の

優
勝
と
い
う
形
で
結
実
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
︑
今
は
と
て

も
嬉
し
い
で
す
︒

心
も
体
も
震
わ
せ
る
大
舞
台
で
沈
着
冷
静
に
実
力
発
揮

心
も
体
も
震
わ
せ
る
大
舞
台
で
沈
着
冷
静
に
実
力
発
揮

優
勝
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
続
け
た
家
族
の
存
在

優
勝
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
続
け
た
家
族
の
存
在

　

上
位
入
賞
を
確
信
し
た
の

は
︑
学
科
競
技
が
終
わ
っ
た

瞬
間
で
し
た
︒
今
年
の
学
科

競
技
は
非
常
に
難
し
か
っ
た

の
で
す
が
︑
確
か
な
手
応
え

が
あ
り
ま
し
た
︒
ま
た
︑
２

日
目
の
実
科
競
技
で
は
︑
バ

ッ
ク
ス
ラ
ロ
ー
ム
走
行
の
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
を
ビ
シ
ッ
と
綺
麗
に

決
め
る
こ
と
が
で
き
︑﹁
も
し

か
し
た
ら
優
勝
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
﹂
と
思
い
︑
今
日

の
表
彰
式
は
︑
入
賞
・
優
勝

の
自
信
を
も
っ
た
状
態
で
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

そ
の
た
め
︑
１
位
で
名
前
を

呼
ば
れ
た
瞬
間
は
︑
そ
の
自

信
が
確
信
に
変
わ
っ
た
感
覚

で
し
た
︒

　

普
段
は
大
型
車
に
よ
る
千

葉
県
内
の
事
業
所
間
輸
送
を

担
当
し
て
お
り
︑
大
型
車
は

ど
う
し
て
も
ミ
ラ
ー
に
映
ら

な
い
死
角
部
分
が
広
い
の
で
︑

し
っ
か
り
と
自
分
の
目
で
︑

安
全
か
ど
う
か
確
認
す
る
こ

と
を
徹
底
し
て
い
ま
す
︒
車

を
運
転
す
る
仕
事
に
就
き
た

く
て
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

に
な
り
︑
好
き
な
運
転
を
仕

事
に
で
き
た
こ
と
︑
恵
ま
れ

た
職
場
環
境
で
働
く
こ
と
が

で
き
て
い
る
こ
と
︑
今
大
会

の
部
門
優
勝
と
い
う
結
果
が

得
ら
れ
た
こ
と
が
︑
本
当
に

う
れ
し
い
で
す
︒

　

た
だ
︑
全
国
大
会
へ
の
出

場
が
２
回
目
で
あ
る
私
は
︑

今
回
が
最
後
の
挑
戦
で
︑﹁
自

分
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
か
っ
た
﹂
と
い
う
思

い
も
強
い
で
す
︒
そ
の
点
に

関
し
て
は
本
当
に
悔
し
い
で

す
が
︑﹁
や
り
き
っ
た
﹂
と
い

う
満
足
感
は
大
い
に
あ
り
ま

す
︒

　

ド
ラ
コ
ン
に
参
加
し
た
こ

と
で
︑安
全
意
識
が
高
ま
り
︑

標
識
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
︑

見
方
・
捉
え
方
が
劇
的
に
変

わ
り
︑
日
々
の
業
務
を
行
う

上
で
も
︑﹁
安
全
第
一
﹂
と
い

う
こ
と
を
よ
り
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
︒
今
後
は
︑

個
人
で
無
事
故
・
無
違
反
を

徹
底
す
る
だ
け
で
な
く
︑
職

場
で
も
自
分
が
模
範
と
な

り
︑
無
事
故
・
無
違
反
を
達

成
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
︒

1111
㌧㌧
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勝

部
門
優
勝

１
年
間
の
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力
結
実　

２
度
目
の
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で
手
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し
た
優
勝

１
年
間
の
努
力
結
実　

２
度
目
の
挑
戦
で
手
に
し
た
優
勝

劇
的
な
安
全
意
識
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
ド
ラ
コ
ン
参
加

劇
的
な
安
全
意
識
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
ド
ラ
コ
ン
参
加

ト
レ
ー
ラ
部
門
優
勝

ト
レ
ー
ラ
部
門
優
勝

女
性
部
門
優
勝

女
性
部
門
優
勝

︱
︱
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

な
っ
た
き
っ
か
け
と
、
こ
れ
ま

で
の
キ
ャ
リ
ア
、
普
段
の
業
務

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

高
校
時
代
︑
恩
師
に
﹁
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
を
や
っ
て

み
な
い
か
﹂
と
当
事
業
所
を

紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
︑
私
は
当
社
へ
入
社
し

ま
し
た
︒
車
の
運
転
に
興
味

が
あ
っ
た
こ
と
が
理
由
で
し

た
が
︑
以
降
今
日
に
至
る
ま

で
︑
当
事
業
所
で
仙
台
空
港

の
国
内
貨
物
を
集
配
す
る
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

　

お
客
様
に
感
謝
の
言
葉
を

か
け
て
も
ら
っ
た
り
︑ 

職
場

の
先
輩
に
褒
め
ら
れ
た
り
す

る
こ
と
に
︑
日
々
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
︒
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
見
る
人

に
よ
っ
て
︑
い
ろ
い
ろ
な
イ
メ

ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
る
職
業
で

す
︒
私
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
で
あ
る
こ
と
︑
そ
し

て
日
本
通
運
の
ド
ラ
イ
バ
ー

で
あ
る
こ
と
に
強
い
誇
り
を

も
っ
て
お
り
︑
そ
し
て
そ
の

誇
り
は
︑
こ
れ
か
ら
も
変
わ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

︱
︱
ド
ラ
コ
ン
出
場
の
き
っ
か

け
と
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
に
つい
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

４
年
前
︑自
ら
上
司
に
﹁
ド

ラ
コ
ン
宮
城
県
大
会
に
出
場

さ
せ
て
く
だ
さ
い
﹂
と
志
願

し
ま
し
た
︒
で
す
か
ら
今
年

は
︑
私
が
ド
ラ
コ
ン
へ
の
挑

戦
を
始
め
て
４
年
目
の
年
で

し
た
︒
１
年
目
は
宮
城
県
大

会
で
敗
退
し
︑
２
年
目
で
第

54
回
全
国
大
会
に
初
出
場
し

ま
し
た
が
︑
入
賞
す
る
こ
と

は
で
き
ず
︑
３
年
目
と
な
る

昨
年
は
︑
再
び
県
大
会
で
敗

退
し
ま
し
た
︒

　

そ
し
て
今
年
は
︑
特
に
学

科
競
技
対
策
を
強
化
し
︑
た

と
え
短
い
時
間
し
か
作
れ
な

か
っ
た
と
し
て
も
︑
と
に
か

く
毎
日
勉
強
を
行
う
こ
と
を

自
ら
に
課
し
ま
し
た
︒
そ
の

結
果
︑
つ
い
に
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
︑
心
の
底
か
ら
う
れ
し
く

思
い
ま
す
︒
事
業
所
の
課
長

や
ド
ラ
イ
バ
ー
仲
間
に
は
︑

４
年
間
挑
戦
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
︑
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
た
い
で
す
︒

︱
︱
大
会
参
加
に
あ
た
っ
て

心
が
け
た
こ
と
は
な
ん
で
す
か
。

　

メ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
す
︒
全
国
大
会
に
初
め
て

出
場
し
た
２
年
前
は
︑
と
に

か
く
緊
張
し
て
気
持
ち
の
面

で
負
け
て
し
ま
い
︑
実
科
・

学
科
競
技
と
も
に
︑
自
分
が

そ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
を
︑
ま
っ
た
く
発
揮
で

き
な
い
ま
ま
で
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
︒
特
に
︑
学
科

競
技
後
に
答
え
合
わ
せ
を
行

い
︑ 

そ
の
結
果
に
不
安
を
感

じ
た
こ
と
が
︑
翌
日
の
実
科

競
技
の
内
容
に
影
響
を
及
ぼ

し
た
こ
と
が
反
省
点
で
し
た
︒

　

今
回
は
︑
そ
の
教
訓
を
活

か
し
︑
１
日
目
終
了
後
に
学

科
競
技
の
答
え
合
わ
せ
は
行

わ
ず
︑﹁
自
分
は
学
科
競
技

で
満
点
を
取
っ
た
の
だ
﹂
と

い
う
つ
も
り
で
２
日
目
の
競

技
に
臨
み
ま
し
た
︒﹁
あ
れ

だ
け
練
習
を
重
ね
て
き
た
の

だ
か
ら
︑
そ
の
成
果
を
発
揮

で
き
な
い
わ
け
が
な
い
﹂︑﹁
普

段
通
り
に
や
れ
ば
絶
対
に
よ

い
結
果
が
出
る
﹂
と
自
分
に

言
い
聞
か
せ
る
こ
と
で
︑
メ

ン
タ
ル
を
保
ち
ま
し
た
︒

　

正
直
︑
前
回
全
国
大
会
に

出
場
し
た
時
の
競
技
の
記
憶

は
︑
緊
張
の
あ
ま
り
︑
断
片

的
に
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
︒

し
か
し
今
年
は
︑
し
っ
か
り

と
記
憶
が
あ
り
︑
周
囲
の
様

子
も
よ
く
見
え
ま
し
た
︒
そ

の
結
果
︑
特
に
市
街
路
の
模

擬
走
行
で
は
︑
走
行
中
の
景

色
を
楽
し
む
心
の
余
裕
が
生

ま
れ
る
な
ど
︑﹁
も
の
す
ご
く

気
持
ち
よ
く
走
れ
た
！
﹂
と

い
う
実
感
が
あ
り
ま
し
た
︒

ま
た
︑進
行
順
序
も
中
盤
で
︑

ち
ょ
う
ど
心
の
準
備
を
整
え

た
状
態
で
臨
む
こ
と
が
で
き

た
こ
と
も
︑
プ
ラ
ス
に
作
用

し
ま
し
た
︒

︱
︱
入
賞
や
優
勝
は
確
信
し

て
い
ま
し
た
か
。

　

２
日
間
の
競
技
を
終
え
た

後
︑入
賞
や
優
勝
の
自
信
は
︑

正
直
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

し
か
し
今
年
は
︑
２
年
前
と

違
い
︑﹁
自
分
が
積
み
重
ね

て
き
た
こ
と
を
出
し
き
る
こ

と
が
で
き
た
﹂
と
い
う
大
き

な
満
足
感
が
あ
り
ま
し
た
︒

　

表
彰
式
で
自
分
の
名
前
が

呼
ば
れ
た
と
き
も
︑
ま
さ
か

自
分
が
１
位
に
な
れ
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
︑
本

当
は
﹁
は
い
﹂
と
返
事
す
べ

き
と
こ
ろ
で
︑
あ
ま
り
の
驚

き
に
絶
句
し
て
し
ま
い
ま
し

た
︒
表
彰
台
に
上
っ
た
あ
た

り
で
︑
よ
う
や
く
実
感
が
少

し
ず
つ
こ
み
上
げ
て
き
た
と

い
う
感
覚
で
し
た
︒

︱
︱
受
賞
の
感
想
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

夢
に
ま
で
見
た
内
閣
総
理

大
臣
賞
受
賞
で
︑
正
直
︑
ち

ょ
っ
と
ま
だ
信
じ
ら
れ
な
い

気
持
ち
で
い
ま
す
︒
大
会
前

ま
で
は
︑﹁
日
本
一
の
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
る
﹂
と

い
う
こ
と
を
ず
っ
と
目
標
に

掲
げ
て
き
ま
し
た
が
︑
大
会

中
は
い
っ
た
ん
そ
の
こ
と
は

忘
れ
︑﹁
や
っ
て
き
た
こ
と
を

出
し
き
ろ
う
﹂
と
い
う
心
構

え
で
臨
み
︑
自
分
の
ベ
ス
ト

を
尽
く
す
こ
と
に
集
中
し
ま

し
た
︒
そ
の
結
果
︑
自
分
の

持
ち
う
る
実
力
全
て
を
出
し

き
る
こ
と
が
で
き
︑
そ
れ
が

今
回
の
結
果
に
繋
が
っ
た
と

思
い
ま
す
︒

　

私
よ
り
学
科
競
技
が
で
き

る
方
も
︑
運
転
が
上
手
い
方

も
︑
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
︒
し
か
し
︑
２

年
前
の
私
が
そ
う
だ
っ
た
よ

う
に
︑
自
分
の
力
を
満
足
に

発
揮
で
き
な
い
ま
ま
敗
れ
て

い
く
人
も
多
い
の
が
現
実
で

す
︒
だ
か
ら
こ
そ
︑
全
国
大

会
と
い
う
舞
台
で
は
︑
と
に

か
く
や
っ
て
き
た
こ
と
を
全

て
出
す
︑
普
段
通
り
や
る
と

い
う
こ
と
が
最
も
重
要
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
︒

︱
︱
大
会
へ
の
挑
戦
を
通
し

て
得
た
も
の
は
な
ん
で
す
か
。

ま
た
そ
れ
を
日
々
の
業
務
に

ど
う
活
か
し
た
い
で
す
か
。

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・

コ
ン
テ
ス
ト
で
出
題
さ
れ
る

学
科
競
技
の
問
題
を
学
ぶ
と

い
う
こ
と
は
︑
交
通
ル
ー
ル

を
知
る
こ
と
で
あ
り
︑
そ
れ

を
実
践
す
る
こ
と
で
︑
安
全

運
転
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
︒
そ
し
て
︑
安
全
運
転

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
︑

私
た
ち
の
職
場
や
︑
人
の
命

を
守
る
こ
と
に
繋
が
る
と
い

う
こ
と
を
︑
私
は
こ
の
ド
ラ

コ
ン
挑
戦
を
通
じ
て
学
び
ま

し
た
︒
交
通
法
規
を
深
く
知

る
こ
と
は
︑
日
々
の
運
行
に

活
か
す
こ
と
が
で
き
る
だ
け

で
な
く
︑
尊
い
人
命
を
守
る

こ
と
と
﹁
交
通
事
故
ゼ
ロ
﹂

に
直
結
し
ま
す
︒ 

　

今
後
は
︑
こ
の
ド
ラ
コ
ン

で
得
た
知
識
と
技
術
を
日
々

の
集
配
業
務
に
活
か
し
︑
ま

ず
は
自
ら
が
模
範
と
な
っ
て

示
す
こ
と
で
︑
同
じ
営
業
所

で
働
く
周
囲
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
好
影
響
を
与
え
ら
れ
る
よ

う
な
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
り
た

い
で
す
︒

︱
︱
大
会
へ
の
挑
戦
を
考
え

て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
々
の
業
務
で
は
︑
安
全

運
行
を
冷
静
に
心
が
け
て
き

ま
し
た
が
︑
ま
る
で
青
春
時

代
の
よ
う
な
︑
熱
い
気
持
ち

で
挑
む
こ
と
が
で
き
た
の
が
︑

こ
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

・
コ
ン
テ
ス
ト
と
い
う
大
会

で
し
た
︒
私
は
４
年
を
か
け

て
ド
ラ
コ
ン
に
出
場
し
ま
し

た
が
︑
敗
退
す
る
こ
と
は
︑

と
て
も
悔
し
い
こ
と
で
︑﹁
あ

の
舞
台
で
勝
ち
た
い
﹂
と
い

う
情
熱
が
︑
私
を
突
き
動
か

し
て
き
ま
し
た
︒

　

ド
ラ
コ
ン
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
安
全

意
識
を
︑
よ
り
高
い
次
元
へ

と
変
革
し
て
く
れ
る
場
で
す
︒

ド
ラ
コ
ン
と
い
う
舞
台
は
︑

人
生
や
命
を
賭
し
て
で
も
挑

戦
す
る
価
値
が
あ
る
も
の
だ

と
︑
私
は
思
い
ま
す
︒
も
し

出
場
を
検
討
し
て
い
る
方
が

い
た
ら
︑
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
︒

4トン部門4トン部門
優勝優勝

左さ
じ
き直　

希の
の乃
さ
ん　
岡
山
ス
イ
キ
ュ
ウ
㈱
瀬
戸
内
物
流
セ
ン
タ
ー
（
岡
山
県
代
表
）

山や
ま
の
べ
野
邉　

繁
し
げ
るさ
ん　
日
通
千
葉
貨
物
運
送
㈱
茜
浜
事
業
所
（
千
葉
県
代
表
）

星ほ
し
の野　

巧
た
く
みさ
ん　
日
本
通
運
㈱
東
京
海
運
支
店
自
動
車
事
業
所
（
東
京
都
代
表
）

内閣総理大臣賞内閣総理大臣賞
受賞記念インタビュー受賞記念インタビュー

中
な か ね

根 誉
た か し

士 さん
日本通運㈱仙台支店国内航空貨物部
仙台航空事業所カスタマーサービス課

（宮城県代表）

４
年
の
月
日
か
け
実
現　

夢
に
ま
で
見
た
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞

４
年
の
月
日
か
け
実
現　

夢
に
ま
で
見
た
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞

ド
ラ
コ
ン
は「
人
生
を

ド
ラ
コ
ン
は「
人
生
を
賭賭とと
し
て
で
も
挑
戦
す
る
価
値
の
あ
る
大
会
」

し
て
で
も
挑
戦
す
る
価
値
の
あ
る
大
会
」

各
部
門
優
勝
者
の
声

第
56
回「
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」特
集
　

第
56
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
﹂
で
は
、
４
㌧
部
門
・
宮
城
県
代

表
の
中
根
誉
士
さ
ん
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を

受
賞
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
中
根
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
各

部
門
優
勝
者
の
喜
び
の
声
を
お
届
け
す
る
。



（4）第2248号（第3種郵便物認可）令和6年（2024年）11月1日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

～積載編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		分割できない貨物で積載制限を超える場合でも、道路管理者の許
可を得た場合には積載して運行することができる。（	○・×	）

❷		許可を得て積載制限を超える貨物を積載する場合は、許可証を携
帯しなければならない。（	○・×	）

❸		過積載と認められる場合、警察官はその車両を停止させ、積載物
の重量を測定することができる。（	○・×	）

❹		貨物自動車に積載する貨物は、車体の左右のいずれからもはみ出
して積載してはならない。　（	○・×	）

❺		危険物を運搬するときは、包装、積載などを確実にし、危険物を
運搬中であることを示す標示板などを掲げる。（	○・×	）

（解答は9面）

第32回「群馬県嬬恋村『万座温泉』」第32回「群馬県嬬恋村『万座温泉』」

　

都
心
か
ら
程
よ
い
距
離

に
あ
る
群
馬
県
の
万
座
温

泉
︒
北
陸
新
幹
線
で
東
京

か
ら
軽
井
沢
は
１
時
間
ほ

ど
で
し
た
が
︑
車
窓
か
ら

移
り
ゆ
く
景
色
を
ゆ
っ
く

り
と
楽
し
み
な
が
ら
︑
旅

を
し
た
気
分
に
な
り
ま
し

た
︒
新
幹
線
の
軽
井
沢
駅
か
ら
バ
ス
に
揺
ら
れ

１
時
間
45
分
︑バ
ス
停﹁
万
座
温
泉
﹂で
下
車
し
︑

さ
ら
に
そ
こ
か
ら
旅
館
の
送
迎
バ
ス
で
５
分
︒

バ
ス
を
降
り
る
と
︑
高
原
の
爽
や
か
な
風
が
私

を
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
︒

　

今
宵
の
宿
は
︑
私
も
幾
度
か
訪
れ
た
こ
と
が

あ
る
︑
明
治
６
（
１
８
７
３
）
年
か
ら
湯
治
場

と
し
て
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
た
︑﹁
日
進
舘
﹂
で

す
︒敷
地
内
の
自
家
源
泉
か
ら
自
噴
し
て
い
る
︑

硫
黄
成
分
を
多
く
含
ん
だ
乳
白
色
の
に
ご
り
湯

に
は
︑
た
ま
ら
な
い
魅
力
が
あ
り
ま
す
︒
本
館

２
階
の
フ
ロ
ン
ト
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
︑
早
速

向
か
っ
た
の
は
眺
望
風
呂
の
﹁
万
天
の
湯
﹂︒
檜

風
呂
に
浸
か
り
な
が
ら
︑
遠
く
の
山
々
や
風
に

そ
よ
ぐ
木
々
を
見
て
い
る
と
︑
そ
れ
だ
け
で
癒

や
さ
れ
ま
し
た
︒

　

夕
食
は
︑
和
洋
中
が
勢
揃
い
し
た
豊
富
な
メ

ニ
ュ
ー
の
バ
イ
キ
ン
グ
で
︑
冷
え
た
ビ
ー
ル
と

と
も
に
味
わ
う
︑
至
福
の
時
間
で
し
た
︒
20
時

か
ら
フ
ロ
ン
ト
前
の
ロ
ビ
ー
で
開
演
の
ジ
ャ
ズ

イ
ベ
ン
ト
に
行
く
と
︑
宿
泊
客
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
︒
洒
落
た
企
画
だ
な
と
思
い
な
が
ら
︑

奥
深
い
ジ
ャ
ズ
演
奏
に
惹
き
込
ま
れ
て
い
き
ま

し
た
︒
見
る
と
ジ
ャ
ズ
の
音
色
に
身
体
を
動
か

し
な
が
ら
聞
き
入
る
御
仁
も
い
て
︑
中
々
楽
し

い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
︒そ
の
後
は
︑

部
屋
で
ゆ
っ
く
り
と
寛
ぎ
︑﹁
万
座
時
間
﹂
を
堪

能
し
ま
し
た
︒

　

翌
朝
の
目
覚
め
は
驚
く
ほ
ど
ス
ッ
キ
リ
爽
や

か
で
︑
こ
れ
も
万
座
な
ら
で
は
で
し
ょ
う
か
︒

朝
食
の
前
に
向
か
っ
た
の
は
︑
露
天
風
呂
﹁
極

楽
湯
﹂
で
す
︒
標
高
１
８
０
０
㍍
の
高
地
に
広

が
る
雄
大
な
景
色
に
絶
句
し
ま
し
た
︒
眼
下
の

景
色
に
た
だ
た
だ
圧
倒
さ
れ
た
私
は
︑
し
ば
ら

く
呆
然
と
し
て
い
ま
し
た
︒
す
る
と
︑
横
に
い

た
年
配
の
男
性
が﹁
最
高
で
し
ょ
う
︑こ
の
景
観
︒

こ
れ
に
魅
せ
ら
れ
て
私
は
幾
度
と
な
く
こ
こ
に

来
て
る
ん
で
す
﹂︒
そ
れ
を
聞
い
て
私
も
納
得
し

た
と
こ
ろ
で
す
︒

　
﹁
温
泉
万
歳
﹂
と
手
を
上
げ
る
と
︑
男
性
が
柔

和
な
笑
顔
で
私
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
ま
し
た
︒

四
季
折
々
の
景
観
を
見
に
︑
私
も
次
回
は
違
う

季
節
に
来
訪
し
よ
う
と
心
に
決
め
ま
し
た
︒

（
旅
ラ
イ
タ
ー　

し
ほ
ん
・
く
さ
と
）

詩本草人の

　夜間、通行区分のない道路を走行しています。前方には
交差点があります。また、交差点の先には、商店の明かりが
見えます。この場面にはどのような危険がありますか。また、
危険を避けるためにはどのような運転をすればよいでしょう
か。考えてみましょう。

状 

況

〔第 171回〕「明るい場所のそばの暗闇」

（解説・9面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

「
飲
酒
運
転
根
絶
」
な
ど　

交
通
・
労
働
災
害
事
故
防
止

　
　
　
　
　
　
の
徹
底
を
！

﹁
正
し
い
運
転
・
明
る
い

輸
送
運
動
﹂
を
実
施

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
令
和
６
年
11
月
16
日
㈯

~
７
年
１
月
10
日
㈮
の
期

間
︑
第
64
回
﹁
正
し
い
運
転

・
明
る
い
輸
送
運
動
﹂
を
実

施
す
る
︒

　

同
運
動
は
︑
交
通
・
労
働

災
害
事
故
の
防
止
︑
環
境
保

全
お
よ
び
輸
送
秩
序
の
確
立

に
よ
り
︑
円
滑
な
輸
送
の
達

成
を
図
り
︑
年
末
年
始
の
輸

送
繁
忙
期
に
お
け
る
安
全
・

安
心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
︒
経
営
ト
ッ
プ
︑
管
理
者

お
よ
び
従
業
員
が
一
体
と
な

っ
て
︑
別
掲
の
項
目
を
中
心

と
し
た
取
り
組
み
を
行
う
よ

う
呼
び
か
け
る
︒

　

特
に
︑﹁
飲
酒
運
転
の
根

絶
﹂
で
は
︑
運
行
管
理
者
等

に
対
し
て
︑
国
土
交
通
省
が

令
和
６
年
３
月
に
公
表
し
た

﹃
自
動
車
運
送
事
業
者
に
お

け
る
飲
酒
運
転
防
止
マ
ニ
ュ

ア
ル
﹄
を
踏
ま
え
︑
同
年
９

月
に
全
ト
協
が
改
訂
し
た

﹃
飲
酒
運
転
防
止
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
﹄
を
活
用
し
︑
運
転

者
等
に
対
す
る
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
へ
の
対
応
と
と
も
に
︑

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
の
携
行

な
ど
に
よ
る
酒
気
帯
び
の
有

無
の
確
実
な
報
告
等
に
つ
い

て
指
導
を
徹
底
す
る
よ
う
呼

び
か
け
る
ほ
か
︑
６
年
10
月

か
ら
飲
酒
運
転
に
対
す
る
処

分
基
準
が
強
化
さ
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
︑
交
通
対
策
委
員

会
で
決
議
し
た
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
へ
の
飲
酒
運
転
し

な
い
こ
と
の
宣
言
書
署
名
を

行
う
な
ど
︑
取
組
強
化
を
呼

び
か
け
て
い
る
︒

森
県
青
森
市
の
リ
ン
ク
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森
で
第

74
回
全
国
大
会
を
開
催
し
た
︒

　

同
会
議
に
は
︑
地
方
公
共

団
体
を
は
じ
め
︑
道
路
・
建

設
・
自
動
車
・
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
等
の
事
業

者
・
団
体
な
ど
が
会
員
と
し

て
参
加
し
て
お
り
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本
克
己

会
長
は
同
会
議
の
副
会
長
を

務
め
て
い
る
︒

　

全
国
大
会
に
は
︑
全
国
各

地
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
な
ど
多
く
の
会
員
が
出

席
︒
９
月
13
日
に
開
催
さ
れ

た
理
事
会
で
︑
坂
本
全
ト
協

会
長
が
提
案
し
た
決
議
（
別

掲
）を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
︒

　

な
お
︑
決
議
に
は
︑﹁
高

規
格
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ

ン
ク
の
解
消
︑
重
要
物
流
道

路
の
整
備
推
進
な
ど
︑
幹
線

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
﹂

や
︑﹁
高
速
道
路
料
金
に
つ
い

て
︑
利
用
に
応
じ
た
料
金
制

度
と
し
つ
つ
︑
事
業
者
向
け

割
引
の
継
続
﹂︑﹁
利
用
者
目

線
で
の
渋
滞
対
策
の
実
施
︑

休
憩
施
設
の
機
能
強
化
︑
中

継
物
流
拠
点
の
整
備
﹂
︱
︱

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
︒

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議

（
会
長
:
古
賀
誠
元
衆
議

院
議
員
）
は
10
月
10
日
︑
青

第
82
回
「
広
報
委
員
会
」が

岡
山
県
岡
山
市
で
開
催
さ

れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
令
和
６
年
度

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
素
材
や
︑
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
の
重
要
性
を
Ｐ
Ｒ

す
る
60
秒
ア
ニ
メ
︑
７
年
度

の
広
報
事
業
計
画
（
案
）
等

に
つ
い
て
審
議
・
承
認
︒
Ｃ

Ｍ
素
材
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

の
映
像
に
つ
い
て
は
︑
い
ず

れ
も
７
年
３
月
の
配
布
・
放

映
を
行
う
こ
と
と
し
た
︒

　

翌
19
日
に
は
︑
同
市
内
で

開
催
さ
れ
た
︑
岡
山
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
主
催
の
﹁
ト
ラ
ッ

ク
の
日
﹂
イ
ベ
ン
ト
︑﹁
は
た

ら
く
ト
ラ
ッ
ク
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ

ェ
ス
タ
２
０
２
４
﹂
を
視
察
し

た
︒

　

10
月
18
日
︑
第
82
回
広
報

委
員
会（
吉
田
修
一
委
員
長
）

岡
山
県
ト
協
「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」

イ
ベ
ン
ト
を
視
察

物
流
目
線
で
の
道
路
整
備
推
進
に
向
け
て

決
議
を
満
場
一
致
で
採
択

（
11
月
１
日
〜
30
日
）

▽
11
月
７
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
２
回
総
務
委
員
会

▽
11
月
14
日

・
第
１
回
適
正
取
引
委
員
会

▽
11
月
27
日

・
第
64
回
適
正
化
事
業
委
員
会

▽
11
月
29
日

・
第
62
回
物
流
政
策
委
員
会

・
第
１
回
道
路
・
施
設
委
員
会

京
畿
道
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
協
会
と
友
好
協
約
を
締
結

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
吉
田
修
一
会
長
）
は
10
月

10
日
︑
韓
国
・
京
畿
道
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
協
会
と
友

好
協
約
を
締
結
し
た
︒

　

令
和
５
年
11
月
︑
神
奈
川

県
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館
を
同

協
会
の
オ
ム
・
ゼ
・
ヨ
ン
副

理
事
長
ら
が
訪
問
し
︑
神
奈

川
県
ト
協
正
副
会
長
と
の
懇

談
会
を
開
催
︒
そ
の
際
に
︑

同
協
会
か
ら
﹁
ぜ
ひ
と
も
友

好
的
な
関
係
を
構
築
し
た

い
﹂
と
の
呼
び
か
け
が
あ
っ

た
こ
と
を
受
け
て
︑
今
年
10

月
に
吉
田
会
長
︑
藤
木
幸
二

副
会
長
︑飯
沼
健
史
副
会
長
︑

東
海
林
憲
彦
副
会
長
︑
髙
𣘺

英
樹
副
会
長
が
こ
の
た
び
韓

国
を
訪
問
し
︑
同
協
会
と
の

友
好
協
約
書
を
締
結
し
た
︒

　

そ
れ
に
続
き
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
現
状
と
課
題
に

係
わ
る
情
報
交
換
が
行
わ

れ
︑
人
材
不
足
へ
の
対
応
や

駐
車
対
策
等
︑
両
国
が
抱
え

る
諸
問
題
に
つ
い
て
説
明
し

た
︒

　

そ
の
後
︑
歓
迎
懇
親
会
が

行
わ
れ
︑
韓
国
側
よ
り
20
人

を
超
え
る
役
員
が
参
加
︒
神

奈
川
県
ト
協
と
同
協
会
で
は

今
後
も
︑
相
互
の
情
報
交
換

の
ほ
か
︑
親
善
訪
問
な
ど
の

交
流
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
︒

会
員
事
業
者
約
１
７
０
人
が　

飲
酒
運
転
事
故
の
根
絶
を
誓
う

群
馬
県
ト
協
﹁
飲
酒
運
転

事
故
防
止
総
決
起
大
会
﹂

　

群
馬
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
武
井
宏
会
長
）
は
10
月
11

日
︑
群
馬
県
前
橋
市
の
群
馬

県
交
通
運
輸
会
館
で
﹁
飲
酒

運
転
事
故
防
止
総
決
起
大

会
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

群
馬
県
内
で
は
︑
今
年
５

月
６
日
に
伊
勢
崎
市
内
の
国

道
17
号
で
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

に
よ
る
飲
酒
運
転
事
故
が
発

生
し
︑３
人
が
亡
く
な
っ
た
︒

群
馬
県
ト
協
で
は
同
事
故
の

発
生
を
受
け
︑
同
種
事
案
の

再
発
防
止
徹
底
を
図
る
べ

く
︑
同
大
会
を
開
催
︒
群
馬

県
ト
協
会
員
事
業
者
の
安
全

担
当
責
任
者
な
ど
約
１
７
０

人
が
出
席
し
た
︒

　

会
で
は
冒
頭
︑
武
井
会
長

が
﹁
私
た
ち
は
︑
安
全
の
上

に
事
業
が
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
を
一
時
も
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
︒
今
年
５
月
に
発
生

し
た
飲
酒
運
転
事
故
を
肝
に

銘
じ
︑
業
界
を
挙
げ
て
飲
酒

運
転
事
故
根
絶
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂と
︑

参
加
者
に
対
し
強
く
呼
び
か

け
た
︒

　

国
土
交
通
省
関
東
運
輸
局

群
馬
運
輸
支
局
の
諏
訪
幸
夫

支
局
長
︑
厚
生
労
働
省
群
馬

労
働
局
の
津
田
惠
史
労
働
基

準
部
長
︑
群
馬
県
警
察
本
部

交
通
部
交
通
企
画
課
の
栗
原

啓
交
通
安
全
対
策
室
長
に
よ

る
説
示
に
続
き
︑
平
成
11
年

に
東
名
高
速
道
路
で
発
生
し

た
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る

飲
酒
運
転
事
故
で
︑
２
人
の

子
ど
も
を
失
っ
た
井
上
保
孝

氏
・
郁
美
氏
に
よ
る
講
演

﹁
飲
酒
運
転
根
絶
の
た
め
に

一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
~

東
名
高
速
酒
酔
い
ト
ラ
ッ
ク

事
故
で
子
ど
も
二
人
を
失
っ

て
~
﹂が
行
わ
れ
た
︒両
氏
は
︑

﹁
我
々
は
事
故
の
日
以
来
︑

二
度
と
事
故
以
前
に
戻
る
こ

と
は
で
き
ず
に
︑
心
の
傷
を

ず
っ
と
抱
え
な
が
ら
生
き
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

し
か
し
︑
最
も
辛
い
と
感
じ

る
の
は
︑
飲
酒
運
転
事
故
に

よ
る
被
害
者
が
出
た
こ
と
を

報
道
な
ど
で
聞
く
こ
と
だ
︒

何
の
罪
も
な
い
被
害
者
が
︑

飲
酒
運
転
事
故
の
被
害
に
よ

っ
て
未
来
を
断
ち
切
ら
れ
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
﹂
と
︑
心
の
内
を
語

っ
た
︒

　

最
後
に
︑
群
馬
県
ト
協
の

滝
澤
将
司
青
年
部
会
長
に
よ

る
決
議
が
行
わ
れ
︑
参
加
者

全
員
の
賛
同
を
も
っ
て
４
項

目
の
決
議
文
が
採
択
さ
れ
た
︒

岡山県ト協「トラックの日」イベント（10月
19日、岡山市サウスヴィレッジ）

第82回広報委員会（10月18日、岡山プラザ
ホテル）

全国道路利用者会議　第74回全国大会（10月10日、青森市）

決起大会であいさつする武井会長（10月11
日、群馬県交通運輸会館）

事故で亡くなった方本人の
写真や靴を置く「命のメッ
セージ展」も併催された

決議
　次に掲げる項目を計画的かつ着実に実現すること。

一、�防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策について、物価や人件費の高騰も踏
まえ、令和６年度補正予算において、５か年加速化対策の枠にとらわれることなく、必
要な予算・財源を確保すること

　　�また、令和６年能登半島地震などを踏まえ、国土強靱化の取組を切れ目なく継続してい
くため、実施中期計画を速やかに策定し、必要な予算・財源を別枠で確保すること

一、�我が国の生産性を向上させ、成長力及び国際競争力を強化するため高規格道路のミッシ
ングリンクの解消、重要物流道路の整備推進など、幹線道路ネットワークを強化するこ
と

一、�高速道路料金について、利用に応じた料金制度としつつ、事業者向け割引を継続するこ
と

一、�経済活動の生産性向上やカーボンニュートラル推進を図るため、利用者目線での渋滞対
策の実施、道の駅などの休憩施設の機能強化、中継物流拠点の整備及び交通結節機能の
強化を推進すること

　これらの項目も踏まえ、賃金水準などの上昇に対応する中でも、山積する道路整備の課題
に対応し、計画的かつ長期安定的な道路整備・管理が進められるよう、新たな財源の創設等
により、令和７年度道路関係予算は、所要額を満額確保すること。また、国土強靱化のみな
らず、我が国の生産性を向上させ、成長力及び国際競争力を強化する観点からも、公共事業
を含む令和６年度補正予算を速やかに編成すること。

令和６年 10月 10日　　　　　　　
全国道路利用者会議　第 74回全国大会

古賀　誠
全道利会長

第 64回「正しい運転・明るい輸送運動」実施事項
⑴飲酒運転の根絶
⑵追突事故及び交差点における事故防止の徹底
⑶過労運転防止の徹底
⑷確実な点呼の実施
⑸携帯・スマートフォンの使用禁止の徹底等
⑹健康診断の受診の徹底
⑺荷役作業時の安全確保の徹底
⑻高速道路における事故防止の徹底
⑼車両の安全性確保の徹底
⑽降積雪期における輸送の安全確保の徹底
⑾正しい積付け・固縛方法の徹底
⑿エコドライブ及びアイドリング・ストップの徹底
⒀運輸安全マネジメントの徹底
⒁安全意識の高揚
⒂輸送品質・サービスの向上

全
国
道
路
利
用
者
会
議　

第
74
回
全
国
大
会
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

気
温
が
20

℃
前
後
の
春
頃

に
︑
１
台
の
小

型
ト
ラ
ッ
ク
に

装
着
し
た
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
６
０
０
kPa
に

調
整
し
︑
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
空
気
圧
が
変

化
す
る
の
か
計
測
し
た
と
こ
ろ
︑
夏
場
は
７

０
０
kPa
を
超
え
ま
し
た
︒
こ
れ
は
︑
気
温
上

昇
に
よ
っ
て
タ
イ
ヤ
内
の
空
気
が
暖
ま
り
︑
膨

張
し
た
こ
と
で
空
気
圧
の
増
加
が
起
き
た
わ

け
で
す
が
︑
元
々
注
入
さ
れ
て
い
た
空
気
量

は
１
か
月
ご
と
に
５
％
程
度
抜
け
る
た
め
︑

気
温
が
高
く
な
け
れ
ば
︑
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧

は
低
下
し
て
い
き
ま
す
︒

　

夏
が
終
わ
り
︑
秋
に
向
け
て
気
温
が
緩
や

か
に
低
下
し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
︑
タ
イ
ヤ
の

た
よ
う
な
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
︒

次
に
︑
タ
イ
ヤ
の

空
気
圧
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
︑
全
輪
が
５
０
０

kPa
以
下
に
減
少
し
て
い
ま
し
た
︒
酷
暑
日
に
は

７
０
０
kPa
超
あ
っ
た
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
︑
急
な

冷
え
込
み
を
記
録
し
た
翌
日
に
は
５
０
０
kPa
以

下
に
な
っ
た
の
で
す
︒
つ
ま
り
︑
た
っ
た
３
日
で

空
気
圧
が
約
30
％
低
下
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

そ
の
結
果
を
受
け
︑
空
気
圧
を
適
正
値
に
調
整

し
て
︑
正
常
な
状
態
に
戻
し
ま
し
た
︒

　

と
こ
ろ
が
︑
こ
の
小
型
ト
ラ
ッ
ク
が
入
庫
し
た

翌
日
か
ら
︑
様
々
な
異
変
が
起
き
は
じ
め
ま
し

た
︒
わ
ず
か
１
週
間
の
間
に
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の

前
輪
タ
イ
ヤ
が
突
然
バ
ー
ス
ト
（
破
裂
）
す
る

事
例
が
４
件
︑
小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
前
輪
タ
イ
ヤ
の

バ
ー
ス
ト
も
２
件
発
生
し
︑
ま
た
後
輪
タ
イ
ヤ

の
バ
ー
ス
ト
事
例
も
日
に
日
に
増
え
て
い
き
ま
し

た
︒

空
気
圧
は
徐
々
に
減
少
す
る
た
め
︑
タ
イ
ヤ
内

に
張
ら
れ
た
金
属
コ
ー
ド
も
時
間
を
か
け
て
収

縮
で
き
る
の
で
す
が
︑
一
夜
に
し
て
寒
く
な
っ
た

場
合
︑
タ
イ
ヤ
内
の
金
属
コ
ー
ド
は
﹁
折
れ
曲

が
り
﹂
の
現
象
を
起
こ
し
ま
す
︒

　

今
年
は
︑
気
温
が
40
℃
を
超
え
る
酷
暑
日
か

ら
︑
一
夜
に
し
て
急
激
に
冷
え
込
む
時
期
が
あ

り
ま
し
た
︒
そ
の
時
期
に
︑
先
述
の
小
型
ト
ラ

ッ
ク
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
不
安
な
顔
で
空
気
圧
点

検
に
入
庫
し
ま
し
た
︒
曰
く
︑﹁
高
速
道
路
を

走
行
し
て
い
た
ら
︑
急
に
車
両
が
フ
ラ
つ
い
て
︑

危
険
な
目
に
遭
い
そ
う
で
し
た
﹂︒

　

真
っ
先
に
﹁
熱
に
よ
る
タ
イ
ヤ
の
変
形
﹂
が
そ

の
原
因
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
が
︑
ど
の
タ

イ
ヤ
を
点
検
し
て
も
正
常
で
す
︒
た
だ
︑
前
輪

タ
イ
ヤ
の
側
面
を
見
る
と
︑
少
し
押
し
潰
さ
れ

　

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
︑
急
激
な
気
温
変
化
に
よ
っ

て
起
こ
る
﹁
低
圧
バ
ー
ス
ト
﹂
で
す
︒
バ
ー
ス
ト

し
た
タ
イ
ヤ
は
製
造
後
５
年
以
上
経
過
し
た
も

の
ば
か
り
で
︑
中
に
は
溝
が
彫
ら
れ
て
い
る
接

地
面
（
ト
レ
ッ
ド
）
ご
と
吹
き
飛
び
︑
真
っ
赤

に
錆
び
た
金
属
コ
ー
ド
が
露
出
し
て
い
る
タ
イ

ヤ
も
あ
り
ま
し
た
︒

　

こ
れ
を
防
ぐ
手
立
て
は
︑
こ
ま
め
な
タ
イ
ヤ
の

空
気
圧
点
検
し
か
あ
り
ま
せ
ん
︒
も

ち
ろ
ん
︑
金
属
コ
ー
ド
が
疲
弊
し
て

い
れ
ば
︑
空
気
を
補
充
し
て
も
焼
け

石
に
水
で
す
が
︑
空
気
圧
点
検
の
際

に
タ
イ
ヤ
の
状
態
を
把
握
す
る
だ
け

で
も
︑
バ
ー
ス
ト
事
故
の
抑
止
に
つ

な
が
り
ま
す
︒

　

こ
れ
か
ら
冬
場
を
迎
え
ま
す
︒
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
履
き
替
え
な

い
車
両
は
︑
さ
ら
な
る
気
温
低
下
に

よ
っ
て
低
圧
バ
ー
ス
ト
が
起
き
や
す

い
環
境
に
な
り
ま
す
か
ら
︑
少
な
く

と
も
前
輪
タ
イ
ヤ
の
鮮
度
は
新
し
く

し
て
︑
事
故
を
未
然
に
防
い
で
く
だ

さ
い
︒

 

第
157
回 

「
秋
口
に
気
を
付
け
た
い『
低
圧
バ
ー
ス
ト
』」

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

令
和
５
年
度
補
正
予
算
﹁
物

流
拠
点
機
能
強
化
支
援
事
業
﹂

（
非
常
用
電
源
設
備
の
導
入

補
助
）
の
４
次
公
募
を
実
施

し
て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
物
流
施
設
の

災
害
対
応
能
力
の
強
化
を
図

る
た
め
に
︑
非
常
用
電
源
設

備
の
導
入
支
援
を
行
い
︑
物

流
拠
点
に
お
い
て
電
源
機
能

を
維
持
し
︑
迅
速
か
つ
円
滑

な
物
資
輸
送
体
制
の
確
保
を

目
指
す
た
め
に
実
施
す
る
も

の
︒
補
助
対
象
施
設
は
︑
営

業
倉
庫
や
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ

ナ
ル
︑
貨
物
運
送
事
業
者
の

集
配
施
設
な
ど
︒
補
助
率
は

２
分
の
１
以
内
︒

 

ト
ラ
ッ
ク
関
係
75
人
が
受
賞

令
和
６
年

国
土
交
通
大
臣
表
彰

　

国
土
交
通
省
は
10
月
23

日
︑
令
和
６
年
﹁
自
動
車
関

係
功
労
者
大
臣
表
彰
式
﹂
を

国
交
省
で
挙
行
し
た
︒

　

受
賞
者
数
は
２
０
７
人
で
︑

こ
の
う
ち
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
関
係
は
75
人
が
受
賞
︒
国

土
交
通
省
の
吉
岡
幹
夫
事
務

次
官
か
ら
受

領
代
表
の
眞

鍋
博
俊
氏

（
元
・
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
副
会

長
）
へ
表
彰

状
が
授
与
さ

れ
た（
写
真
）︒

　

受
賞
者
は

次
の
各
氏

（
敬
称
略
）︒

︻
経
営
者
等
（
41
人
）︼

▽
本
間
雅
実
（
㈲
幌
南
運
輸

代
表
取
締
役
社
長
）
▽
七
條

稔
（
ユ
ー
ト
運
輸
倉
庫
㈱
代

表
取
締
役
社
長
）
▽
菅
藤
孝

雄
（
ヤ
マ
カ
運
輸
㈱
代
表
取

締
役
）
▽
熊
澤
貞
二
（
ベ
ア

・
ロ
ジ
コ
㈱
代
表
取
締
役
会

長
）
▽
桶
本
毅
（
桶
本
興
業

㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
▽
糸

賀
祥
治
（
㈱
糸
賀
商
運
取
締

役
会
長
）
▽
石
井
秀
男
（
㈱

寿
運
送
代
表
取
締
役
）
▽
八

武
﨑
秀
紀
（
八
武
崎
運
送
㈱

代
表
取
締
役
）
▽
木
村
仁
一

（
木
村
商
運
㈱
代
表
取
締

役
）
▽

栖
孝
（
来
栖
運
送

㈱
代
表
取
締
役
）
▽
手
塚
喜

久
（
㈲
松
里
運
送
代
表
取
締

役
）
▽
松
浦
伸
司
（
松
浦
運

送
㈲
代
表
取
締
役
）
▽
鈴
木

伸
一
（
み
か
さ
運
送
㈱
代
表

取
締
役
社
長
）
▽
飯
沢
宗
光

（
成
光
運
輸
㈱
代
表
取
締
役

社
長
）
▽
奥
山
恵
子
（
㈱
ま

る
だ
い
運
輸
倉
庫
代
表
取
締

役
会
長
）▽
大
門
ヒ
ロ
子（
大

光
運
輸
㈲
取
締
役
会
長
）
▽

猪
又
秀
雄
（
丸
秀
運
送
㈱
代

表
取
締
役
社
長
）
▽
加
藤
知

朗
（
㈲
大
澤
組
代
表
取
締
役

社
長
）
▽
松
本
篤
（
松
本
運

送
㈱
代
表
取
締
役
）
▽
林
秀

行
（
㈱
ハ
ヤ
シ
配
送
サ
ー
ビ

ス
代
表
取
締
役
）
▽
鶴
見
英

一
（
松
澤
運
輸
㈱
代
表
取
締

役
社
長
）▽
谷
内
田
泰
治（
三

進
運
送
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
小
前
田
彰
（
小
前
田

運
輸
㈱
取
締
役
会
長
）
▽
清

水
豊
太
郎
（
清
水
産
業
㈲
代

表
取
締
役
会
長
）
▽
吉
川
義

則
（
㈱
ア
イ
シ
ー
物
流
代
表

取
締
役
会
長
）
▽
清
水
則
明

（
ラ
ニ
イ
福
井
貨
物
㈱
取
締

役
会
長
）
▽
伊
倉
昭
次
（
㈱

七
栄
代
表
取
締
役
会
長
）
▽

川
北
正
美
（
中
日
本
陸
運
㈱

代
表
取
締
役
）
▽
市
川
進
一

（
㈱
合
同
物
流
代
表
取
締
役

社
長
）
▽
坪
田
和
美
（
坂
井

運
輸
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

▽
藤
田
博
（
㈲
ヘ
ッ
グ
代
表

取
締
役
会
長
）▽
重
博
文（
富

士
通
運
輸
興
業
㈱
代
表
取
締

役
）
▽
塚
本
哲
夫
（
塚
本
運

送
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
▽

岡
野
泰
宣
（
㈱
岡
野
商
店
取

締
役
会
長
）▽
貞
兼
健
二（
貞

兼
運
輸
㈱
代
表
取
締
役
）
▽

中
川
務
（
コ
ウ
ナ
ン
運
輸
㈲

代
表
取
締
役
）
▽
眞
鍋
博
俊

（
㈱
博
運
社
代
表
取
締
役
会

長
）
▽
坂
木
光
代
（
宇
城
農

産
輸
送
㈱
代
表
取
締
役
）
▽

小
野
田
一
生
（
生
田
川
通
商

㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
▽
津

埜
髙
則
（
津
埜
運
送
㈱
代
表

取
締
役
）
▽
新
城
英
一
（
大

成
通
運
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

︻
運
転
者
（
34
人
）︼

▽
木
村
長
視
（
河
北
ト
ラ
ッ

ク
㈱
）
▽
鈴
木
勝
浩
（
迫
ト

ラ
ッ
ク
㈱
）
▽
堤
隆
二
（
守

屋
運
輸
㈱
）▽
藍
場
清
一（
勝

美
運
輸
㈲
）▽
村
田
寛
茂（
㈱

ボ
ル
テ
ッ
ク
ス
セ
イ
グ
ン
）

▽
小
林
大
作
（
京
葉
ロ
ジ
コ

㈱
）
▽
海
老
原
義
章
（
昭
産

運
輸
㈱
）
▽
高
柳
剛
（
田
口

運
送
㈱
）
▽
星
野
寿
徳
（
東

京
福
山
通
運
㈱
）
▽
佐
藤
忠

孝
（
伸
興
運
輸
㈲
）
▽
大
竹

充
宏
（
藤
木
陸
運
㈱
）
▽
樋

渡
和
彦
（
㈱
Ｄ
Ｎ
Ｐ
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
）
▽
𠮷
原
勲
（
上

電
通
運
㈱
）
▽
正
篤
志
（
北

進
運
輸
㈲
）
▽
土
屋
進
（
大

成
運
送
㈱
）
▽
野
口
誠
（
濃

飛
倉
庫
運
輸
㈱
）
▽
人
見
信

一
郎
（
ト
ヨ
タ
輸
送
㈱
）
▽

林
元
治
（
セ
ン
コ
ー
㈱
）
▽

清
水
茂（
ふ
じ
も
と
運
送
㈱
）

▽
丸
山
稔
治（
堀
部
運
送
㈱
）

▽
山
﨑
勝
則（
太
陽
運
輸
㈱
）

▽
尾
﨑
友
彦（
出
雲
運
送
㈱
）

▽
山
下
雅
和（
㈱
山
口
運
送
）

▽
左
武
元
利
（
関
西
名
鉄
運

輸
㈱
）
▽
山
中
晋
一
（
セ
ン

コ
ー
㈱
）
▽
西
岡
昌
一
（
日

本
通
運
㈱
）▽
岩
川
幸
二（
㈲

丸
福
物
流
サ
ー
ビ
ス
）
▽
山

添
博
司
（
㈱
湊
組
）
▽
小
林

繁
成（
㈱
キ
ン
グ
・
ラ
イ
ン
）

▽
岩
山
竜
二（
㈱
新
宮
運
送
）

▽
花
城
正
浩
（
㈱
ヨ
シ
ダ
商

事
運
輸
）
▽
二
岡
宏
行
（
小

久
保
運
送
㈲
）
▽
坂
尾
康
晴

（
福
山
通
運
㈱
）
▽
蔵
座
藤

男
（
味
岡
建
設
㈱
）

　

公
募
受
付
期
限
は
︑
11
月

８
日
㈮
17
時
（
必
着
）︒

　

詳
細
は
︑

国
交
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

 

令
和
６
年
度
﹁
年
末
年
始

の
輸
送
等
に
関
す
る
安
全

総
点
検
﹂

12
月
10
日
〜
７
年
１
月
10
日

に
実
施

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
令
和

６
年
12
月
10
日
㈫
~
７
年
１

月
10
日
㈮
の
期
間
︑
令
和
６

年
度
﹁
年
末
年
始
の
輸
送
等

に
関
す
る
安
全
総
点
検
﹂
を

実
施
す
る
︒

　

今
年
度
は
︑
依
然
と
し
て

多
く
発
生
し
て
い
る
大
型
ト

ラ
ッ
ク
の
車
輪
脱
落
事
故
︑

未
だ
根
絶
に
至
っ
て
い
な
い

飲
酒
運
転
事
故
お
よ
び
健
康

起
因
事
故
事
案
の
発
生
を
踏

ま
え
︑
各
種
安
全
対
策
を
着

実
に
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
︒
こ
れ
に
加
え
て
︑
自
然

災
害
に
よ
り
事
業
者
自
身
が

被
災
し
運
休
が
生
じ
る
事
案

や
︑
７
年
大
阪
・
関
西
万
博

の
開
催
等
を
見
据
え
た
テ
ロ

対
策
等
︑
早
急
か
つ
適
切
な

対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
︑

国
交
省
全
体
の
４
つ
の
重
点

点
検
事
項（
別
掲
）に
加
え
︑

６
つ
の
物
流
・
自
動
車
局

（
自
動
車
交
通
関
係
）
重
点

点
検
事
項
（
別
掲
）
が
定
め

ら
れ
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
員
事
業
者
に
対

し
て
︑
総
点
検
の
実
施
に
よ

り
安
全
確
保
を
図
る
と
と
も

に
︑
自
主
点
検
表
の
提
出
を

行
う
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

 

﹁
運
輸
事
業
の
安
全
に
関
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
４
﹂

を
開
催

11
月
19
日
㈫

　

国
土
交
通
省
は
11
月
19
日

㈫
に
︑﹁
運
輸
事
業
の
安
全

に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２

０
２
４
﹂
を
開
催
す
る
︒

　

輸
送
の
安
全
の
確
保
は
︑

交
通
事
業
者
に
と
っ
て
最
も

基
本
的
か
つ
最
も
重
要
な
使

命
で
あ
り
︑
交
通
事
業
者
の

日
々
の
努
力
の
積
み
重
ね
が

な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
︒

国
交
省
で
は
︑
輸
送
の
安
全

の
確
保
に
携
わ
る
方
々
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
な
が
ら
︑
安

全
に
確
保
に
は
相
応
の
努
力

や
労
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
︑
そ
の
価
値
や

 

基
準
緩
和
認
定
の
再
申
請

を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
の
行

政
処
分
を
明
確
化

「
基
準
緩
和
自
動
車
の
行
政

処
分
等
要
領
に
つ
い
て
」

一
部
改
正

　

国
土
交
通
省
は
10
月
1
日
︑

﹁
基
準
緩
和
自
動
車
の
行
政

処
分
等
要
領
に
つ
い
て
﹂
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
︑
通
達

を
発
出
し
た
︒

　

令
和
４
年
の
基
準
緩
和
自

動
車
の
認
定
要
領
の
改
正
に

よ
り
︑
安
全
性
優
良
事
業
所

安
全
意
識
の
重
要
性
に
つ
い

て
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
す
る
︒

　

開
催
日
時
は
︑
11
月
19
日

㈫
13
時
~
15
時
︒
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
配
信
︑接
続
開
始
12
時
）︒

　

詳
細
は
︑

国
交
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

認
定
（
Ｇ
マ
ー
ク
）
を
受
け

た
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
所

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
︑

基
準
緩
和
の
継
続
緩
和
に
お

い
て
有
効
期
間
が
無
期
限
に

延
長
（
通
常
４
年
）
さ
れ
た

が
︑
事
故
等
に
よ
り
Ｇ
マ
ー

ク
の
返
納
や
取
り
消
し
と
な

っ
た
場
合
は
︑
同
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
失
う
こ
と
と
な
り
︑

期
限
付
き
の
基
準
緩
和
認
定

と
す
る
再
申
請
が
必
要
と
さ

れ
て
い
た
︒

　

今
般
の
改
正
に
よ
り
︑
Ｇ

マ
ー
ク
を
失
っ
た
事
業
所
が
︑

期
限
付
き
の
基
準
緩
和
認
定

の
再
申
請
を
失
念
し
た
場
合

に
︑
無
期
限
に
基
準
緩
和
の

認
定
書
を
保
有
し
続
け
て
し

ま
う
こ
と
を
防
ぎ
︑
再
申
請

を
促
す
こ
と
を
目
的
に
︑
再

申
請
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合

の
行
政
処
分
を
明
確
化
し
た
︒

　

な
お
︑
新
た
な
基
準
緩
和

認
定
の
申
請
を
行
わ
な
か
っ

た
場
合
︑
基
準
緩
和
の
認
定

の
取
消
処
分
と
な
る
が
︑
再

申
請
を
遅
滞
な
く
行
っ
た
場

合
は
︑監
査
対
象
に
な
ら
ず
︑

行
政
処
分
は
な
い
︒

　

詳
細
は
︑

全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

 

事
業
運
営
モ
デ
ル
に
関
す
る

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

査
を
実
施

「
自
動
物
流
道
路
」

　

国
土
交
通
省
は
10
月
10

日
︑
自
動
物
流
道
路
の
事
業

運
営
モ
デ
ル
に
関
す
る
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
を

実
施
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
の
適
用

や
︑
担
い
手
不
足
な
ど
の
物

流
危
機
へ
の
対
応
︑
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
に
向
け
て
︑
新

た
な
物
流
形
態
と
し
て
︑
道

路
空
間
を
活
用
し
た
﹁
自
動

物
流
道
路
﹂
の
構
築
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
い
る
︒
同

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
︑
自
動

物
流
道
路
の
建
設
・
運
営
・

管
理
に
際
し
て
︑
民
間
企
業

を
主
体
と
し
た
事
業
運
営
モ

デ
ル
を
検
討
す
る
た
め
︑
民

間
企
業
の
事
業
へ
の
関
心
度
︑

事
業
概
要
の
仮
定
等
に
関
す

る
意
見
を
確
認
し
︑
今
後
の

事
業
運
営
モ
デ
ル
の
検
討
の

参
考
と
す
る
た
め
に
実
施
す

る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
令
和
６
年

度
内
に
︑
実
施
結
果
概
要
を

公
表
す
る
と
し
て
い
る
︒

 

軽
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
お

け
る
新
た
な
安
全
規
制
を

説
明

全
国
10
か
所
で
説
明
会
開
催

　

国
土
交
通
省
は
10
月
18

日
︑
軽
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

に
お
け
る
新
た
な
安
全
規
則

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
す

る
と
発
表
し
た
︒

　

近
年
︑
Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取

引
）
市
場
規
模
の
拡
大
に
よ

り
宅
配
便
の
取
扱
個
数
が
増

加
し
て
お
り
︑
軽
自
動
車
に

よ
る
運
送
需
要
が
拡
大
し
て

い
る
一
方
で
︑
平
成
28
年
か

ら
令
和
４
年
に
か
け
て
︑
保

有
台
数
１
万
台
当
た
り
の
事

業
用
軽
貨
物
自
動
車
の
死
亡

・
重
傷
事
故
件
数
は
約
５
割

増
加
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
︒

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
︑
国
交
省
で
は
貨
物
軽
自

動
車
運
送
事
業
者
に
お
け
る

安
全
対
策
の
強
化
の
た
め
︑

６
年
５
月
以
降
に
関
係
法
令

を
順
次
改
正
︒
貨
物
軽
自
動

車
運
送
事
業
者
が
今
後
遵
守

す
べ
き
新
た
な
安
全
規
制
の

内
容
に
つ
い

て
の
説
明
を

行
う
た
め
︑

11
月
15
日
㈮

以
降
︑全
国
10
か
所（
札
幌
︑

仙
台
︑
東
京
︑
新
潟
︑
名
古

屋
︑
大
阪
︑
広
島
︑
松
山
︑

福
岡
︑
那
覇
）
で
説
明
会
を

開
催
す
る
︒

　

参
加
申
込
等
詳
細
は
︑
国

交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二
次

元
コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

 

第
17
回
﹁
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ

　
（
独
）
自
動
車
事
故
対
策

機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
は
10

月
23
日
︑
東
京
都
千
代
田
区

の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

第
17
回
﹁
ナ
ス
バ
安
全
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
﹂（
写

真
）
を
開
催
し
た
︒

　

今
回
は
︑
会
場
で
の
聴
講

の
ほ
か
︑
初
と
な
る
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
が
実
施
さ
れ
た
︒

　

国
土
交
通
省
物
流
・
自
動

車
局
の
永
井
啓
文
安
全
政
策

課
長
に
よ
る
基
調
講
演
①

﹁
事
業
用
自
動
車
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
﹂︑
国
土
交
通
省

大
臣
官
房
の
山
﨑
孝
章
運
輸

安
全
監
理
官
に
よ
る
基
調
講

演
②
﹁
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
制
度
に
つ
い
て
﹂に
続
き
︑

（
一
社
）
関
東
交
通
犯
罪
遺

族
の
会
の
中
村
正
文
氏
に
よ

る
特
別
講
演
﹁
あ
る
日
突
然

奪
わ
れ
た
妻
の
生
命
﹂
が
行

わ
れ
た
︒
平
成
22
年
４
月
に

埼
玉
県
飯
能
市
で
発
生
し
た

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
事
故
で
妻

を
失
っ
た
中
村
氏
は
︑﹁
事

故
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め

に
す
ぐ
に
で
き
る
対
策
は

﹃
遵
法
意
識
を
高
め
る
こ

と
﹄
で
あ
る
︒
こ
の
思
い
を

会
社
の
周
囲
の
人
と
共
有
し

て
い
た
だ
き
︑
声
を
か
け
合

い
な
が
ら
︑
事
故
防
止
へ
の

相
乗
効
果
を
高
め
て
い
た
だ

き
た
い
﹂
と
︑
事
業
者
に
対

し
強
く
呼
び
か
け
た
︒

　

特
別
講
演
に
続
き
︑
㈱
ハ

ン
ナ
（
下
村
由
加
里
代
表
取

締
役
）
に
よ
る
取
り
組
み
事

例
報
告
（
ト
ラ
ッ
ク
）﹁
安

全
品
質
の
共
有
~
組
織
力
強

化
~
﹂
が
行
わ
れ
た
︒

「
物
流
拠
点
機
能
強
化
支
援
事
業
」   

　
　
　
　
　
　
　
４
次
公
募
を
実
施

11
月
８
日
㈮
17
時
ま
で

令和6年度「年末年始の輸送等に関する安全総点検」
重点点検事項

【国土交通省全体】
①�安全管理（特に乗務員の健康状態、過労状態の確実な把握、乗務員に対する指導監
督体制）の実施状況

②�自然災害、事故等発生時の乗客等の安全確保のための通報・連絡・指示体制の整備
・構築状況
③�テロ防止のための警戒体制の整備状況や乗客等の安心確保のための取組、テロ発生
時の通報・連絡・指示体制の整備状況およびテロ発生を想定した訓練の実施状況

④�新型インフルエンザ等の対応マニュアル、事業継続計画の策定状況、対策に必要な
物資等の備蓄状況および職場における感染防止対策の周知・徹底状況などの感染症
対策の実施状況

【物流・自動車局（自動車交通関係）】
①軽井沢スキーバス事故を踏まえた貸切バスの安全対策の実施状況
②健康管理体制の状況
③運転者に過労運転を行わせないための安全対策の実施状況
④運転者に飲酒運転や薬物運転等を行わせないための安全対策の実施状況
⑤�車両の日常点検整備、定期点検整備等の実施状況（特に大型自動車の車輪脱落事故
防止対策およびスペアタイヤ等の定期点検実施状況）

⑥大雪に対する輸送の安全確保の実施状況
※トラック運送事業関係は緑色（②〜⑥）

眞鍋博俊元全日本トラック協会副会長が受領代表とし
て表彰状を受領した（10月23日、国土交通省）

「運送事業者の運転者の健康管理に係る取組調査」「運送事業者の運転者の健康管理に係る取組調査」
Web アンケートへの回答呼びかけWeb アンケートへの回答呼びかけ（11月29日㈮まで）（11月29日㈮まで）

　国土交通省では、事業用自動車の運転者が疾病により運転を継続できなくなった
事案が近年増加している状況を踏まえ、運転者の日常や運転中の健康状態を把握す
る施策の検討を行っている。
　この検討に活用することを目的に、このほど国交省は、自動車運送事業者が日常
的に取得している運転者の健康データや、DXを活用した健康管理に関する取り組
みについて回答を求めるWeb アンケート調査を実施している（回答期限＝ 11月
29日㈮）。
　全日本トラック協会では、ホームページ内に同アンケートに関する特設ページを
開設。アンケートの回答ページへのリンクや、調査依頼書・アンケート調査票を掲
載している（二次元コード）。
　なお国交省では、同アンケートの回答内容について、前記の検討
目的以外には使用されず、回答内容を監査の端緒等にすることはな
いとして、全ト協会員事業者に対して回答協力を呼びかけている。

国交省

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、Ｘ
）

へ
の
ご
登
録
を
！

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑全
ト
協
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
各

二
次
元
コ
ー
ド
）
を
開
設
し

て
お
り
︑
友
だ
ち
追
加
︑
フ

ォ
ロ
ー
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

全
ト
協

国交省・全ト協  令和５年度国土交通省補正予算

「中小トラック事業者向けテールゲートリフター等導入等支援事業」申請受付中
申請受付期間：令和６年９月24日〜11月 30日（先着順にて交付決定）

　全日本トラック協会は、令和５年度国土交通省補正予算において、「中小トラック事業者向けテールゲートリフター等
導入等支援事業」が実施されることに伴い、同事業の執行団体として補助金申請の募集を行っている（申請受付期限：
11月 30日）。
　補助対象事業および申請資格は表の通りで、補助対象期間は令和 5年 11 月 10 日から 6年 11 月
30日まで。具体的な申請要件等の詳細は、全ト協ホームページ内の同事業特設ページ（二次元コード）
を参照。
　お問い合わせは、全ト協補助金担当（TEL03ｰ3354-1069／9時〜17時〔12時〜13時を除く〕）まで。

表　補助対象事業および申請資格
種類 補助対象事業 申請資格

1.【車両の効率化設備の導入等事業】

①テールゲートリフター�
⑴中小トラック運送事業者
⑵上記⑴にトラックを貸渡すリース事業者

②トラック搭載型クレーン
③トラック搭載用 2段積みデッキ
④速度制限装置の機能改修�

2.【業務効率化事業】

⑤予約受付システム ⑴中小トラック運送事業者であって、以下のいずれか
に該当するもの
・「ホワイト物流」推進運動の自主行動宣言を行っ
ている

・働きやすい職場認証制度の認証を取得している
・パートナーシップ構築宣言を行っている
⑵中小トラック運送事業者と連携する荷主企業又は倉
庫業者であって、以下のいずれかに該当するもの
・「ホワイト物流」推進運動の自主行動宣言を行っ
ている

・パートナーシップ構築宣言を行っている
⑶上記⑴または⑵にシステムを貸渡すリース事業者

⑥ASNシステム
⑦受注情報事前確認システム
⑧パレット等管理システム�
⑨配車計画システム
⑩求貨求車システム
⑪運行・労務管理システム
⑫契約書電子化システム
⑬車両動態管理システム（※）

3.【経営力強化事業】 ⑭原価管理システム ⑴⑤〜⑬の申請資格⑴に該当する者
⑵上記⑴にシステムを貸渡すリース事業者

⑮M&A・事業承継 ⑤〜⑬の申請資格⑴に該当する者

4.�【人材確保・育成事業】

⑯人材採用活動 ⑤〜⑬の申請資格⑴に該当する者

⑰人材育成活動 ⑴⑤〜⑬の申請資格⑴に該当する者
⑵上記⑴に対して講習等を実施する人材育成機関

⑱�大型免許、けん引免許及びフォ
ークリフト運転資格� ⑤〜⑬の申請資格⑴に該当する者

※�⑤〜⑫のいずれかのシステムとの同時導入（重複申請）が必要
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

﹁
知
的
財
産
取
引
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
契
約

書
の
ひ
な
形
﹂
を
改
正

発
注
者
と
し
て
注
意
す
べ
き

ポ
イ
ン
ト
を
明
確
化

　

中
小
企
業
庁
で
は
こ
の
ほ

ど
︑﹁
知
的
財
産
取
引
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
契
約

書
の
ひ
な
形
﹂を
改
正
し
た
︒

　

中
企
庁
で
は
︑
知
財
Ｇ
メ

ン
に
よ
る
調
査
の
中
で
︑
発

注
者
へ
の
納
品
物
に
つ
い
て
︑

第
三
者
と
の
間
に
知
財
権
上

の
紛
争
が
発
生
し
た
場
合

に
︑
発
注
者
が
例
外
な
く
受

注
側
中
小
企
業
に
そ
の
責
任

11
月
は
﹁
下
請
取

引
適
正
化
推
進
月

間
﹂

下
請
法
の
普
及
啓
発
を

集
中
的
に
実
施

　

公
正
取
引
委
員
会
と
中
小

企
業
庁
で
は
︑
11
月
を
﹁
下

請
取
引
適
正
化
推
進
月
間
﹂

と
定
め
︑
下
請
代
金
支
払
遅

延
等
防
止
法
（
下
請
法
）
の

普
及
啓
発
を
集
中
的
に
実
施

す
る
︒

　

公
取
委
と
中
企
庁
に
お
け

る
主
な
取
り
組
み
は
次
の
通

り
︒

︻
公
取
委
（
二
次
元
コ
ー
ド

①
）︼

①
下
請
取
引

の
適
正
化
に

関
す
る
普
及

・
啓
発

　

最
新
版
の
下
請
取
引
適
正

化
推
進
講
習
会
テ
キ
ス
ト
の

配
布
（
11
月
申
込
受
付
開
始

予
定
）
な
ど

②
各
種
講
習
・
広
報
動
画
の

配
信

を
転
嫁
で
き
る
可
能
性
の
あ

る
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る

事
案
を
確
認
︒
他
の
発
注
者

に
お
い
て
も
︑
類
似
の
契
約

が
幅
広
く
存
在
す
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
︑
ま
た
今
後
も

類
似
の
契
約
が
新
規
に
締
結

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
︑
発
注
者
と
し
て

注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
明

確
化
す
る
た
め
に
︑
同
ひ
な

形
を
改
正
し
た
︒

　

詳
細
は
︑

中
企
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

　

中
小
企
業
向
け
広
報
動
画

の
配
信
︑﹁
下
請
法
基
礎
講

習
﹂
新
作
動
画
の
配
信
な
ど

︻
中
企
庁
（
二
次
元
コ
ー
ド

②
）︼

①
下
請
取
引

適
正
化
推
進

講
習
会
の
開

催
（
公
取
委

と
の
連
携
事
業
）

　

オ
ン
ラ
イ
ン
（
適
正
取
引

支
援
サ
イ
ト
）
に
よ
り
︑
親

事
業
者
の
下
請
取
引
担
当
者

等
を
対
象
に
︑
下
請
法
お
よ

び
下
請
中
小
企
業
振
興
法

（
下
請
振
興
法
）
の
趣
旨
・

内
容
を
周
知
徹
底
す
る
︒

②
適
正
取
引
講
習
会
（
下
請

法
講
習
会
、
価
格
交
渉
講
習

会
）
の
開
催

　

発
注
側
企
業
と
受
注
側
企

業
の
間
の
適
正
な
価
格
に
基

づ
く
取
引
を
推
進
す
る
た

め
︑
受
注
側
企
業
の
経
営
者

・
担
当
者
を
対
象
と
し
た

﹁
価
格
交
渉
講
習
会
﹂
を
対

面
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
で
︑

さ
ら
に
︑
発
注
側
企
業
の
購

買
・
調
達
担
当
者
も
対
象
と

し
た
下
請
法
の
遵
守
に
向
け

て
︑
様
々
な
取
引
事
例
や
違

反
事
例
を
中
心
に
解
説
し
た

﹁
下
請
法
講
習
会
﹂
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
︒

　

公
取
委
と
中
企
庁
で
は
︑

同
月
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語

と
し
て
﹁
賃
上
げ
と　

労
務

費
転
嫁
を　

両
輪
に
﹂
に
定

め
る
と
と
も
に
︑
同
月
間
ポ

ス
タ
ー（
写
真
）を
作
成
し
︑

周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
︒

 

物
流
に
係
る
優
越
的
地
位

の
濫
用
規
制
の
在
り
方
等

に
つ
い
て
議
論
を
実
施

第
３
回
・
第
４
回

「
企
業
取
引
研
究
会
」

　

公
正
取
引
委
員
会
と
中
小

企
業
庁
は
︑
10
月
７
日
に
第

３
回
﹁
企
業
取
引
研
究
会
﹂

を
︑
同
24
日
に
第
４
回
同
研

究
会
を
開
催
し
た
︒

　

同
研
究
会
で
は
︑
優
越
的

地
位
の
濫
用
規
制
の
在
り
方

に
つ
い
て
︑
来
年
の
通
常
国

会
で
の
下
請
代
金
支
払
遅
延

等
防
止
法
（
下
請
法
）
改
正

を
視
野
に
検
討
を
進
め
て
い

る
︒

　

第
３
回
で
は
︑
①
物
流
に

係
る
優
越
的
地
位
の
濫
用
規

制
の
在
り
方
︑
②
執
行
に
係

る
省
庁
間
の
連
携
の
在
り
方

︱
︱
に
つ
い
て
議
論
︒
①
で

は
︑
平
成
15
年
の
下
請
法
改

正
（
16
年
４
月
施
行
）
に
よ

り
︑
役
務
提
供
委
託
が
下
請

法
の
適
用
対
象
に
追
加
さ

れ
︑
元
請
運
送
事
業
者
に
よ

る
再
委
託
取
引
が
下
請
法
の

適
用
対
象
と
な
っ
た
一
方
︑

発
荷
主
か
ら
元
請
運
送
事
業

者
へ
の
委
託
に
つ
い
て
は
独
占

禁
止
法
に
基
づ
く
﹁
物
流
特

殊
指
定
﹂
を
制
定
す
る
こ
と

で
対
応
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
︒

　

し
か
し
︑
16
年
以
降
の
物

物
流
拠
点
に
関
す
る

政
策
の
あ
り
方
を
検
討

第
１
回
「
物
流
拠
点
の
今
後
の

あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」

　

国
土
交
通
省
は
10
月
30

日
︑
第
１
回
﹁
物
流
拠
点
の

今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る
検

討
会
﹂（
座
長
:
大
島
弘
明

流
通
経
済
大
学
流
通
情
報
学

部
教
授
）
を
開
催
し
た
︒

　

同
検
討
会
は
︑
積
載
率
の

向
上
や
荷
待
ち
・
荷
役
時
間

の
縮
減
︑新
技
術
の
導
入
等
︑

物
流
に
対
す
る
社
会
的
要
請

﹁
自
転
車
運
転
中
の
な

が
ら
ス
マ
ホ
﹂
や
﹁
酒
気

帯
び
運
転
・
幇
助
﹂
が

罰
則
の
対
象
に

11
月
1
日
か
ら

　

11
月
１
日
か
ら
改
正
道
路

交
通
法
が
施
行
さ
れ
︑
自
転

車
の
危
険
な
運
転
に
対
し
て

新
し
く
罰
則
が
整
備
さ
れ
る

（
写
真
）︒

　

自
転
車
運
転
中
の
携
帯
電

話
使
用
等
に
起
因
す
る
交
通

事
故
が
増
加
傾
向
で
あ
る
こ

と
や
︑
自
転
車
を
酒
気
帯
び

状
態
で
運
転
し
た
際
の
交
通

事
故
が
死
亡
・
重
傷
事
故
と

な
る
場
合
が
高
い
こ
と
か
ら
︑

警
察
庁
で
は
自
転
車
の
危
険

な
運
転
に
関
し
て
新
た
な
罰

則
規
定
を
設
け
た
︒

　

罰
則
規
定
の
概
要
は
︑
次

の
通
り
︒

①
運
転
中
の
な
が
ら
ス
マ
ホ

に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対

応
す
る
と
と
も
に
︑
地
域
全

体
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
も
あ

る
物
流
拠
点
へ
の
ニ
ー
ズ
の

変
化
︑ス
ト
ッ
ク
の
老
朽
化
︑

物
流
拠
点
の
役
割
や
供
給
方

法
の
多
様
化
等
の
状
況
の
変

化
も
踏
ま
え
︑
営
業
倉
庫
を

含
め
た
物
流
拠
点
に
係
る
政

策
の
あ
り
方
の
検
討
を
行
う

た
め
に
設
置
し
た
も
の
︒
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
は
︑

馬
渡
雅
敏
副
会
長
が
委
員
と

と
し
て
参
加
し
て
い
る
︒

　

初
回
と
な
る
今
回
は
︑
物

流
拠
点
を
取
り

巻
く
環
境
の
変

化
や
課
題
に
つ

い
て
事
務
局
か

ら
説
明
さ
れ
た

後
︑
①
中
継
輸

送
の
拠
点
等
の

役
割
を
果
た
す

物
流
拠
点
の
建

設
・
運
営
の
あ

り
方
︑
機
能
に

つ
い
て
︑
②
基

幹
物
流
拠
点
の

建
設
・
運
営
主

体
︑
③
自
治
体

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

手
で
保
持
し
て
︑
自
転
車
に

乗
り
な
が
ら
通
話
す
る
行

為
︑
画
面
を
注
視
す
る
行
為

が
新
た
に
禁
止
さ
れ
︑
罰
則

の
対
象
と
な
っ
た
︒
違
反
者

は
︑
６
か
月
以
下
の
懲
役
ま

た
は
10
万
円
以
下
の
罰
金
︒

交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
た

場
合
︑
１
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金
︒

②
酒
気
帯
び
運
転
お
よ
び
幇

助
　

自
転
車
の
酒
気
帯
び
運
転

の
ほ
か
︑
酒
類
の
提
供
や
同

乗
・
自
転
車
の
提
供
に
対
し

て
新
た
に
罰
則
を
整
備
︒
違

反
者
は
︑
３
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰

金
︒
自
転
車
の
提
供
者
は
３

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万

円
以
下
の
罰
金
︒
酒
類
の
提

供
者
・
同
乗
者
は
２
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下

の
罰
金
︒

　

な
お
︑﹁
運
転
中
の
な
が

ら
ス
マ
ホ
﹂
や
﹁
酒
気
帯
び

運
転
﹂
は
自
転
車
運
転
者
講

習
制
度
の
対
象
と
な
る
︒

が
物
流
拠
点
に
対
し
て
求
め

る
機
能
・
役
割
︑
④
営
業
用

倉
庫
が
今
後
果
た
し
て
い
く

役
割
︱
︱
な
ど
の
論
点
が
提

示
さ
れ
︑
そ
の
上
で
委
員
に

よ
る
議
論
が
行
わ
れ
た
︒

　

な
お
︑
同
検
討
会
で
は
︑

12
月
に
開
催
予
定
の
第
２
回

会
議
で
関
係
事
業
者
か
ら
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
上
で

議
論
を
進
め
︑
来
年
春
頃
に

報
告
書
を
取
り
ま
と
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
︒

 
利
活
用
事
業
者
の
募
集
を

開
始

車
検
証
Ｉ
Ｃ
タ
グ
空
き
領
域

で
の
利
活
用
サ
ー
ビ
ス 

　

国
土
交
通
省
は
︑
民
間
企

業
や
行
政
機
関
等
が
︑
車
検

証
の
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
空
き
領
域

を
活
用
し
て
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
（
利
活
用
サ
ー
ビ
ス
）

が
令
和
７
年
４
月
か
ら
開
始

さ
れ
る
こ
と
に
先
立
っ
て
︑

利
活
用
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主

体
と
な
る﹁
利
活
用
事
業
者
﹂

の
募
集
を
10
月
１
日
か
ら
開

始
し
た
︒

　

同
省
で
は
５
年
１
月
か
ら

車
検
証
（
自
動
車
検
査
証
）

を
電
子
化
し
て
い
る
が
︑
電

子
車
検
証
に
内
蔵
さ
れ
た
Ｉ

Ｃ
タ
グ
に
は
空
き
領
域
が
設

け
ら
れ
て
い
る
︒
利
活
用
サ

ー
ビ
ス
と
は
︑
国
土
交
通
大

臣
が
定
め
る
基
準
を
満
た
し

た
利
活
用
事
業
者
が
︑
こ
の

空
き
領
域
に
利
活
用
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（
Ａ
Ｐ
）
を
搭

載
し
︑
空
き
領
域
に
情
報
を

書
き
込
む
こ
と
に
よ
り
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
い
い
︑
例

え
ば
利
活
用
事
業
者
が
認
め

た
関
係
者
間
で
当
該
車
両
の

情
報
を
共
有
す
る
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス（
利
活
用
サ
ー
ビ
ス
）

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る
︒

　

利
活
用
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

に
必
要
な
手
続
き
に
つ
い
て

は
︑﹁
車
検
証
の
空
き
領
域

利
活
用
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
﹂

の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
二
次

元
コ
ー
ド
）

を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
の
上
︑
申
請
に
必
要
と

な
る
書
類
を
確
認
の
こ
と
︒

 

貨
物
軽
自
動
車
運
送
事
業

者
の
安
全
対
策
強
化

輸
送
安
全
規
則
の
解
釈

お
よ
び
運
用
一
部
改
正

　

国
土
交
通
省
は
10
月
11

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
て
︑
同
省
物
流
・
自

動
車
局
貨
物
流
通
事
業
課

長
︑
安
全
政
策
課
長
︑
自
動

車
整
備
課
長
の
連
名
に
よ
り

﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸

送
安
全
規
則
の
解
釈
及
び
運

用
に
つ
い
て
﹂
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
通
達
し
︑
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
を
通
じ
て
会

員
事
業
者
へ
の
周
知
を
求
め

た
︒

　

先
般
︑
貨
物
軽
自
動
車
運

送
事
業
に
お
け
る
安
全
対
策

を
強
化
す
る
た
め
︑
自
動
車

事
故
報
告
規
則
等
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
等
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
︑﹁
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全

規
則
の
解
釈
及
び
運
用
に
つ

い
て
﹂
の
一
部
改
正
（
令
和

６
年
10
月
１
日
付
）
が
行
わ

れ
︑
貨
物
軽
自
動
車
運
送
事

業
者
が
今
後
受
講
す
る
講
習

に
つ
い
て
改
正
さ
れ
た
が
︑

今
回
の
改
正
は
︑
貨
物
軽
自

動
車
運
送
事
業
者
に
対
す
る

新
た
な
規
制
に
係
る
改
正
内

容
と
な
っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
国
交
省
は
︑
貨
物

軽
自
動
車
運
送
事
業
に
お
け

る
安
全
対
策
に
係
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
や
各
種
記
録
の
様
式

例
等
を
国
交

省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
二
次

元
コ
ー
ド
）
で

公
表
し
て
い
る
︒

 

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

施
行
規
則
等
の一
部
を
改
正

す
る
省
令
案
に
対
し
パ
ブ
コ

メ
を
募
集11

月
26
日
㈫
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
施

行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
案
に
関
す
る
意
見
募

集
を
行
っ
て
い
る
︒

　

同
改
正
で
は
︑
運
送
契
約

に
係
る
書
面
に
記
載
す
べ
き

事
項
と
し
て
︑
有
料
道
路
の

通
行
に
係
る
料
金
︑
燃
料
サ

ー
チ
ャ
ー
ジ
そ
の
他
の
特
別

に
生
ず
る
費
用
に
係
る
料
金

・
運
賃
︑
料
金
の
支
払
い
の

方
法
な
ど
を
盛
り
込
む
ほ

か
︑
運
送
利
用
管
理
規
程
の

作
成
・
運
送
利
用
管
理
者
の

選
任
義
務
対
象
と
な
る
事
業

者
が
行
う
貨
物
自
動
車
運
送

利
用
の
規
模
︑
ま
た
実
運
送

体
制
管
理
簿
の
作
成
の
対
象

と
な
る
貨
物
の
重
量
の
下
限

な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
る
︒

同
省
令
案
の
公
布
（
予
定
）

は
令
和
７
年
１
月
︑
施
行

（
同
）
は
改
正
法
の
施
行
の

日
（
７
年
４
月
）︒

　

意
見
募
集

期
間
は
︑
11

月
26
日
㈫
ま

で
︒
詳
細
は
︑

ｅ
︱
Ｇ
ｏ
ｖ（
二
次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

 

令
和
６
年
度
﹁
年
末
・
年

始
労
働
災
害
防
止
強
調
運

動
﹂
を
展
開

陸
災
防

　

陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働

災
害
防
止
協
会
（
陸
災
防
）

で
は
︑
令
和
６
年
12
月
１
日

㈰
か
ら
７
年
１
月
31
日
㈮
に

か
け
て
︑
令
和
６
年
度
陸
上

貨
物
運
送
事
業
﹁
年
末
・
年

始
労
働
災
害
防
止
強
調
運

動
﹂
を
実
施
す
る
︒

　

６
年
の
労
働
災
害
発
生
状

況（
１
~
８
月
速
報
値
）は
︑

死
亡
者
数
が
67
人
（
前
年
同

期
比
４
人
増
）
と
増
加
︒
ま

た
︑死
傷
者
数
も
９
６
６
０
人

（
同
１
７
２
人
増
）
と
増
加

し
て
お
り
︑﹁
墜
落
・
転
落
﹂

に
よ
る
災
害
が
依
然
と
し
て

多
発
し
て
い
る
ほ
か
︑﹁
激
突

さ
れ
﹂
に
よ
る
災
害
も
増
加

傾
向
に
あ
る
︒
さ
ら
に
陸
運

業
に
お
い
て
は
︑
長
時
間
労

働
に
よ
る
過
労
死
等
が
問
題

と
な
っ
て
お
り
︑
改
正
さ
れ

た
改
善
基
準
告
示
の
周
知
な

ど
︑
こ
れ
を
予
防
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
一
層
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
︒

　

陸
災
防
で
は
︑
６
年
12
月

１
日
か
ら
７
年
１
月
31
日
ま

で
の
２
か
月
間
を
同
運
動
期

間
と
し
て
︑
労
働
災
害
防
止

に
つ
い
て
さ
ら
に
認
識
を
深

め
︑
労
働
災
害
防
止
を
図
る

た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
く
︒

　

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

に
つ
い
て
は
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー

ド
）を
参
照
︒

 

11
月
１
日
か
ら
北
部
貨
物

地
区
に
お
け
る
輸
入
貨
物

引
き
取
り
が
シ
ス
テ
ム
化

成
田
国
際
空
港

　

成
田
国
際
空
港
㈱
（
Ｎ
Ａ

Ａ
）で
は
11
月
１
日
㈮
か
ら
︑

北
部
貨
物
地
区
か
ら
輸
入
貨

物
を
引
き
取
る
車
両
を
対
象

に
︑
輸
入
貨
物
の
引
き
取
り

が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
る
︒

　

Ｎ
Ａ
Ａ
で
は
︑
上
屋
事
業

者
︑
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
︑
通
関

業
者
︑
千
葉
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
（
池
田
和
彦
会
長
）
で
構

成
さ
れ
る
﹁
２
０
２
４
年
問

題
対
策
協
議
会
﹂
を
立
ち
上

げ
︑
輸
入
引
き
取
り
に
お
け

る
長
時
間
待
機
解
消
の
た
め

の
議
論
を
実
施
︒
そ
の
結
果
︑

11
月
１
日
か
ら
輸
入
貨
物
の

引
き
取
り
手
続
き
の
シ
ス
テ

ム
化
を
実
施
す
る
こ
と
と
な

っ
た
︒

　

対
象
上
屋
は
︑
北
部
貨
物

地
区
Ｊ
Ａ
Ｌ
︑
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｔ
︑

Ａ
Ｎ
Ａ
各
輸
入
上
屋
︒
北
部

貨
物
地
区
か
ら
輸
入
貨
物
を

 

手
帳
か
ら﹁
修
了
証
明
書
﹂

に
変
更

運
行
管
理
者
等
指
導
講
習
の

修
了
証
明

　
（
独
）
自
動
車
事
故
対
策

機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
は
10

月
８
日
︑
令
和
７
年
４
月
１

日
以
降
の
運
行
管
理
者
等
指

導
講
習
の
対
面（
動
画
視
聴
）

の
修
了
者
に
つ
い
て
修
了
証

明
方
法
を
変
更
し
︑
今
年
12

月
か
ら
開
始
さ
れ
る
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
方
式
の
講
習
（
ｅ
ナ

ス
バ
）
と
同
様
に
︑﹁
修
了

証
明
書
﹂
を
発
行
す
る
と
発

引
き
取
る
車
両
が
対
象
と
な

る
︒

　

Ｎ
Ａ
Ａ
で
は
︑
同
シ
ス
テ

ム
化
に
関
す
る
説
明
資
料
・

説
明
動
画
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
公
開
し

て
い
る
（
二

次
元
コ
ー

ド
）︒
ま
た
︑

新
シ
ス
テ
ム
で
使
用
す
る

﹁LogiPull

﹂
ア
プ
リ
は
︑

既
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
︒

　

Ｎ
Ａ
Ａ
で
は
︑
成
田
空
港

貨
物
輸
送
に
関
わ
る
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
に
対
し
︑
同

シ
ス
テ
ム
利
用
の
徹
底
を
呼

び
か
け
て
い
く
︒

表
し
た
︒

　

ナ
ス
バ
で
は
︑
今
後
︑
受

講
方
式
の
異
な
る
講
習
を
受

講
し
て
も
︑
受
講
履
歴
を
保

管
・
管
理
し
や
す
い
よ
う

に
︑
７
年
４
月
１
日
以
降
の

ナ
ス
バ
が
実
施
す
る
対
面

（
動
画
視
聴
）
講
習
の
修
了

者
に
対
し
て
も
︑
ｅ
ナ
ス
バ

と
同
様
に
﹁
修
了
証
明
書
﹂

を
交
付
す
る
こ
と
と
し
た
も

の
︒
こ
れ
に
併
せ
て
︑
手
帳

の
再
交
付
に
つ
い
て
も
﹁
受

講
履
歴
証
明
書
﹂
に
変
更
す

る
︒

流
特
殊
指
定
の
執
行
状
況

は
︑
排
除
措
置
命
令
０
件
︑

警
告
２
件
︑
注
意
17
件
と
︑

下
請
法
の
執
行
件
数
（
勧
告

24
件
︑
指
導
４
８
２
件
）
に

比
べ
て
少
な
い
︒
こ
う
し
た

こ
と
を
受
け
て
︑
第
３
回
研

究
会
で
は
︑
下
請
法
と
独
禁

法
（
物
流
特
殊
指
定
）
の
関

係
や
︑
下
請
法
の
執
行
の
在

時
間
外
労
働
上
限
適
用

業
種
で
の
取
り
組
み
事

例
な
ど
を
紹
介

令
和
６
年
版
「
過
労
死
等

防
止
対
策
白
書
」

　

厚
生
労
働
省
は
10
月
11

日
︑
令
和
６
年
版
﹁
過
労
死

等
防
止
対
策
白
書
﹂
を
公
表

し
た
︒

　

同
白
書
は
︑
過
労
死
等
防

止
対
策
推
進
法
第
６
条
に
基

づ
き
︑
国
会
に
毎
年
報
告
を

行
う
年
次
報
告
書
で
︑
今
回

で
９
回
目
の
発
行
︒

　

主
な
内
容
は
次
の
通
り
︒

①
今
年
８
月
２
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
﹁
過
労
死
等
の
防

止
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る

大
綱
﹂
の
変
更
経
緯
や
そ
の

内
容
に
つ
い
て
報
告

②
今
年
４
月
１
日
か
ら
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用

さ
れ
た
業
種
等
に
係
る
企
業

等
に
お
け
る
長
時
間
労
働
削

減
等
の
働
き
方
改
革
事
例
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
︑
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
な
ど
︑

過
労
死
等
防
止
対
策
の
た
め

の
取
り
組
み
事
例
を
コ
ラ
ム

と
し
て
紹
介

　

同
白
書
は
︑
厚
労
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
︒

り
方
︑
ま
た
独
禁
法
（
優
越

的
地
位
の
濫
用
）・
下
請
法

と
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

の
有
機
的
な
連
携
に
つ
い
て

議
論
を
行
っ
た
︒

　

続
く
第
４
回
研
究
会
で

は
︑
①
﹁
下
請
﹂
と
い
う
用

語
の
見
直
し
︑
②
下
請
法
の

適
用
基
準
︱
︱
な
ど
に
つ
い

て
議
論
を
行
っ
た
︒

公 取 委

令
和
６
年
度
﹁
ア
ル
コ
ー
ル

関
連
問
題
啓
発
週
間
﹂

11
月
10
日
か
ら

16
日
ま
で
実
施

　

政
府
は
︑
ア
ル
コ
ー
ル
健

康
障
害
対
策
基
本
法
（
平
成

25
年
法
律
第
１
０
９
号
）
に

お
い
て
︑
国
民
の
間
に
広
く

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
に
関

す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
る

た
め
︑
毎
年
11
月
10
日
か
ら

16
日
ま
で
を
﹁
ア
ル
コ
ー
ル

関
連
問
題
啓
発
週
間
﹂
と
定

め
て
い
る
︒
実
施
主
体
は
︑

厚
生
労
働
省
︑
内
閣
府
︑
法

務
省
︑
国
土
交
通
省
︑
文
部

科
学
省
︑警
察
庁
︑国
税
庁
︑

こ
ど
も
家
庭
庁
︑
地
方
公
共

団
体
︑
関
係
団
体
お
よ
び
事

業
者
等
と
協
力
の
下
︑
実
施

に
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針
を
︑

①
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
に

つ
い
て
考
え
る
契
機
・
気
付

き
と
な
る
よ
う
な
呼
び
か

け
︑
②
様
々
な
主
体
と
の
啓

発
事
業
の
連
携
・
協
力
︑
③

啓
発
週
間
の
実
施
を
契
機
と

し
た
意
識
の
定
着
化
︱
︱
と

し
︑
広
報
啓
発
事
業
の
実
施

や
様
々
な
主
体
に
よ
る
啓
発

事
業
の
推
進
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
︒
な
お
︑
各
省
庁

の
連
名
に
よ
る
啓
発
ポ
ス
タ

ー
（
写
真
）
を
作
成
し
︑
普

及
啓
発
活
動
を
行
う
︒

自転車のスマホ・酒気帯び

令和6年11月1日令和6年11月1日

罰則強化

道路交通法改正

×× 酒気帯び運転ながらスマホ

警察庁・都道府県警察

ダメ！ ダメ！

自転車運転中の新たな罰則自転車運転中の新たな罰則
最大１年以下の懲役又は30万円以下の罰金

3年以下の懲役又は50万円以下の罰金

携帯電話使用等

酒気帯び運転

第１回「物流拠点の今後のあり方に関する検討会」（10月30日、国
交省）
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︻
解
説
︼
解
雇
と
は
︑
労
働
契
約
を

使
用
者
の
方
か
ら
一
方
的
に
解
約
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
が
︑
賃
金
で
生
活

を
維
持
し
て
い
る
労
働
者
に
と
っ
て
は

そ
の
打
ち
切
り
を
意
味
し
︑
生
活
に

大
き
な
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
る

た
め
︑
法
律
上
︑
解
雇
に
対
す
る
規

制
お
よ
び
様
々
な
禁
止
事
項
等
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

ま
ず
︑
労
働
契
約
法
第
16
条
で
は

﹁
解
雇
は
︑
客
観
的
に
合
理
的
な
理

由
を
欠
き
︑
社
会
通
念
上
相
当
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
︑
そ
の

　

先
日
の
自
由
民
主
党
総
裁
選
で

解
雇
規
制
の
緩
和
が
話
題
と
な
り

ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
我
が
国
の

解
雇
規
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 第292回 

我 が 国 の 解 雇 規
制 は ど の よう に
な って い る の か

権
利
を
濫
用
し
た
も
の
と
し
て
︑
無

効
と
す
る
﹂
と
し
て
い
ま
す
︒
要
す

る
に
︑
解
雇
に
は
︑
そ
の
必
要
性
に

つ
い
て
の
合
理
的
な
理
由
が
必
要
で

あ
り
︑
使
用
者
の
恣
意
的
な
解
雇
な

ど
合
理
的
な
理
由
の
な
い
解
雇
は
濫

用
と
し
て
無
効
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
︑
最
高
裁
の
判
例
に
よ
り
確
立
し

て
い
た
﹁
解
雇
権
濫
用
の
法
理
﹂
が

平
成
15
年
の
労
働
基
準
法
の
改
正
で

第
18
条
の
２
と
し
て
法
文
に
明
記
さ

れ
︑
そ
の
後
︑
同
19
年
の
労
働
契
約

法
の
制
定
に
よ
り
同
法
に
移
行
さ
れ

た
も
の
で
す
︒

　

ま
た
︑
法
律
上
特
別
に
解
雇
が
禁

止
さ
れ
る
事
項
と
し
て
︑
労
基
法
関

係
で
は
︑
①
業
務
上
の
負
傷
・
疾
病

お
よ
び
産
前
産
後
の
休
業
期
間
（
そ

の
後
30
日
間
を
含
む
）
の
解
雇
（
同

法
第
19
条
）︑
②
国
籍
︑
信
条
︑
社

会
的
身
分
を
理
由
と
す
る
解
雇
（
同

法
第
３
条
）︑
③
監
督
機
関
へ
の
申
告

を
理
由
と
す
る
解
雇
（
同
法
第
１
０

４
条
第
２
項
︑
労
働
安
全
衛
生
法
第

97
条
第
２
項
）︑
④
労
働
者
の
過
半

数
代
表（
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
）

に
つ
い
て
の
不
同
意
へ
の
解
雇
（
労
基

法
第
38
条
の
４
第
１
項
第
６
号
︑
同

法
施
行
規
則
第
６
条
の
２
第
３
項
）

︱
︱
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
︒

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
上
で
は
︑

①
性
別
を
理
由
と
す
る
解
雇
等
（
同

法
第
６
条
第
４
項
）︑②
結
婚
︑妊
娠
︑

出
産
等
を
理
由
と
す
る
解
雇
（
同
法

第
９
条
第
２
項
︑
第
３
項
）
︱
︱
が

禁
止
さ
れ
︑
③
妊
娠
中
お
よ
び
出
産

後
１
年
を
経
過
し
な
い
女
性
労
働
者

の
解
雇
︱
︱
は
無
効
と
な
り
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
労
働
者
が
育
児
・
介
護

休
業
等
を
し
た
場
合
（
育
児
・
介
護

休
業
法
第
10
条
︑
第
16
条
）
や
︑
不

当
労
働
行
為
と
な
る
場
合
（
労
働
組

合
法
第
７
条
）
の
解
雇
禁
止
ほ
か
︑

労
働
者
派
遣
法
︑
公
益
通
報
者
保
護

法
等
特
別
法
に
よ
る
解
雇
禁
止
の
定

め
が
あ
り
ま
す
︒

　

そ
れ
で
は
︑
次
に
︑
実
務
上
︑
解

雇
が
有
効
で
あ
る
た
め
に
は
ど
の
よ

う
な
条
件
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
︑
要
約
す
る
と
次
の
よ

う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

①
解
雇
事
由
に
相
当
な
理
由
が
あ
る

こ
と

②
前
記
法
律
上
の
解
雇
禁
止
に
該
当

し
な
い
こ
と

③
就
業
規
則
や
労
働
協
約
が
あ
れ
ば

そ
れ
に
従
う
こ
と
（
労
基
法
第
89
条

第
３
項
︑
労
組
法
第
16
条
）

④
手
続
き
と
し
て
30
日
前
に
予
告
す

る
か
︑
解
雇
予
告
手
当
を
支
払
う
こ

と
（
労
基
法
第
20
条
）

　

①
の
解
雇
事
由
に
つ
い
て
は
︑
最

高
裁
の
判
例
等
に
よ
る
と
︑
例
え
ば

①
業
績
悪
化
に
伴
い
人
選
基
準
を
明

確
に
し
た
整
理
解
雇
︑
②
再
三
に
わ

た
る
欠
勤
︑
遅
刻
等
労
働
能
率
が
著

し
く
低
い
者
の
解
雇
︑
③
職
場
秩
序

を
乱
し
︑
他
の
労
働
者
と
の
協
調
性

に
欠
け
︑
再
三
の
注
意
に
も
態
度
を

改
め
な
い
者
の
解
雇
︑
④
心
身
の
障

害
で
︑
雇
用
の
継
続
に
配
慮
し
て
も

な
お
業
務
に
耐
え
ら
れ
な
い
者
の
解

雇
︱
︱
な
ど
が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま

す
︒

Ａ�

合
理
的
な
理
由
が
必
要
な

ほ
か
様
々
な
禁
止
条
項
が

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

今
年
の
事
業
者
大
会
は
︑
熊
本

で
開
催
さ
れ
た
︒
そ
れ
に
合
わ
せ

て
︑
同
県
で
以
前
か
ら
共
同
配
送

を
し
て
い
る
地
元
事
業
者
を
訪
ね

た
︒
貸
切
輸
送
や
特
定
取
引
先
の

在
庫
管
理
と
配
送
も
し
て
い
る

が
︑
多
数
の
荷
主
の
共
同
配
送
が

売
上
の
約
６
割
を
占
め
て
い
る
︒

取
扱
荷
物
は
食
品
が
約
４
割
︑
ペ

ッ
ト
フ
ー
ド
︑
日
用
雑
貨
︑
建
材

が
そ
れ
ぞ
れ
約
２
割
で
あ
る
︒

　

取
材
の
主
旨
は
︑
共
同
配
送
と

い
う
普
遍
性
を
も
っ
た
サ
ー
ビ
ス

を
︑
立
地
条
件
と
い
う
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
特
徴
に
応
じ
て
戦
略
化
し

た
︑
独
自
の
共
同
配
送
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
で
あ
る
︒

　

同
社
の
共
同
配
送
に
は
︑
物
流

セ
ン
タ
ー
で
一
次
保
管
し
て
共
同

配
送
す
る
荷
物
と
︑
完
全
な
ス
ル

ー
の
荷
物
の
共
同
配
送
が
あ
る
︒

一
時
保
管
の
荷
物
は
︑
大
型
車
や

ト
レ
ー
ラ
な
ど
自
車
両

に
よ
る
引
取
輸
送
を
し

て
い
る
︒
ま
た
︑
ス
ル

ー
の
荷
物
で
も
集
荷
や

引
取
り
が
あ
る
が
︑
荷

主
が
契
約
し
て
い
る
運

送
会
社
に
よ
る
持
ち
込

み
も
多
い
︒
こ
れ
ら
の

荷
物
を
コ
ー
ス
ご
と
に

仕
分
け
し
て
共
同
配
送

す
る
︒

　

同
社
の
セ
ン
タ
ー
か
ら
配
送

す
る
の
は
︑
県
内
と
︑
隣
接
す

る
鹿
児
島
県
と
宮
崎
県
だ
︒
こ

の
う
ち
︑
自
車
両
で
の
配
送
は

基
本
的
に
県
内
だ
け
︒
隣
接
２

県
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
提
携
し
て

い
る
事
業
者
が

い
る
︒
セ
ン
タ
ー

で
配
送
コ
ー
ス

ご
と
に
仕
分
け

を
し
︑
ト
レ
ー

ラ
や
大
型
車
で

提
携
会
社
に
幹

線
輸
送
し
て
︑

配
送
を
委
託
す

る
︒

　

県
外
の
２
県

も
セ
ン
タ
ー
か

ら
直
接
配
送
す

る
こ
と
は
可
能

だ
︒
し
か
し
︑

配
送
エ
リ
ア
ま

で
の
往
復
の
走

行
距
離
が
長
い
︒

そ
の
た
め
︑
多
数
の
中
・
小
型

車
で
直
接
配
送
し
て
い
て
は
︑

①
燃
料
費
や
高
速
料
金
な
ど

外
部
支
払
い
の
コ
ス
ト
が
か
か

る
︑
②
配
送
車
両
が
１
日
１
回

転
し
か
で
き
な
い
の
で
生
産
性

が
低
い
︑
③
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
時
間
︱
︱
と
い
っ
た
問
題
が
あ

る
︒
つ
ま
り
︑
提
携
先
ま
で
ト
レ

ー
ラ
や
大
型
車
で
幹
線
輸
送
し

て
︑
配
送
は
委
託
し
た
方
が
効
率

的
だ
︒
そ
の
点
︑
県
内
の
共
同
配

送
な
ら
コ
ー
ス
に
も
よ
る
が
︑
車

両
が
１
日
に
２
回
転
や
３
回
転
で

き
る
の
で
生
産
性
が
高
い
︒

　

こ
の
よ
う
に
同
社
の
セ
ン
タ
ー

に
は
︑
ク
ロ
ス
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
︑

リ
レ
ー
輸
送
や
中
継
輸
送
の
拠
点

と
い
う
機
能
が
あ
る
︒

　

一
方
︑
北
九
州
各
県
は
福
岡
に

あ
る
中
小
事
業
者
３
社
で
共
同
出

資
し
た
関
連
会
社
を
拠
点
に
︑
共

同
配
送
等
を
行
っ
て
い
る
︒

　

人
口
減
少
に
伴
い
国
内
市
場
の

縮
小
が
避
け
ら
れ
な
い
︒
特
に
︑

消
費
財
は
人
口
減
少
と
高
齢
化
の

影
響
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
受
け
る
︒

当
然
︑
各
荷
主
は
市
場
縮
小
に
よ

る
物
流
再
構
築
に
迫
ら
れ
て
い

る
︒
国
内
の
貨
物
輸
送
量
も
減
少

し
︑
貸
切
輸
送
か
ら
中
ロ
ッ
ト
積

合
せ
な
ど
物
流
の
共
同
化
が
進

む
︒
こ
れ
か
ら
は
共
同
輸
配
送
が

普
遍
的
傾
向
に
な
る
︒
そ
の
よ
う

な
な
か
で
︑
サ
ー
ビ
ス
の
独
自
性

を
打
ち
出
し
て
差
別
化
を
図
る
に

は
︑
共
同
輸
配
送
に
自
社
の
立
地

条
件
と
い
う
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
特

徴
を
組
み
込
む
こ
と
も
必
要
だ
︒

第
343
回

ロケーションに応じた共同配送の事例

事
業
継
続
に
欠
か
せ
な
い「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
削
減
と
賃
金
ア
ッ
プ
」

評
価
制
度
を
導
入
し
て
待
遇
改
善
へ
の
好
循
環
を
生
み
出
す

　

㈱
第
一
名
誠
（
瀬
尾
国
大

代
表
取
締
役
）
は
︑
食
品
輸

送
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し

て
い
る
運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

同
社
は
平
成
９
年
に
瀬
尾

社
長
の
父
親
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
︑
11
年
に
瀬
尾
社
長
が

同
社
に
入
社
し
︑
12
年
ほ
ど

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
︒
瀬
尾
社
長
に
︑
入

社
当
時
の
職
場
環
境
を
振
り

返
っ
て
も
ら
う
と
︑
労
働
時

間
は
非
常
に
長
く
︑
ほ
ぼ
ト

ラ
ッ
ク
の
中
で
生
活
し
て
い

る
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
と
い

う
︒
当
時
︑
瀬
尾
社
長
は
︑

長
時
間
労
働
を
改
善
で
き
な

い
自
社
の
現
状
に
︑
歯
が
ゆ

さ
を
感
じ
て
い
た
︒

　

そ
の
後
︑
瀬
尾
社
長
は
管

理
職
と
し
て
同
社
の
経
営
に

携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
そ

う
し
た
中
︑
24
年
に
関
越
自

動
車
道
高
速
バ
ス
居
眠
り
運

転
事
故
が
発
生
し
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
の
長
時
間
労
働
が
大
き

く
報
道
さ
れ
︑
社
会
問
題
化

し
た
︒
当
時
︑
同
社
で
は
名

古
屋
~
関
東
間
の
輸
送
も
手

が
け
て
お
り
︑
長
距
離
運
行

を
担
当
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
時
間
が
長
く
な
る
傾
向

が
あ
っ
た
︒
瀬
尾
社
長
は
荷

主
に
対
し
て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
時
間
削
減
に
向
け
て

様
々
な
提
案
を
行
っ
て
き
た

が
︑
荷
主
は
聞
く
耳
を
も
た

な
か
っ
た
と
い
う
︒

　

瀬
尾
社
長
は
︑
同
社
の
ド

ラ
イ
バ
ー
の
中
で
も
特
に
長

時
間
労
働
と
な
っ
て
い
た
10

人
を
抽
出
し
︑
労
働
時
間
を

継
続
的
に
管
理
し
始
め
た
︒

そ
の
結
果
︑
１
か
月
当
た
り

の
拘
束
時
間
が
改
善
基
準
告

示
の
上
限
を
超
え
て
し
ま
っ

て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
た

ほ
か
︑
１
か
月
当
た
り
の
時

間
外
労
働
が
１
０
０
時
間
か

ら
１
２
０
時
間
に
も
及
ぶ
ド

ラ
イ
バ
ー
も
複
数
確
認
さ
れ

た
︒
こ
う
し
た
事
態
を
受
け

て
︑
瀬
尾
社
長
は
翌
25
年
に

デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
と
連

動
す
る
労
務
管
理
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
環
境
改
善
に
取
り
組
み

始
め
た
︒

　

同
社
で
は
労
働
時
間
削
減

を
進
め
た
も
の
の
︑
原
資
と

な
る
運
賃
を
見
直
す
こ
と
を

し
な
か
っ
た
た
め
︑
当
初
は

ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇
を
見
直

す
こ
と
は
で
き
ず
︑
手
取
り

収
入
を
維
持
す
る
の
が
や
っ

と
だ
っ
た
︒
一
方
で
︑﹁
賃
金

を
よ
り
多
く
支
給
す
る
﹂
こ

と
を
売
り
文
句
に
求
人
活
動

を
行
う
事
業
者
も
お
り
︑
同

社
の
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

同
業
他
社
に
移
籍
し
て
し
ま

っ
た
︒
瀬
尾
社
長
は
﹁
ド
ラ

イ
バ
ー
の
労
働
環
境
を
改
善

さ
せ
よ
う
と
す
る
と
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
が
多
く
辞
め
て
し
ま

っ
て
︑
当
社
の
事
業
が
成
り

立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
︒

本
当
に
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ

う
か
﹂
と
苦
悩
し
た
︒

　

し
か
し
︑
28
年
に
発
生
し

た
軽
井
沢
ス
キ
ー
バ
ス
転
落

事
故
が
︑
瀬
尾
社
長
を
強
く

後
押
し
し
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の

賃
金
の
改
善
と
労
働
時
間
の

改
善
の
両
輪
で
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
意
識

を
変
え
さ
せ
た
︒
同
社
で
は
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
離
職
率
が
低

い
同
業
他
社
の
事
例
を
手
本

に
し
な
が
ら
︑
労
働
環
境
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加

速
︒
ま
た
︑
30
年
に
は
長
時

間
労
働
の
改
善
が
見
込
め
な

い
名
古
屋
~
関
東
間
の
輸
送

か
ら
撤
退
し
た
︒

　

そ
う
し
た
中
で
︑
運
送
事

業
者
の
労
働
環
境
を
﹁
見
え

る
化
﹂
し
︑
対
外
的
に
発
信

で
き
る
﹁
働
き
や
す
い
職
場

　

そ
れ
で
は
︑
同
社
に
お
け

る
労
働
環
境
改
善
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
︑﹁
三
つ
星
﹂

認
証
項
目
に
対
応
し
た
形
で

み
て
い
く（
A
法
令
遵
守
等
︑

F
自
主
性
・
先
進
性
等
は
割

愛
）︒

B
労
働
時
間
・
休
日

　

同
社
で
は
︑
長
距
離
輸
送

か
ら
は
撤
退
し
た
も
の
の
︑

地
場
輸
送
に
お
い
て
も
荷
待

ち
時
間
が
多
く
発
生
し
て
お

り
︑
改
善
が
必
要
と
な
っ
て

い
た
︒
そ
こ
で
︑
同
社
で
は

令
和
２
年
頃
か
ら
国
土
交
通

省
や
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

が
作
成
し
た
様
々
な
資
料
を

基
に
︑
荷
主
に
対
し
て
荷
待

ち
時
間
改
善
に
向
け
た
要
請

を
実
施
︒﹁
物
流
の
２
０
２
４

年
問
題
﹂
が
報
道
で
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
受
け
て
荷
主
の

意
識
が
変
わ
り
︑
要
請
に
応

じ
る
荷
主
が
徐
々
に
増
え
て

き
た
︒
現
在
︑
同
社
の
ド
ラ

イ
バ
ー
の
労
働
時
間
は
１
か

月
当
た
り
最
大
で
２
５
０
~

２
６
０
時
間
︑
時
間
外
労
働

は
１
か
月
当
た
り
40
~
50
時

間
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
︒

　

ま
た
︑
同
社
で
は
労
務
管

理
体
制
も
強
化
し
て
い
る
︒

認
証
制
度
﹂
が
創
設
さ
れ
︑

令
和
２
年
度
に
﹁
一
つ
星
﹂︑

４
年
度
に
は
﹁
二
つ
星
﹂
を
︑

い
ず
れ
も
創
設
初
年
度
で
取

得
︒
そ
し
て
︑
今
年
４
月
に

﹁
三
つ
星
﹂
を
取
得
し
た
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
は

日
々
﹁
労
務
管
理
ソ
フ
ト
﹂

で
管
理
し
て
お
り
︑
２
年
ほ

ど
前
ま
で
は
労
働
時
間
が
多

く
な
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対

象
に
︑
労
働
時
間
が
増
え
す

ぎ
な
い
よ
う
に
月
末
に
運
行

ル
ー
ト
の
入
れ
替
え
を
行
っ

て
い
た
︒
現
在
で
は
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
全
体
の
労
働
時
間
削

減
が
進
ん
で
き
た
こ
と
も
あ

り
︑
月
末
の
運
行
ル
ー
ト
の

入
れ
替
え
を
し
な
く
て
も
済

む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
︒

　

ま
た
︑
同
社
で
は
︑
こ
れ

ま
で
の
﹁
残
業
で
稼
ぐ
仕
組

み
﹂
か
ら
の
脱
却
を
図
る
た

め
︑
新
た
に
ド
ラ
イ
バ
ー
を

対
象
と
し
た
評
価
制
度
を
導

入
し
た
︒
同
社
で
は
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
５
人
１
組
で
構
成
さ

れ
る
小
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上

げ
︑
毎
月
﹁
小
グ
ル
ー
プ
会

議
﹂
を
行
う
と
と
も
に
︑
各

グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
を
集

め
て
の
﹁
リ
ー
ダ
ー
会
議
﹂

を
開
催
し
て
い
る
︒
同
評
価

制
度
に
お
け
る
評
価
の
ポ
イ

ン
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
︑﹁
グ

ル
ー
プ
会
議
の
中
で
︑
業
務

に
関
す
る
要
望
や
問
題
点
な

ど
を
積
極
的
に
発
言
す
る
こ

と
﹂
を
掲
げ
て
お
り
︑
そ
れ

を
受
け
て
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

の
発
言
も
増
え
て
き
て
い
る
︒ 　

さ
ら
に
︑
会
議
で
は
︑﹁
荷

主
か
ら
選
ば
れ
る
ド
ラ
イ
バ

ー
に
な
る
た
め
に
は
﹂︑﹁
ど

ん
な
ド
ラ
イ
バ
ー
に
荷
物
を

運
ん
で
も
ら
っ
た
ら
安
心
感

が
あ
る
か
﹂
な
ど
を
テ
ー
マ

に
討
論
を
実
施
︒
小
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
３
か
月
間
の
目
標

を
立
て
て
︑
理
想
の
ド
ラ
イ

バ
ー
像
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
も
ら
う
よ
う
に
し
た
︒

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
功
を

奏
し
︑
同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
す
る
荷
主
か
ら
の
評
価

が
上
が
っ
た
こ
と
で
︑
他
社

と
差
別
化
を
図
る
こ
と
が
で

き
︑
運
賃
・
料
金
の
値
上
げ

交
渉
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で

い
る
と
い
う
︒
同
社
で
は
︑

荷
主
と
の
交
渉
を
通
じ
て
勝

ち
取
っ
た
運
賃
・
料
金
の
値

上
げ
分
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
還

元
す
べ
く
︑
今
年
４
月
に
賃

金
ア
ッ
プ
を
実
施
︒
こ
れ
に

よ
り
離
職
率
が
低
下
し
︑
求

人
活
動
を
行
わ
な
く
て
も
人

員
が
充
足
し
て
い
る
と
い
う
︒

求
人
活
動
を
行
わ
な
く
て
も

済
む
こ
と
で
採
用
コ
ス
ト
が

発
生
し
な
い
た
め
︑
そ
の
分

を
ド
ラ
イ
バ
ー
の
福
利
厚
生

に
充
て
て
い
る
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
に
長
時
間

労
働
を
続
け
さ
せ
た
ま
ま
で

は
︑
ゆ
く
ゆ
く
は
多
く
の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
健
康
を
害
し
て

し
ま
う
か
︑
あ
る
い
は
従
業

員
の
大
量
離
職
に
よ
っ
て
会

社
の
経
営
が
維
持
で
き
な
く

な
る
か
の
ど
ち
ら
か
に
な
り

か
ね
な
い
と
考
え
︑
当
社
で

は
長
時
間
労
働
改
善
に
本
腰

を
入
れ
ま
し
た
︒
長
時
間
労

働
が
当
た
り
前
だ
っ
た
か
つ

て
の
当
社
で
は
︑
事
故
防
止

や
輸
送
品
質
向
上
︑
人
材
教

育
に
関
す
る
時
間
が
取
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
︑
こ
う
し
た

時
間
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
従
業
員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋
が
り
︑

ま
た
事
故
防
止
へ
の
意
識
も

飛
躍
的
に
高
ま
り
ま
し
た
︒

ま
た
︑
単
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
時
間
を
削
減
す
る
だ
け

で
は
な
く
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

残
業
時
間
が
少
な
く
な
っ
て

も
ド
ラ
イ
バ
ー
が
稼
ぐ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

C
心
身
の
健
康

　

同
社
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
数

40
人
と
比
較
的
小
規
模
な
運

送
事
業
者
で
あ
る
︒﹁
全
て
の

ド
ラ
イ
バ
ー
の
顔
が
分
か
る
﹂

と
い
う
同
社
の
良
さ
を
活
か

す
べ
く
︑
同
社
で
は
瀬
尾
社

長
と
ド
ラ
イ
バ
ー
が
毎
日
顔

を
合
わ
せ
︑
心
身
面
で
何
か

変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う

な
際
に
は
早
目
に
声
が
け
を

行
う
︒
そ
の
た
め
に
︑
瀬
尾

社
長
は
で
き
る
だ
け
毎
日
会

社
に
い
る
よ
う
に
し
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
を
日
々
送
り
出
す
よ

う
に
し
て
い
る
と
い
う
︒

　

ま
た
︑健
康
管
理
面
で
は
︑

健
康
診
断
で
要
再
検
査
・
要

精
密
検
査
と
な
っ
た
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
て
受
診
を
徹
底

し
て
い
る
ほ
か
︑
会
社
が
費

用
を
全
額
負
担
し
た
上
で
脳

ド
ッ
ク
を
受
診
さ
せ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
社
は
﹁
健
康
経

営
優
良
法
人
２
０
２
４
﹂
に

も
認
定
さ
れ
て
い
る
︒

D
安
心
・
安
定

　

同
社
で
は
65
歳
定
年
制
を

の
評
価
制
度
を
取
り
入
れ
た

こ
と
で
︑
従
業
員
満
足
度
が

ア
ッ
プ
し
︑
当
社
の
業
績
も

改
善
す
る
な
ど
︑
持
続
可
能

　

職
場
環
境
改
善
へ
の
様
々

な
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ

れ
︑﹁
三
つ
星
﹂
取
得
に
至
っ

た
同
社
︒
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
瀬
尾
社
長
に
伺
う
と
︑

﹁
休
日
に
関
す
る
取
り
組
み

の
さ
ら
な
る
強
化
﹂
を
挙
げ

た
︒

　
﹁
三
つ
星
﹂
の
認
証
項
目
で

は
︑﹁
フ
ル
タ
イ
ム
の
運
転
者

の
年
間
の
休
日
数
は
平
均
１

０
５
日
以
上
﹂︑﹁
フ
ル
タ
イ

ム
の
運
転
者
に
つ
い
て
︑
完

全
週
休
２
日
制
の
採
用
﹂︑

﹁
運
転
者
の
年
次
有
給
休
暇

の
平
均
取
得
日
数
は
10
日
以

上
﹂
︱
︱
な
ど
の
項
目
が
設

定
さ
れ
て
い
る
︒

　
﹁
こ
れ
ら
の
項
目
の
実
現
に

向
け
て
は
荷
主
の
理
解
・
協

力
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す

が
︑
決
し
て
無
理
だ
と
決
め

つ
け
ず
に
︑
さ
ら
な
る
職
場

環
境
改
善
の
実
現
に
向
け
て

粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒
現

在
︑同
制
度
で
は
﹃
一
つ
星
﹄

か
ら
﹃
三
つ
星
﹄
ま
で
が
認

採
っ
て
い
る
が
︑
勤
務
状
況

や
健
康
状
態
な
ど
を
加
味
し

た
上
で
再
雇
用
を
実
施
︒
現

在
は
75
歳
を
筆
頭
に
３
人
の

シ
ル
バ
ー
人
材
が
在
籍
し
て

お
り
︑
毎
日
２
人
体
制
で
朝

の
点
呼
や
車
庫
周
辺
の
清
掃

に
あ
た
る
ほ
か
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

役
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
同
社
で
は
従
業
員

向
け
の
養
老
保
険
の
積
立
も

始
め
て
お
り
︑
定
年
退
職
後

の
従
業
員
の
生
活
安
定
に
も

繋
げ
て
い
る
︒

E�

多
様
な
人
材
の
確
保
・
育

成

　

同
社
に
は
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
が
４
人
在
籍
し
て
い
る
︒

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
に
は

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
も
お
り
︑

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
図

る
た
め
に
︑
勤
務
時
間
の
調

整
や
︑
平
日
で
も
子
ど
も
の

体
調
不
良
や
学
校
行
事
が
あ

る
日
は
︑
気
を
遣
わ
ず
休
暇

を
取
得
で
き
る
よ
う
に
す
る

な
ど
の
対
応
を
取
っ
て
い
る
︒

な
運
送
会
社
へ
の
好
循
環
が

回
り
始
め
て
い
ま
す
﹂（
瀬

尾
社
長
）

証
段
階
と
し
て
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
︑将
来
的
に
は
﹃
四

つ
星
﹄
も
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
︒
当

社
と
し
て
は
︑﹃
三
つ
星
﹄

認
証
基
準
で
定
め
ら
れ
た
レ

ベ
ル
を
超
え
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
た
め
に
︑独
自
の

﹃
四
つ
星
﹄
認
証
基
準
を
社

内
で
策
定
し
︑
さ
ら
な
る
職

場
環
境
改
善
を
進
め
︑
当
社

の
持
続
可
能
性
を
一
層
高
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈱
第
一
名
誠

　

瀬
尾　

国
大　

代
表
取
締

役

　

職
場
環
境
改
善
に
向
け
た
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
等
の
取
り
組
み
を
﹁
見
え

る
化
﹂
す
る
こ
と
で
︑
求
職
者
の
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
就
職
を
促
進
し
︑
人
材
確

保
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
こ
と
を

目
的
に
︑﹁
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制

度
（
正
式
名
称
:
運
転
者
職
場
環
境
良

好
度
認
証
制
度
）﹂
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
︒
同
制
度
で
は
︑
法
令
遵
守
の
み
な

ら
ず
︑
法
令
を
上
回
る
労
働
条
件
や
労

働
環
境
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
十

分
に
実
施
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
事

業
者
を
﹁
三
つ
星
﹂
事
業
者
と
し
て
認

証
し
て
い
ま
す
︒

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
三
つ
星

事
業
者
を
訪
問
し
︑
各
事
業
者
に
お
け

る
職
場
環
境
改
善
へ
の
取
り
組
み
や
認

定
取
得
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
紙
面
上
で

紹
介
し
ま
す
︒
今
回
は
︑
愛
知
県
名
古

屋
市
の
㈱
第
一
名
誠
を
紹
介
し
ま
す
︒

瀬尾　国大
代表取締役

輸
送
品
質
向
上
に
繋
が
る
評
価
制
度
を
導
入

輸
送
品
質
向
上
に
繋
が
る
評
価
制
度
を
導
入

運
賃
値
上
げ
分
を
原
資
に
賃
金
ア
ッ
プ
を
実
現

運
賃
値
上
げ
分
を
原
資
に
賃
金
ア
ッ
プ
を
実
現

将
来
は
一
段
上
の
「
四
つ
星
」
を
目
指
し
て

将
来
は
一
段
上
の
「
四
つ
星
」
を
目
指
し
て

職
場
環
境
改
善
へ
の
取
り
組
み
に
磨
き
を
か
け
る

職
場
環
境
改
善
へ
の
取
り
組
み
に
磨
き
を
か
け
る

「
全
員
が
分
か
る
」
良
さ
を
活
か
し
不
調
を
早
期
覚
知

「
全
員
が
分
か
る
」
良
さ
を
活
か
し
不
調
を
早
期
覚
知

高
齢
者
や
女
性
も
働
き
や
す
い
職
場
へ

高
齢
者
や
女
性
も
働
き
や
す
い
職
場
へ

㈱第一名誠
［代表取締役　瀬尾　国大］

本　　社　愛知県名古屋市港区藤前4-906
設　　立　平成9年2月
資  本  金　2,000万円
従業員数　45人（うちドライバー40人）
車  両  数　39台

働きやすい職場認証「三つ星」を取得した同社。グリーン経営認証（永
年登録表彰）、ゴールドGマーク（安全性評価事業長期認定事業所）と
あわせて3つのゴールド認証を取得している

﹁
小
グ
ル
ー
プ
会
議
﹂
や
﹁
リ
ー
ダ
ー

会
議
﹂で
は
積
極
的
な
発
言
が
出
席
者

か
ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

長
時
間
労
働
改
善
と
賃
金
ア
ッ
プ
の

実
現
に
よ
り
、
従
業
員
定
着
率
が
大

幅
に
良
化
し
た

第
２
回　

株
式
会
社
第
一
名
誠
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
が
常
態
化

ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
が
常
態
化

バ
ス
事
故
を
契
機
に
労
働
時
間
削
減
に
舵
を
切
る

バ
ス
事
故
を
契
機
に
労
働
時
間
削
減
に
舵
を
切
る

「
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度
」

「
三
つ
星
」
事
業
者
の
取
り
組
み
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㈱
大
原
運
輸
（
布
川
裕
見

子
代
表
取
締
役
）
は
︑
大
手

物
流
企
業
の
関
東
︑
関
西
向

け
の
一
般
貨
物
の
幹
線
輸
送

な
ど
を
手
が
け
る
運
送
会
社

で
あ
る
︒

　

同
社
は
昭
和
47
年
に
︑
布

川
社
長
の
父
親
に
よ
っ
て
創

業
し
︑
創
業
後
し
ば
ら
く
の

間
︑
鋼
材
輸
送
を
中
心
に
事

業
を
展
開
し
て
き
た
︒
し
か

し
︑
父
親
が
体
調
を
崩
し
た

こ
と
か
ら
︑
経
理
業
務
な
ど

に
従
事
し
て
い
た
布
川
社
長

が
平
成
元
年
に
社
長
に
就
任

し
て
以
降
︑
鋼
材
輸
送
か
ら

徐
々
に
一
般
貨
物
輸
送
に
シ

フ
ト
し
て
い
っ
た
︒

　
﹁
鋼
材
な
ど
の
重
厚
長
大

物
の
輸
送
は
︑
運
行
中
に
ひ

と
た
び
事
故
が
発
生
す
る
と

被
害
が
甚
大
と
な
り
︑
一
般

的
な
事
故
に
比
べ
て
社
会
的

影
響
が
大
き
い
で
す
︒
経
営

へ
の
影
響
な
ど
リ
ス
ク
が
高

く
︑
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

難
し
い
業
務
だ
と
考
え
て
い

ま
し
た
︒
そ
う
し
た
こ
と
も

あ
り
︑
鋼
材
輸
送
か
ら
の
撤

退
を
決
め
ま
し
た
﹂（
布
川

社
長
）

　

一
般
貨
物
輸
送
に
シ
フ
ト

し
た
後
も
︑
経
営
を
安
定
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
︑
事
故

を
起
こ
さ
ず
︑
従
業
員
の
ほ

か
荷
主
や
社
会
を
守
る
こ
と

が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い

た
︒
平
成
20
年
に
は
安
全
性

優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
）

認
定
を
取
得
︒
現
在
に
至
る

ま
で
継
続
し
て
Ｇ
マ
ー
ク
認

定
を
受
け
て
い
る
︒

　
﹁
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
の
存
在

を
初
め
て
知
っ
た
時
は
︑﹃
Ｇ

マ
ー
ク
は
従
業
員
や
︑
お
仕

事
を
い
た
だ
く
荷
主
︑
そ
し

て
地
域
社
会
を
守
る
た
め
に

欠
か
せ
な
い
も
の
﹄
と
感
じ

ま
し
た
︒Ｇ
マ
ー
ク
に
は
︑﹃
安

全
性
に
対
す
る
法
令
の
遵
守

　

同
社
に
は
現
在
37
人
の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
在
籍
し
て
い
る

が
︑
長
距
離
輸
送
が
少
な
く

な
い
こ
と
か
ら
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
は

多
く
な
い
︒
そ
の
た
め
︑
そ

の
都
度
出
席
で
き
る
ド
ラ
イ

バ
ー
を
集
め
て
︑
１
か
月
間

に
わ
た
っ
て
﹁
安
全
会
議
﹂

を
複
数
回
実
施
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
︒

　

安
全
会
議
で
は
︑
車
両
に

搭
載
し
て
い
る
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
で
取
得
し
た
事
故

や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
の
映

像
な
ど
を
見
せ
な
が
ら
︑
こ

の
よ
う
な
事
例
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
い
い
か
な
ど
に
つ
い
て
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
同
士
で
自
主
的

に
話
し
合
っ
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
は
長
岡
市
内

に
あ
る
本
社
と
は
離
れ
た
近

隣
に
︑
車
庫
や
車
両
整
備
場

を
構
え
て
い
る
︒
か
つ
て
は

車
庫
や
車
両
整
備
場
と
同
じ

敷
地
に
本
社
が
あ
っ
た
も
の

の
︑
社
屋
の
老
朽
化
な
ど
に

伴
い
︑
本
社
の
み
を
現
在
の

所
在
地
に
移
し
て
い
る
︒

状
況
﹄
や
﹃
事
故
や
違
反
の

状
況
﹄︑﹃
安
全
性
に
対
す
る

取
組
の
積
極
性
﹄
を
テ
ー
マ

に
多
く
の
評
価
項
目
が
設
け

ら
れ
て
お
り
︑
Ｇ
マ
ー
ク
事

業
所
と
し
て
認
定
を
受
け
る

た
め
に
は
高
い
水
準
の
認
定

要
件
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
︒
Ｇ
マ
ー
ク

の
取
得
・
更
新
は
︑
当
社
の

安
全
性
維
持
・
向
上
に
非
常

に
役
立
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
﹂（
同
）

　

同
社
は
創
業
時
か
ら
﹁
安

全
第
一
﹂
を
企
業
理
念
と
し

て
掲
げ
て
き
た
が
︑
令
和
２

年
に
は
企
業
理
念
を
﹁
安
全

か
ら
安
心
を
︑
そ
し
て
信
頼

へ
︱W

e do our best 
every day!

︱
﹂
へ
刷
新
︒

安
全
運
行
へ
の
取
り
組
み
強

化
を
通
じ
て
︑
輸
送
サ
ー
ビ

ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
同
社
で
は
新
潟

県
新
潟
市
と
長
野
県
長
野
市

に
も
そ
れ
ぞ
れ
営
業
所
を
設

け
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
従
来
か
ら
︑
乗

務
前
や
乗
務
後
に
遠
隔
地
に

い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
︑

カ
メ
ラ
や
モ
ニ
タ
ー
等
を
用

い
て
点
呼
を
行
う
﹁
Ｉ
Ｔ
点

呼
﹂
を
実
施
し
て
い
た
が
︑

本
社
移
転
を
機
に
︑
遠
隔
拠

点
間
（
営
業
所
︱
車
庫
間
︑

同
一
事
業
者
内
の
営
業
所

間
）
の
点
呼
が
実
施
可
能
な

遠
隔
点
呼
制
度
を
現
在
活
用

し
︑
遠
隔
点
呼
を
実
施
し
て

い
る
︒

　

遠
隔
点
呼
に
よ
る
点
呼
で

は
︑
そ
の
日
の
事
故
防
止
に

向
け
た
目
標
や
︑
運
行
上
で

注
意
す
べ
き
点
︑
ま
た
運
行

中
の
天
候
な
ど
に
つ
い
て
点

呼
執
行
者
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に

伝
え
る
と
と
も
に
︑
点
呼
執

行
者
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し

て
︑
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

十
分
に
取
る
こ
と
で
︑
体
調

不
良
な
ど
に
よ
る
事
故
の
未

然
防
止
に
繋
げ
る
よ
う
に
し

て
い
る
︒

　

同
社
に
お
け
る
遠
隔
点
呼

い
で
︑
事
故
防
止
対
策
の
重

要
性
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
伝
え

て
い
る
︒

　

女
性
を
点
呼
執
行
者
と
す

る
こ
と
で
︑
多
く
の
男
性
ド

ラ
イ
バ
ー
が
点
呼
の
際
の
話

を
よ
く
聞
い
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
︑﹁
事
故
防
止
に
向

け
て
よ
り
一
層
頑
張
ろ
う
﹂

と
気
を
張
る
ド
ラ
イ
バ
ー
も

増
え
て
い
る
と
い
う
︒

　

同
社
で
は
夕
方
６
時
頃
に

営
業
所
を
出
発
す
る
ド
ラ
イ

バ
ー
が
多
い
た
め
︑
こ
の
時

間
帯
の
点
呼
は
こ
の
女
性
を

点
呼
執
行
者
に
充
て
る
よ
う

に
し
て
い
る
︒

　

同
社
が
採
用
し
て
い
る
点

呼
シ
ス
テ
ム
で
は
︑
点
呼
の

際
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
血
圧
を

測
定
し
︑
そ

の
結
果
を
点

呼
執
行
者
が

リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
確
認
す

る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て

い
る
︒

　

ま
た
︑
同

シ
ス
テ
ム
は

携
帯
型
の
ア

ル
コ
ー
ル
検

知
器
と
も
連

携
し
て
お

り
︑
ア
ル
コ

ー
ル
チ
ェ
ッ

ク
の
結
果
が

本
社
に
自
動

送
信
さ
れ
︑

デ
ー
タ
が
蓄

積
さ
れ
る
︒

　

な
お
︑
同
社
で
は
飲
酒
運

転
防
止
を
図
る
た
め
︑
年
に

数
回
保
険
会
社
の
指
導
員
を

招
き
︑
ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す

る
研
修
会
を
開
催
︒
同
研
修

会
を
通
じ
て
の
第
三
者
か
ら

の
具
体
的
な
事
例
に
基
づ
く

指
導
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
理

解
度
も
早
い
と
い
う
︒

　

ま
た
︑
近
年
は
異
常
気
象

の
影
響
で
︑
記
録
的
な
大
雪

に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
︒

関
越
自
動
車
道
で
は
︑
２
年

12
月
の
集
中
降
雪
に
よ
り
︑

複
数
箇
所
で
大
型
車
が
立
ち

往
生
し
た
こ
と
で
︑
最
大
２

１
０
０
台
の
大
規
模
な
車
両

で
特
徴
的
な
の
は
︑
点
呼
執

行
者
に
女
性
を
充
て
て
い
る

こ
と
で
あ
る
︒

　

こ
の
女
性
は
運
行
管
理
補

助
者
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
︒

点
呼
の
際
に
は
ま
る
で
母
親

が
子
ど
も
に
言
い
聞
か
せ
る

よ
う
に
︑
優
し
い
中
に
も
繊

細
で
キ
リ
っ
と
し
た
言
葉
遣

　

同
社
が
本
社
を
構
え
る
長

岡
市
は
︑
海
沿
い
の
一
部
の

地
域
を
除
き
﹁
特
別
豪
雪
地

帯
﹂
に
指
定
さ
れ
て
い
る
︒

Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
周
辺
の
市
街
地

に
は
︑
道
路
に
消
雪
パ
イ
プ

が
埋
設
さ
れ
て
お
り
︑
雪
が

降
り
続
く
際
に
も
車
両
の
通

行
が
確
保
さ
れ
て
い
る
一
方
︑

山
間
部
な
ど
で
は
積
雪
が
２

㍍
を
超
え
︑
除
雪
に
頼
る
地

域
も
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑
同

社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
安
全

に
止
ま
れ
る
ス
ピ
ー
ド
で
の

走
行
︑
急
ハ
ン
ド
ル
や
急
ブ

レ
ー
キ
の
回
避
︑
十
分
な
車

間
距
離
の
確
保
な
ど
︑
雪
道

対
策
を
徹
底
さ
せ
て
い
る
︒

　

同
社
に
は
20
代
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
５
人
ほ
ど
在
籍
し
て

い
る
が
︑
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー

の
中
に
は
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を

装
着
し
た
経
験
が
な
い
人
も

い
る
︒
そ
の
た
め
︑
同
社
で

は
若
年
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
を

対
象
に
チ
ェ
ー
ン
装
着
に
関

す
る
指
導
を
実
施
︒
チ
ェ
ー

ン
装
着
実
習
な
ど
を
通
じ
て

チ
ェ
ー
ン
の
付
け
方
を
覚
え

て
も
ら
う
と
と
も
に
︑
雪
が

降
っ
て
き
た
際
に
は
早
め
に

チ
ェ
ー
ン
を
装
着
す
る
よ
う

呼
び
か
け
て
い
る
︒

滞
留
が
発
生
︒
物
流
が
滞
っ

た
こ
と
で
社
会
経
済
活
動
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
︒

　

同
社
で
も
︑
か
つ
て
関
越

道
で
車
両
が
立
ち
往
生
し
た

経
験
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑

冬
期
は
運
行
管
理
者
が
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
し
て
︑
食
料
や

水
︑
毛
布
な
ど
を
携
行
さ
せ

る
ほ
か
︑
燃
料
を
満
タ
ン
に

し
た
上
で
出
発
す
る
よ
う
呼

び
か
け
て
い
る
︒た

︑
卒
園
を
控

え
た
子
ど
も
た

ち
に
自
由
に
絵

を
描
い
て
も
ら

い
︑
そ
れ
を
車

両
ボ
デ
ィ
に
ラ

ッ
ピ
ン
グ
し
た

上
で
︑
ラ
ッ
ピ

ン
グ
車
両
を
幼

稚
園
で
お
披
露

目
す
る
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
も
実

施
し
て
き
た
︒

現
在
で
は
本
社

に
３
台
︑
新
潟

営
業
所
と
長
野

営
業
所
に
は
各

に
幼
稚
園
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
を

運
び
︑
車
体
や
荷
台
の
大
き

さ
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
体

験
し
て
も
ら
っ
て
い
た
︒
ま

　

同
社
で
は
︑
本
社
の
近
く

に
あ
る
幼
稚
園
と
交
流
を
深

め
て
お
り
︑
コ
ロ
ナ
禍
前
に

は
同
社
に
新
車
が
入
る
た
び

１
台
︑
計
５
台
の
ラ
ッ
ピ
ン

グ
ト
ラ
ッ
ク
が
運
行
し
て
い

る
と
い
う
︒

　
﹁
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た

絵
に
は
︑
危
険
運
転
を
抑
止

す
る
効
果
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
︒
当
社
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
そ
の
絵
を
目
に
す
る
こ

と
で
︑
自
分
の
子
ど
も
や
家

族
の
こ
と
を
思
い
出
し
︑﹃
安

全
運
転
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
﹄
と
︑
気
持
ち
を
引
き
締

め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
︒
ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
周

囲
を
走
行
す
る
車
両
の
ド
ラ

イ
バ
ー
も
︑
子
ど
も
た
ち
の

絵
を
見
る
こ
と
で
家
族
の
こ

と
を
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
ま
す
︒
こ
れ
か
ら
も

子
ど
も
た
ち
か
ら
パ
ワ
ー
を

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
︑
交
通

安
全
の
大
切
さ
を
全
国
に
向

け
て
呼
び
か
け
て
い
き
た
い

で
す
﹂（
同
）

事故防止への着実な取り組みが　荷主や地域社会からの信頼を育む !!事故防止への着実な取り組みが　荷主や地域社会からの信頼を育む !!
事業者内の遠隔点呼を実施　運行管理の効率化も進める事業者内の遠隔点呼を実施　運行管理の効率化も進める

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対
策
の

様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
遠
隔
点
呼
を
導
入
し
て
運
行
管
理
に

お
け
る
実
効
性
を
高
め
︑
安
全
性
の
確
保
に
繋
げ

て
い
る
︑
新
潟
県
長
岡
市
の
株
式
会
社
大
原
運
輸

を
紹
介
し
ま
す
︒

企業プロフィール
■ 社　　　名� ㈱大原運輸
■ 本社所在地� 新潟県長岡市古正寺3-95
■ 代　表　者 代表取締役　布川　裕見子
■ 設　　　立　昭和47年10月
■ 資　本　金� 1,950万円
■ 社　員　数� 39人（うちドライバー37人）
■ 車　両　数� 36台

﹁
特
別
豪
雪
地
帯
﹂
に
指
定
さ
れ
る
長
岡
市

冬
期
に
お
け
る
安
全
対
策
を
万
全
に
実
施

子
ど
も
た
ち
の
絵
が
﹁
事
故
防
止
﹂
意
識
を
高
め

安
心
・
安
全
な
地
域
社
会
の
実
現
へ

本
社
機
能
移
転
を
契
機
に
遠
隔
点
呼
を
導
入

点
呼
執
行
者
に
女
性
を
充
て
て
繊
細
な
注
意
を
促
す

事
故
被
害
が
甚
大
に
な
る
鋼
材
輸
送
か
ら
撤
退

企
業
理
念
を
刷
新
し
て
さ
ら
な
る
安
全
を
誓
う

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
絵
が
描
か
れ
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両

が
幼
稚
園
を
訪
問
。
子
ど
も
た
ち
と
の
記
念
撮
影
を

行
っ
た

遠
隔
地
に
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
携
帯
型
の
ア
ル
コ
ー
ル
検

知
器
で
測
定
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
は
、
本
社

に
送
信
さ
れ
た
上
で
、
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
る

同
社
の
ト
ラ
ッ
ク
が
あ
し
ら
わ
れ
た
パ
ネ
ル
を
掲
示
し
、
従
業
員
の
安
全
意
識

を
高
め
て
い
る

同社では、長岡市内にある本社と、市内の車庫、新潟・長野の各営業所を結び、
女性の点呼執行者による遠隔点呼を実施している

布川　裕見子
代表取締役 　

株
式
会
社
大
原
運
輸
（
新
潟
県
長
岡
市
）

第
38
回
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危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
４
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①この場面で、交差点から小さい光が見えています。そのこ
とから、車や自転車（二輪車）が接近していることが分か
ります。「自車が優先だから」と漫然と運転していると、交
差車両と衝突する危険があります。特に、自転車は一時
停止をしないことが多いので、注意が必要です。夜間の
運転では、こうした小さな光を見落とさないことが大切
です。夜間の交差点で、小さな光を見つけた時は、出会
い頭事故を防止するため、いつでも止まれるよう減速し
ておきましょう。

②夜間では、コンビニエンスストア等の商店や自動販売機
など明るい光を放つところに視線が向きがちになるた
め、その周囲の暗闇への注意が疎かになりがちです。こ
の場面では、商店に向かって道路を横断してきた歩行者
や商店の先に駐車している車両など、明るい場所の近く
の暗闇に潜む危険を見落とすおそれがあります。夜間で
は明るい場所だけでなく、周辺の暗いところにもしっか
り注意を払いながら運転してください。

③買い物を終えた客は「早く家に帰りたい」、「車は止まって
くれるだろう」と考え、周囲を確認せずに道路に出てくる
ことが考えられます。「このまま通過できるだろう」などと
自分に都合よく考えていると、商店から出てきた歩行者
と衝突するおそれがあります。商店のそばを通過する時

①交差点から出てきた車や自転車と衝突する危険
があります（図１）。

②道路を横断してきた歩行者や駐車車両を見落と
して、衝突する危険があります（図2）。

③商店から出てきた歩行車と衝突する危険があり
ます（図3）。

　夜間、通行区分のない道路を走行して
います。前方には交差点があります。また、
交差点の先には、商店の明かりが見えま
す。この場面にはどのような危険がありま
すか。また、危険を避けるためにはどのよ
うな運転をすればよいでしょうか。考えて
みましょう。

図１

図２

図３

は、常に商店からの飛出しがあることを予測して、
いつでも止まれるよう徐行することを心がけまし
ょう。夜間は危険を積極的に探すことと、スピード
ダウンを徹底してください。

商店

商店

商店

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜積載編〜
	 【解 答】4面に問題
❶	×（法第57条第3項）貨物が分割
できず積載重量等を超えることとな
る場合において、出発地警察署長が
当該車両の構造または道路もしくは
交通の状況により支障がないと認め
て積載重量等を限って許可をしたと
きは、制限を超える積載をして車両
を運転することができる。
❷	○（法第58条第2項）制限外許可
証の交付を受けた車両の運転者は、
当該許可に係る車両の運転中、当該
許可証を携帯していなければならな
い。
❸	○（法第58条の2）警察官は、過
積載をしていると認められる車両が
運転されているときは、当該車両を

停止させ、並びに当該車両の運転者
に対し、自動車検査証、その他政令
で定める書類の提示を求め、及び当
該車両の積載物の重量を測定するこ
とができる。
❹	×（施行令第22条第4号）積載物
は、自動車の車体の左右から自動車
の幅の10分の1の幅を超えてはみ出
さないこと。
❺	○（教則第4章第4節	乗車と積載
5）危険物を運搬するときは、包装、
積載などを確実にし、危険物を運搬
中であることを示す標示板などを掲
げるようにし、また、駐車するとき
は、危険な場所を避け、危険物を見
張る。

（10月10日号）

A B C D E F G
サ ー ビ ス エ リ ア

答え合わせ

出典：全日本トラック協会ＨＰ「無料採用ホームページ
開設支援事業」

　

時
間
外
労
働
上
限
規
制
の

適
用
に
よ
り
︑
ま
す
ま
す
人

材
不
足
に
拍
車
が
か
か
っ
て

い
ま
す
︒

　

私
は
︑２
０
０
０
年
代
に
︑

運
送
会
社
で
運
行
管
理
者
と

し
て
長
距
離
運
行
ト
ラ
ッ
ク

の
配
車
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
︒
そ
の
当
時
の
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
30
代
で
も

自
宅
を
持
つ
こ
と
が
可
能
な

ほ
ど
の
収
入
が
あ
り
︑
ベ
テ

ラ
ン
で
も
新
人
で
も
運
行
に

応
じ
︑
高
い
水
準
の
賃
金
を

得
ら
れ
る
会
社
が
多
か
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑

人
材
不
足
と
い
う
声
も
あ
ま

り
聞
か
れ
ず
︑
就
職
希
望
者

も
多
数
あ
り
ま
し
た
︒
さ
ら

に
︑
転
職
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

も
少
な
い
な
か
で
︑
安
定
し

た
会
社
経
営
を
行
い
︑
実
績

を
上
げ
て
い
た
運
送
事
業
者

も
多
く
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
︒

　

今
般
の
時
間
外
労
働
上
限

規
制
に
伴
い
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
が
短

縮
さ
れ
て
も
︑
現
在
以
上
の

賃
金
が
保
障
さ
れ
︑
労
働
環

境
が
よ
り
よ
く
な
る
の
で
あ

れ
ば
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

　
﹁
中
型
・
大
型
免
許
が
な

け
れ
ば
︑
運
送
会
社
に
は
就

職
で
き
な
い
﹂
と
考
え
て
い

る
求
職
者
も
多
い
よ
う
で
す
︒

ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
免

許
取
得
に
は
︑
高
額
な
費
用

が
必
要
と
な
り
ま
す
︒

　

免
許
取
得
に
関
し
て
は
︑

行
政
や
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
か
ら
の
助
成
金
や
補
助

金
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
︒
ま
た
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑﹁
若
年

ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
の
た
め
の

運
転
免
許
取
得
支
援
助
成
事

業
﹂（
二
次
元

コ
ー
ド
①
）

を
実
施
し
て

お
り
︑
特
例

教
習
の
講
習
や
︑
準
中
型
免

許
の
う
ち
︑
①
準
中
型
免
許

の
新
規
取
得
（
普
通
免
許
取

得
後
の
取
得
を
含
む
）︑
②

ー
不
足
に
も
︑
明
る
い
未
来

が
訪
れ
る
と
考
え
ま
す
︒
ま

た
︑
最
近
の
働
き
方
に
は
様

５
㌧
限
定
準
中
型
免
許
の
限

定
解
除
︱
︱
の
た
め
に
指
定

教
習
所
等
で
か
か
る
費
用
に

　

最
近
で
は
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
専
門
の
求
人
サ
イ
ト

も
あ
り
ま
す
が
︑
そ
う
し
た

サ
イ
ト
を
利
用
す
れ
ば
︑
必

ず
応
募
が
あ
る
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
求
人
広

告
に
高
額
な
費
用
を
か
け
て

も
１
人
の
応
募
も
な
か
っ
た
︑

と
い
う
厳
し
い
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
︒
転
職
を
考
え
て
い

る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
休
憩
中

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

転
職
先
を
探
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
︑
自
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
つ
い

て
は
︑
ス
マ
ホ
か
ら
閲
覧
可

能
な
サ
イ
ト
を
作
り
︑
会
社

を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
と
ド
ラ

イ
バ
ー
採
用
に
特
化
し
た
ペ

ー
ジ
を
別
に
作
成
す
る
︑
と

い
う
の
も
ひ
と
つ
の
方
法
で

す
︒

　

全
ト
協
Ｈ
Ｐ
内
の
﹁
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
ろ
う

（
求
人
情

報
）﹂（
二
次

元
コ
ー
ド
②
）

ペ
ー
ジ
で
は
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
採
用
の
た
め
の

Ｈ
Ｐ
を
無
料
で
作
成
で
き

々
な
方
法
が
あ
る
の
で
︑﹁
多

様
な
働
き
方
﹂
の
活
用
を
検

討
す
る
こ
と
も
ひ
と
つ
の
対

策
で
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
は
︑

日
本
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
支

え
る
︑
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
な
職

業
で
す
︒
だ
か
ら
こ
そ
︑
お

客
様
か
ら
信
頼
を
得
る
︑
働

き
が
い
の
あ
る
職
業
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
︒

つ
い
て
︑
事
業
者
が
負
担
し

た
場
合
に
限
り
︑
助
成
を
行

っ
て
い
ま
す
︒
自
社
で
ド
ラ

イ
バ
ー
を
採
用
し
︑
育
成
し

た
い
と
考
え
て
い
る
運
送
事

業
者
も
︑
大
い
に
活
用
で
き

る
と
思
い
ま
す
︒

る
︑
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
の
﹁
Ａ

ｉ
ｒ
ワ
ー
ク
採
用
管
理
﹂
を

紹
介
す
る
動
画
（
写
真
、
二

次
元
コ
ー
ド
③
）
を
掲
載
︒

同
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
自

社
採
用
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る

事
業
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
︒

　

な
お
︑
同
サ
ー
ビ
ス
を
利

　

高
等
学
校
新
規
卒
業
者
採

用
を
行
う
場
合
は
︑
就
職
担

当
の
学
校
教
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
す
︒

担
当
教
員
に
対
し
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
や
ド
ラ
イ
バ
ー

職
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
の
活
動
を
行
い
ま

し
ょ
う
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
学
生
向
け

の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
紹
介

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹃
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！ 

Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｃ
Ｋ
!! 

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
!!!
﹄（
二
次
元
コ

ー
ド
④
）
を
毎
年
発
行
し
て

い
ま
す
︒
担

当
教
員
と
の

面
接
時
や
︑

学
校
で
の
物

流
出
前
授
業
な
ど
で
同
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
重
要
性
を

Ｐ
Ｒ
し
︑
採
用
に
繋
げ
ま
し

ょ
う
︒

　

ま
た
︑
全
ト
協
で
は
︑
卒

業
後
に
就
職
を
希
望
す
る
学

生
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

ヘ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
︑﹁
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

導
入
促
進
支
援
事
業
﹂（
二

次
元
コ
ー
ド

⑤
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
︒

同
事
業
と
リ

ン
ク
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
専
用
サ
イ
ト
も
開
設
さ
れ

て
お
り
︑
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
受
け
入
れ
る
事
業
者
は
︑

同
サ
イ
ト
に
情
報
を
登
録
す

る
こ
と
で
︑
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
︒

　

さ
ら
に
全
ト
協
で
は
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る

人
材
確
保
に
向
け
た
募
集
方

法
の
ひ
と
つ
と
し
て
︑
退
職

自
衛
官
の
再

就
職
を
活
用

す
る
よ
う
呼

び
か
け
て
い

ま
す
（
二
次
元
コ
ー
ド
⑥
）︒

　

注
意
点
と
し
て
︑
自
衛
隊

で
は
︑
任
務
に
必
要
な
大
型

免
許
を
取
得
し
て
い
て
も
︑

一
般
車
両
の
免
許
内
容
の
基

準
に
は
達
し
て
い
な
い
た
め
︑

退
職
後
︑
自
衛
隊
に
お
け
る

大
型
免
許
は
︑
中
型
免
許
扱

い
と
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
︒
そ
の
た
め
︑
し
ば
ら

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
で
は
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
材
不
足
に

つ
い
て
厳
し
い
話
も
聞
き
ま

す
が
︑
労
働
環
境
の
よ
い
会

社
に
は
︑
人
が
集
ま
っ
て
き

ま
す
︒
自
社
の
特
性
に
応
じ

た
労
働
時
間
管
理
や
採
用
活

動
の
手
法
を
築
き
上
げ
︑
会

社
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
︑
何
よ
り
重

要
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
︒

用
し
て
掲
載
し
た
求
人
情
報

は
︑
条
件
を
満
た
せ
ば
同
社

の
求
人
サ
イ
ト
﹁
Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ

ｅ
ｄ
﹂
に
も
自
動
転
載
さ
れ

る
た
め
︑
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

も
連
動
し
た
︑
よ
り
効
率
的

な
求
人
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
︒
こ
う
し
た
無
料
採
用

支
援
ツ
ー
ル
等
を
活
用
す
る

こ
と
が
︑
実
効
性
の
高
い
採

用
活
動
に
繋
が
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
︒

　

ま
た
︑
実
際
に
応
募
が
あ

っ
た
後
は
︑﹁
必
ず
面
接
に
来

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
対
応
﹂
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
︒
な
ぜ
な
ら

ば
︑
面
接
当
日
に
応
募
者
と

音
信
不
通
に
な
る
と
い
う
例

が
少
な
く
な
い
か
ら
で
す
︒

面
接
日
は
で
き
る
限
り
直
近

に
設
定
し
︑
面
接
前
日
に
は

リ
マ
イ
ン
ド
メ
ー
ル
を
送
る

な
ど
︑
丁
寧
な
対
応
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
︒

く
の
間
︑
運
転
指
導
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

　

そ
の
ほ
か
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
を
補
う
た
め
︑
外
国
人

特
定
技
能
制
度
に
自
動
車
運

転
者
が
加
わ
る
こ
と
で
︑
外

国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
が

拡
大
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
全
ト

協
Ｈ
Ｐ
の
会

員
専
用
ペ
ー

ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
⑦
）
に

掲
載
の
動
画
﹁
外
国
人
特
定

技
能
制
度
に
関
す
る
説
明
会

（
録
画
）﹂
の
視
聴
を
お
す

す
め
し
ま
す
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
解
消
の

実
例
に
学
ぼ
う

　

私
が
社
会
保
険
労
務
士
と

し
て
携
わ
っ
た
︑
実
際
の
ド

ラ
イ
バ
ー
採
用
事
例
を
ご
紹

介
し
ま
す
︒

　

そ
の
運
送
会
社
の
経
営
者

は
︑
人
材
募
集
に
求
人
サ
イ

ト
を
一
切
使
わ
ず
︑
会
社
周

辺
で
の
直
接
の
声
か
け
に
よ

り
︑
応
募
者
を
増
や
し
ま
し

た
︒
例
え
ば
︑
普
段
利
用
し

て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
働
く
ア
ル
バ
イ
ト
店
員

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

な
か
で
︑
就
職
先
を
探
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
︑﹁
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
職
に
就
い
て

み
て
は
ど
う
か
﹂
と
話
を
し

た
そ
う
で
す
︒
長
時
間
の
勤

務
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
し
て
い
ま

し
た
が
︑会
社
を
見
学
し
て
︑

入
社
を
決
め
た
後
は
︑
１
日

１
時
間
ほ
ど
の
勤
務
か
ら
始

め
︑
徐
々
に
時
間
を
延
ば
し

て
い
き
︑
今
で
は
フ
ル
タ
イ

ム
の
正
社
員
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
そ
う
で
す
︒

　

ま
た
︑
最
近
の
若
い
世
代

（
Ｚ
世
代
）
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
募
集
の
成
功
例
と
し

て
︑
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
な
ど
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
募
集

し
︑
採
用
に
繋
が
っ
た
と
い

う
事
例
も
あ
り
ま
し
た
︒

全
国
社
会
保
険
労
務
士
会
連
合
会　

働
き
方
改
革
推
進
特
別
委
員
会
委
員　

特
定
社
会
保
険
労
務
士　

石
原　

清
美
氏

全
国
社
会
保
険
労
務
士
会
連
合
会　

働
き
方
改
革
推
進
特
別
委
員
会
委
員　

特
定
社
会
保
険
労
務
士　

石
原　

清
美
氏

寄
稿
③

は
じ
め
に

　

今
年
４
月
か
ら
自
動
車
運
転
者
の
時

間
外
労
働
上
限
規
制（
年
９
６
０
時
間
）

と
改
正
﹁
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時
間

等
の
改
善
基
準
告
示
﹂（
改
善
基
準
告

示
）
が
適
用
さ
れ
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
物
流

の
２
０
２
４
年
問
題
﹂
に
直
面
し
て
い

ま
す
︒﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
３
回

に
わ
た
り
﹁
労
働
時
間
管
理
方
法
﹂︑﹁
賃

金
制
度
・
評
価
制
度
﹂︑﹁
人
材
確
保
・

採
用
対
策
﹂
を
テ
ー
マ
に
︑
全
国
社
会

保
険
労
務
士
会
連
合
会
働
き
方
改
革
推

進
特
別
委
員
会
委
員
に
よ
る
特
別
寄
稿

を
連
載
し
て
い
ま
す
︒

　

最
終
回
の
今
回
は
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
に
対
応
し
た
人
材
確
保
・
採
用
対
策
﹂

に
つ
い
て
︑
特
定
社
会
保
険
労
務
士
の

石
原
清
美
氏
に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

お
わ
り
に

無料採用ホームページ
開設支援事業YouTube動画

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
対
応
し
た
人
材
確
保
・
採
用
対
策
に
つ
い
て

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
対
応
し
た
人
材
確
保
・
採
用
対
策
に
つ
い
て

具
体
的
な
ド
ラ
イ
バ
ー
募
集
方
法

具
体
的
な
ド
ラ
イ
バ
ー
募
集
方
法

ド
ラ
イ
バ
ー
採
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

ド
ラ
イ
バ
ー
採
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

新
規
学
卒
者
・
自
衛
隊
退
職
者
・

新
規
学
卒
者
・
自
衛
隊
退
職
者
・

外
国
人
な
ど
採
用
窓
口
を
広
げ
る

外
国
人
な
ど
採
用
窓
口
を
広
げ
る

ド
ラ
イ
バ
ー
人
材
不
足
の
原
因
を
考
え
る

ド
ラ
イ
バ
ー
人
材
不
足
の
原
因
を
考
え
る

「
免
許
制
度
の
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
」
は
助
成
で
克
服

「
免
許
制
度
の
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
」
は
助
成
で
克
服
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で 検 索グリーン経営

認証取得後8トン以上のトラックで3.1％の燃費向上、車両故障件数20.9％減少。
交通事故発生件数25.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2022年版より）環境改善にとどまらない効果。

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 会　場 主催 問合せ先対象業種

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-5844-6276
※ガイダンスの2番を
押してください

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-5844-6276

※ガイダンスの2番を押してください

四国運輸局 
交通政策部 環境・物流課
☎087－802－6726

AP 大阪淀屋橋
３階　Ｈ＋Ｉルーム

大阪府大阪市中央区北浜 3-2-25　京阪淀屋橋ビル 3F
近畿運輸局11月25日（月）トラック

バス、タクシー 13：30～16：30

13：30～16：30
茨城県トラック総合会館

研修室３
茨城県水戸市見川町 2440-1

関東運輸局12月6日（金）トラック
バス、タクシー

13：30～16：30
公益社団法人 和歌山県トラック協会

３階　大会議室
和歌山県和歌山市湊 1414

近畿運輸局12月20日（金）トラック
バス、タクシー

高松サンポート合同庁舎南館
102小会議室　1F

香川県高松市サンポート 3-33
四国運輸局12月2日（月）トラック

バス、タクシー 13：30～16：00

安全運行のオアシス
トラックステーション

全国23か所のトラックステーション（TS）は全国23か所のトラックステーション（TS）は
トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、
長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない
休憩施設です。休憩施設です。

全国23か所のトラックステーション（TS）は
トラックドライバーの安全運行を支える、
長距離運行に欠かせない
休憩施設です。

❶
❷

❸

❹

❺

❻

❼
❽

❾

11

1213
14

10

1718
19

15
16

22 23

2021

名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 63

❸ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❹ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❺ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❻ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❼ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❽ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

❾ 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市中央区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 37

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

2024・11・1

▼
帰
宅
途
中
に
よ
く
立
ち
寄
る
︑

24
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
の
出
来
事
︒
見
た
目
︑

50
代
と
思
し
き
男
性
が
先
程
か
ら

レ
ジ
の
若
い
女
性
に
し
き
り
に
難

癖
を
つ
け
て
い
ま
す
︒﹁
そ
れ
が

客
に
対
す
る
態
度
か
︒
と
に
か
く

謝
れ
﹂
と
︑
物
凄
い
剣
幕
で
怒
鳴

っ
て
い
ま
す
︒
女
性
の
顔
は
恐
怖

に
怯
え
た
表
情
に
な
り
︑
言
葉
が

出
ま
せ
ん
︒
す
る
と
︑
奥
か
ら
男

性
の
店
長
が
出
て
き
て
︑
丁
寧
に

﹁
失
礼
が
あ
っ
た
よ
う
で
お
詫
び

し
ま
す
﹂
と
真
摯
な
対
応
で
す
︒

そ
し
て
︑
店
長
の
口
か
ら
次
い
で

出
た
言
葉
に
︑
私
は
心
の
中
で
快

哉
を
叫
び
ま
し
た
︒﹁
来
店
の
た

び
に
難
癖
を
付
け
︑
店
員
を
叱
責

す
る
の
は
今
日
限
り
に
し
て
下
さ

い
︒
然
る
べ
き
措
置
も
考
え
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
﹂
と
︑
毅
然
と
し
た

物
言
い
で
し
た
︒
唖
然
と
し
た
ク

レ
イ
マ
ー
の
客
は
︑
捨
て
台
詞
を

吐
き
な
が
ら
憮
然
と
し
た
態
度
で

お
店
を
出
て
行
き
ま
し
た
︒
▼
昨

今
︑
増
加
の
一
途
を
辿
る
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
カ
ス
ハ

ラ
）
に
よ
る
執
拗
な
嫌
が
ら
せ

は
︑
相
手
の
心
に
深
い
傷
を
負
わ

せ
ま
す
︒
一
体
︑
何
時
か
ら
人
は

こ
ん
な
に
心
を
病
ん
で
し
ま
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
︒
相
手
を
慮
る
心

が
欠
如
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
︒
今
ま
で
は
︑
人
生
の
先
輩

か
ら
自
然
と
見
聞
き
し
た
経
験
を

後
輩
に
伝
え
る
こ
と
が
世
の
習
い

で
し
た
︒
し
か
し
現
代
で
は
︑
誰

で
も
簡
単
に
情
報
発
信
が
で
き
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し
︑
こ
れ
が
カ
ス

ハ
ラ
を
助
長
し
た
要
因
の
一
つ
で

は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒

▼
あ
る
日
︑
週
末
に
よ
く
行
く
地

元
の
ス
ー
パ
ー
で
の
出
来
事
︒
レ

ジ
は
４
か
所
あ
る
の
に
︑
右
側
の

レ
ジ
が
他
の
レ
ジ
に
比
べ
て
混
ん

で
い
ま
す
︒
見
る
と
60
代
と
思
し

き
女
性
が
︑
優
し
い
眼
差
し
で
テ

キ
パ
キ
と
仕
事
を
熟
し
て
い
ま

す
︒﹁
お
箸
は
何
膳
必
要
で
す
か
︒

お
支
払
い
は
ど
う
さ
れ
ま
す

か
﹂︒
対
す
る
お
客
さ
ん
は
﹁
カ

ー
ド
で
支
払
い
ま
す
︒
ポ
イ
ン
ト

は
貯
め
て
く
だ
さ
い
﹂
と
︑
に
こ

や
か
に
応
え
て
い
ま
す
︒
常
連
の

客
ほ
ど
︑
感
じ
が
良
く
仕
事
に
意

欲
の
あ
る
女
性
の
い
る
レ
ジ
に
並

ぶ
の
で
し
ょ
う
︒
挨
拶
︑
笑
顔
︑

言
葉
遣
い
︑
真
摯
な
態
度
︑
そ
の

一
つ
ひ
と
つ
で
双
方
の
気
持
ち
を

通
じ
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
︑
そ
こ
に
は
自
然
と
信
頼
関
係

が
生
ま
れ
ま
す
︒
日
本
人
の
根
底

に
あ
る
︑﹁
優
し
い
思
い
遣
り
﹂

を
︑
是
非
と
も
蘇
ら
せ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
！

 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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Ⓐの絵と異なる箇所30か所についてⒷに○をつけてください（印刷の汚れやカスレは間違いに含みません）。

【応募方法】�ⒶⒷ2つの絵には30か所の間違いがあります。Ⓑの絵を切り取るかコピーして、郵便はがきに貼ってお送りくだ
さい。郵便番号、住所、氏名、会社名ならびに『広報とらっく』に対するご意見、ご感想もお書きください。正
解者の中から抽せんで20名様に記念品を差し上げます。

【締め切り】� 令和6年11月30日（土）（当日消印有効）
【宛て先】� 〒160-0004�東京都新宿区四谷三丁目２番地５�全日本トラック総合会館
� （公社）全日本トラック協会�総務部広報室
【 発 表 】� 当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。まちがいさがしの正解は12月1日号（予定）の

本紙に掲載予定です。皆様のご応募をお待ちしています。
※ご記載いただきました個人情報の取り扱いについては、「公益社団法人全日本トラック協会�個人情報保護方
針」に準じます。

まちがいさがしまちがいさがし
30か所みつけられるかな？30か所みつけられるかな？
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【作画】前川しんすけ

冬
用
タ
イ
ヤ
交
換
時
に
は

冬
用
タ
イ
ヤ
交
換
時
に
は

確
実
な
作
業
の
実
施
を
！

確
実
な
作
業
の
実
施
を
！

　

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故

件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
︑
令
和
５
年
度
に
は
１
４

２
件
発
生
︒
４
年
度
（
１
４

０
件
）
よ
り
２
件
増
加
し
て

い
る
︒
車
輪
脱
落
事
故
に
伴

う
人
身
事
故
は
２
件
発
生
し

て
お
り
︑
う
ち
１
件
は
死
亡

を
伴
う
事
故
で
あ
っ
た
︒

　

車
輪
脱
落
事
故
の
月
別
発

生
件
数
（
５
年
度
）
を
み
る

と
︑
５
年
度
に
発
生
し
た
１

４
２
件
の
う
ち
︑
11
月
~
３

月
に
１
０
２
件
（
72
％
）
発

生
し
て
お
り
︑
冬
期
に
車
輪

脱
落
事
故
が
多
く
発
生
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る（
図
１
）︒

　

ま
た
︑
車
輪
脱
着
作
業
か

ら
車
輪
脱
落
事
故
発
生
ま
で

の
期
間
（
同
）
で
は
︑
車
輪

脱
着
作
業
後
１
か
月
以
内
に

車
輪
脱
落
事
故
が
発
生
し
た

も
の
が
︑
全
体
の
半
数
以
上

を
占
め
て
い
る
（
図
２
）︒

　

さ
ら
に
︑
５
年
度
に
発
生

し
た
車
輪
脱
落
事
故
の
事
故

原
因
に
つ
い
て
︑
タ
イ
ヤ
脱

着
作
業
内
容
別
に
分
類
す
る

と
︑
冬
用
タ
イ
ヤ
な
ど
へ
の

タ
イ
ヤ
交
換
等
が
原
因
の
事

故
が
全
体
の
86
％
を
占
め
た

（
図
３
）︒

　

な
お
︑
脱
落
し
た
車
輪
位

置
（
図
４
）
を
み
る
と
︑
左

後
輪
が
94
％
と
︑
左
後
輪
が

脱
落
す
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
り
︑
こ
れ
は
例
年
の

傾
向
と
変
化
は
な
か
っ
た
︒

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
５
年

度
に
発
生
し
た
車
輪
脱
落
事

故
車
両
１
４
２
台
の
う
ち
１

１
９
台
に
対
し
て
︑
各
部
品

塗
布
や
劣
化
し
た
部
品
の
交

換
が
さ
れ
て
い
な
い
車
両
や
︑

タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
後
の
増
し

締
め
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い

車
両
が
確
認
さ
れ
た
（
写
真

左
中
段
）︒

の
劣
化
・

損
傷
状
態

や
︑
タ
イ

ヤ
脱
着
作

業
の
実
施

状
況
を
確

認
す
る

﹁
事
故
車

両
調
査
﹂

を
実
施
し

た
︒

　

そ
の
結

果
︑
タ
イ

ヤ
脱
着
作

業
時
に
適

切
な
点
検

・
清
掃
︑

潤
滑
剤
の

　

冬
用
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
な
ど
の
車
輪
脱

着
作
業
か
ら
１
〜
２
か
月
後
に
︑
大
型
車

に
よ
る
車
輪
脱
落
事
故
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
︒
積
雪
予
報
が
発
せ
ら
れ
た
直
後

に
交
換
作
業
が
集
中
す
る
こ
と
で
︑
作
業

ミ
ス
が
発
生
し
︑
不
適
切
な
脱
着
作
業
が

行
わ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
︒

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
令
和
６
年
10
月
か

ら
７
年
２
月
に
か
け
て
︑﹁
大
型
車
の
車
輪

脱
落
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を
実
施

し
て
い
ま
す
︒
こ
こ
で
は
︑
令
和
５
年
度

の
車
輪
脱
落
事
故
発
生
状
況
を
確
認
す
る

と
と
も
に
︑
適
切
な
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
の

実
施
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒

　

図
５
で
は
︑
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
車

輪
脱
落
を
防
ぐ
た
め
の
具
体
的
な
タ

イ
ヤ
交
換
作
業
の
手
順
と
方
法
に
つ

い
て
動
画
（
二
次
元
コ

ー
ド
）
を
作
成
し
︑

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

公
開
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
全
ト
協
で
は
会
員
事
業
者

に
対
し
て
︑同
動
画
な
ど
を
活
用
し
︑

こ
れ
か
ら
の
時
期
に
増
加
す
る
タ
イ

ヤ
交
換
作
業
や
︑
タ
イ
ヤ
交
換
後
の

増
し
締
め
作
業
の
確
実
な
実
施
に
努

め
︑
車
輪
脱
落
事
故
防
止
の
徹
底
を

図
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

な
お
︑今
号
の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄

に
︑
車
輪
脱
落
事
故
防
止
啓
発
パ
ン

フ
レ
ッ

ト
（
写

真
）
を

同
封
し

て
い
る
︒

図 1

図２

142件のうち、11月～３月に72％（102件）発生と冬期に集中

図５

図３ 図４

事
故
車
両
調
査
に
よ
り
確
認
さ
れ
た

　
　
　
　各
部
品
の
劣
化
・
損
傷
事
例

事
故
発
生
件
数
は
増
加
傾
向
に

事
故
発
生
件
数
は
増
加
傾
向
に

1111
月
～
３
月
に
７
割
発
生
と
冬
期
に
集
中

月
～
３
月
に
７
割
発
生
と
冬
期
に
集
中

作
業
の
集
中
を
避
け
て
、
平
準
化
を
！

不
適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
が

不
適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
が

死
亡
事
故
に
も
繋
が
る
車
輪
脱
落
原
因
に

死
亡
事
故
に
も
繋
が
る
車
輪
脱
落
原
因
に

タ
イ
ヤ
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大型トラックの車輪脱落は死亡事故や重大事故につながります！！

ホイール・ナットの緩みを見える化へ
●規定トルクで締め付けたホイール・ナットに「マーキング」して、
走行等によりホイール・ナットが緩んだ状態を可視化できます。

適正なタイヤ交換作業の手順などの情報はこちらからご覧ください

●確実な日常点検の実施方法を社内で再徹底しましょう。 ホイール・
ナットへの
マーキング例

✓日常点検項目と点検のポイント（動画）
✓タイヤ交換時のポイント（動画）
https://jta.or.jp/member/anzen/tenken_snow_dvd.html

タイヤ交換作業の手順と方法（動画）
https://jta.or.jp/member/anzen/datsurin_torikumi.html

車輪脱落事故の情報
https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha/tenkenseibi/tenken/t2/t2-1/

    S
TOP!　車輪脱落事故！
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脱
落
事
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依然
減らない
重大事故

車輪脱落事故

国土交通省

全日本
トラック
協会

事故の恐ろしさを知って ！
大型車の車輪脱落事故（動画）
https://www.youtube.com/watch?v=BE6-rcq81C8

50km～100km走ったら 必ずトルクレンチで増し締めを！

車輪脱落事故を起こすと行政処分等により「車両の使用停止」

規定トルクで締め付けを行っても、
走行すると必ず緩みが発生します。
タイヤを交換してから50kmから
100km走行後、トルクレンチを使
って、規定トルクでの増し締めを必
ず実施してください（トルクレンチ
を保有していない場合には、最寄り
の整備工場など、トルクレンチが備
わっているところで実施しましょう）。

※増し締め作業を行う場合には、道路
上で行うのは危険なのでやめましょう。

助成の詳細は最寄りのトラック協会に
お問合せください

ホイール・ボルトの折損、ホイール・ナットの脱落
またはそれらに類する事象に起因する
車輪脱落事故が発生したもの（注）

行政処分等の基準

初違反

車両の使用停止期間

再違反
２０日車
4０日車

（注）車輪が脱落した要因に事業者の関与が無く、事業者による点検整備が確実に行われていることの証明があった場合を除く。

ストップ

（国土交通省提供）

ただしい交換作業手順を
再チェック

全国でみると発生件数は増加傾向
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142件
140件

※前年比で減少した一部地域もあります。
※統計データは、「自動車事故報告規則に基づく報告及び自動車メーカーからの報告」（国土交通省）による。以下、同じ。

死亡事故 １件
重傷事故 １件
軽傷事故 １件
重傷事故 １件
軽傷事故 ４件

近年の人身事故の状況

2023年

2022年

2021年

トルクレンチ導入助成 実施中！トルクレンチ導入助成 実施中！

車輪脱落による社会的影響

※３年以内に再発すると「整備管理者は解任」されます

大型車による車輪脱落事故が行政処分の対象に
複数回事故を発生させた場合は整備管理者の解任命令も

コラム

　国土交通省は、「道路運送車両法の一部を改正する法律等の施行に伴う
整備管理者制度の運用について」を一部改正し、令和５年10月１日に施行し
ている。
　同改正では、不適切なタイヤ脱着作業や保守によって車輪脱落事故を引き
起こした運送事業者や整備管理者について、行政処分の対象とした。大型
車のホイール・ボルト折損等による車輪脱落事故を引き起こした運送事業者
は、初違反で20日車、再違反では40日車の処分が科せら
れる。また、３年以内に事故を２回引き起こした運送事業者
の整備管理者に対しては、国交省が解任命令を発出する。
　詳細については、リーフレット「自動車運送事業者及び整
備管理者に対する行政処分を強化！」（二次元コード）を参照。

「
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
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ン
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ン
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施
中
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年
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で




